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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　五月初しよ旬じゆん──。

　高校生活、いや生しよう涯がい一度きりしかない高校の修しゆう学がく旅行をまえにして、幾いく瀬せ鳶とび雄おは欠席を余よ儀ぎなくされた。

　体調を崩くずしたのだ。熱が一向に下がらず、体には力が入らない。頭はボーっとするし、足もともフラフラだ。

　医者からは絶ぜつ対たい安あん静せいを言いわたされた。

「それじゃ、お土産みやげは買ってくるから、ちゃんと寝ねてるのよ？」

　玄げん関かん先で笑え顔がおを浮うかべてそう言うのは、セミロングヘアーの少女。鳶雄と同じ高校の二年生で同級生だ。そして幼おさな馴な染じみでもある、東とう城じよう紗さ枝え。イタズラっ子の笑みだ。

「……ああ」

　マスク越ごしの不ふ機き嫌げんな口調で鳶雄は返した。

　出発前に、鳶雄の様子を見にきたのだ。鳶雄にとってみれば、嫌いや味みでしかない。

　ハワイ諸しよ島とうを豪ごう華か客船でクルージングする十日間のツアーだ。

　鳶雄にとっては、初の海外旅行となるはずだった。楽しみでないわけがない。体調不良がなんとも、悔くやまれる。

　紗枝は不機嫌な表ひよう情じようを浮かべる鳶雄の額ひたいを小こ突づいた。

「旅行なんて、大人になればいつでも行けるわよ。そのときは私も付き合ってあげるから、今回はガマンなさい」

「……アホか。俺おれは今日行きたいんだよ。それにどうせ付き合うっていっても、俺のオゴリとか言うんだろ？」

「当たり」

　紗枝はカラカラと笑う。鳶雄は嘆たん息そくしながら、小突かれた額をさすった。

　一通り鳶雄をからかった紗枝は、バッグを持ち上げる。

「さて、私はそろそろ行きますかね」

「あ、ちょっと待って」

　鳶雄は、紗枝を引き止めるとズボンのポケットから、数珠じゆずらしきものを取り出す。

　それを紗枝の左手首につけてやる。

「死んだ祖ば母あちゃんが、俺が遠出するときに必ずつけてくれたんだ。俺は、行けないから、こいつに道中守ってもらってくれ」

　紗枝は数珠を見やると、ありがたそうに手でさすっていた。

「ありがと」

「あと……その、なんていうかさ、気ぃつけろよな」

　鳶雄は、熱で真っ赤な顔をさらに真っ赤にさせながら言う。

「何に？」

「その……病気とかウィルスとかさ」

「それはあんたでしょ」

　皮肉で返されて、鳶雄は口をへの字に曲げた。

　玄関を開けると、紗枝は最後に振ふり返って言ってくる。

「行ってくるね」

　彼女は少し寂さびしげな表情を浮かべて、旅立っていった。







　同級生たちが旅立って四日後──。

　成田からホノルルまでは飛行機だ。そこから、港にて『ヘヴンリィ・オブ・アロハ』号に乗船して、今いま頃ごろはカウアイ島からハワイ島に着いた頃だろう。

　同級生が豪華客船で豪華な料理に舌した鼓つづみを打ちながら、各島をめぐり、異い文ぶん化か交流を堪たん能のうしていると思うと恨うらめしく思えてくる。

　体調が少しずつ回かい復ふくしてきた鳶雄は朝遅おそく起きて、郵ゆう便びん受けから新聞を取ると、ブランチの用意をしていた。

　父は海外に赴ふ任にんしている。母もそちらについていった。そのせいか、兄弟のいない鳶雄の家には彼以外誰だれもいない。食事の用意などあるはずもなく、鳶雄は目玉焼きを作って、食パンと共に食べ始めた。

　同級生たちは豪華な食事をとっているのであろう。そう思うと、悲しくなる。

　テレビをつけ、ボーっと見つめながら、パンをかじっていた。

『いまだ生せい存ぞん者しや不明が続く状じよう態たいですが──』

　鳶雄は特に集中もせずにテレビを見ながら黙もく々もくとパンをかじる。

『乗船していた修しゆう学がく旅行中の陵りよう空くう高校の生徒たちと教員たちの安あん否ぴが──』

　なに……？

　鳶雄は聞き覚えのある高校の名前を耳にして、突とつ然ぜん立ち上がりテレビに張はりついた。

　テレビには上空から撮とられた海上の映えい像ぞう。そこには、まるで映画のワンシーンのように煙けむりを上げながら船体のほとんどが海に沈しずんでいる豪華客船が映うつし出されている。

　テレビのスーパーには、『ヘヴンリィ・オブ・アロハ号、謎なぞの海上事じ故こ！』と表ひよう記きされていた。

　客船の名前に、鳶雄は目を大きく見開く。冷たいものが背せ中なかを通りすぎる。心しん臓ぞうがバクバク鳴っているのがわかった。

　鳶雄は先ほど、取ってきたままテーブルに放置してあった新聞を手にする。

　一面記事に記されたニュースを見ていく。その内ない容ように鳶雄は全身を震ふるわせた。

『豪華客船、海上事故！』

『修学旅行中の悪あく夢む！』

『乗船していた高校生二百三十三名の安否は不明──』

『生存者は絶ぜつ望ぼう的──』

　高校の名前は、陵空高校──。

　鳶雄と、彼の幼おさな馴な染じみである紗枝の通っている高校だった。

「……紗枝」

　力なく、鳶雄はその場に座すわり込こんだ。




　その日、幾瀬鳶雄は幼馴染の東城紗枝を含ふくむ同級生二百三十三名を失った──。
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　七月。本格的に暑さが増ましてきた頃ころ──。

　下校中の幾いく瀬せ鳶とび雄おは、友人と電車の車内──扉とびら付近で雑ざつ誌しを広げていた。

「やっぱさ、こっちのサスペンションのほうがいいかもなー」

「こういうのなら、河か川せん敷じきら辺のジャンク置き場で拾ったほうが早いんじゃない？」

　鳶雄の意見に、友人は半はん眼がんで嘆たん息そくする。

「バーカ。そんな、誰が乗っていたかわからない単車のパーツなんか取りたくねぇよ。ヘタすると、処しよ分ぶんに困こまった事故車かもしれないだろ？　やっぱ、金を貯ためて買った新品のパーツを組み込むからこそ、ロマンが広がるんじゃないかぁ！」

　熱く語る友人は、目をキラキラと輝かがやかせていた。

　最近、バイクにハマったらしく、学校で禁きん止しされているバイトを嬉き々きとしてこなしているそうだ。

　ちなみに、普ふ通つう自動二輪の免めん許きよ取得も鳶雄たちの学校では校こう則そく違い反はんである。見つかれば、一発で停学はまぬかれない。

　しかし、高校二年生だ。男子がバイクや車に興きよう味みを持つのは自然といえる。

「鳶雄も免許取れよ。二人でツーリングしようぜ！　絶対楽しいって！」

　ここ最近、彼は鳶雄に何度もそう誘さそってきていた。

　鳶雄も興味がないわけではない。だが……。

「ああ、悪くはないよな。……けど、いまはそんな気分じゃないかな」

　鳶雄は苦笑いを浮うかべながら、答えた。

「そうか、そんな簡かん単たんに忘わすれられないよな……」

　友人は、ふいに車内の中なか吊づりに視し線せんを移うつした。

『いまだ原げん因いん不明！　ヘヴンリィ・オブ・アロハ号の沈ちん没ぼつ事故！　事じ件けんには米国の影かげが!?』

　鳶雄もそれを見て、顔を曇くもらせる。

　二か月前、鳶雄は事件の真っ只ただ中なかにいた。

　同級生二百三十三名を乗せた豪華客船の沈没事故。その生き残りとして、鳶雄は連日マスコミに追われた。

　それもそうだろう。大おお勢ぜいの日本の高校生が乗った船が海上事故を起こせば、一大ニュースだ。毎日のようにどの局でもトップニュースとして扱あつかわれ、マスコミは事件の遺い族ぞく、関係者にところ構かまわずインタビューしてきたのだ。

　仲間たちの合同葬そう儀ぎも、そうした騒そう動どうのなかで行われた。鳶雄は、生き残った生徒の一名として参列したが、葬儀中ずっとフラッシュが止やむことはなかった。

　鳶雄のほかに生き残った生徒数名も、しばらくは通学できる状じよう態たいではなかっただろう。

　好こう奇きの視線が彼らに降ふり注ぐせいもあるが、それ以上に深しん刻こくな問題もあった。少し前まで賑にぎやかだった同級生たちが突とつ然ぜんいなくなる──。教きよう師しも事故で亡なくし、心のケアをしてくれる者も少ない。心の中に受け入れるには時間が必要だった。

　残った生徒たちは、マスコミに追われながらも自じ宅たくで事件のほとぼりが冷めるまで過すごしたのだ。

「あれから、同級生見つかってないんだろ？」

　友人の問いかけに、鳶雄は目を伏ふせる。

「ああ、生き残ったのは俺を含ふくめても十人に満たないよ」

　同学年で生き残ったのは、鳶雄同様に修学旅行に参加できなかった生徒だけだ。旅行に参加した生徒、教師に生残者はいない。

　真っ二つに折れてしまった船は、片かた方ほうは海底に深く沈しずみ、もう片方は回かい収しゆうされた。回収されたほうには、数名の教師の死体と、船に乗り合わせていた乗員の死体が確かく認にんされた。

　だが、生徒の死体は存そん在ざいしなかったのだ。海底に沈んだほうに残っているのかもしれないとサルベージ船での捜そう索さくが進むが、予想以上の難なん所しよに沈んでおり、引き上げは困こん難なんを極きわめていた。現げん在ざいも回収のめどが立っていない。

　テレビでは様々な説が唱えられ、連日胡う散さん臭くさいコメンテーターが『隣りん国ごくの秘ひ密みつ兵器だ！』とか『超ちよう自然現象のせいだ！』、『ＵＦＯの仕し業わざだ！』などと、バカらしいことこの上ないことを言っていた。

「沈没の原因、わかったのか？」

　友人の問いに、鳶雄は首を横に振る。

　沈没事故の原因は不明のままだった。

　日本人は事件に飽あきやすい。事件になんの進しん展てんもなく、一か月が過ぎた頃ころには政せい治じ家かの汚お職しよく問題のほうが大きく報ほう道どうされ、沈没事故のニュースは徐じよ々じよに小さく扱われていった。

　生徒たちの遺族が、あまり騒さわがなかったせいかもしれない。当初は「責せき任にんをとれ！」など声をあららげていたものの、そのうち諦あきらめたのか少しずつ表に顔を出さなくなっていったのだ。

　一か月過ぎ、生き残った鳶雄たちの受け入れ先の学校が各おの々おの決まった。もう、いままで通っていた陵りよう空くう高校には通えるはずがない。同み級ん生なはもういないのだから。

　生き残った生徒たちはバラバラに散らばり、初登校のときにはマスコミや近所の人から、好奇の視線も注がれた。

「あのときはスゴかったよ。正門の前にマスコミのカメラやらが連日群むらがっていたからな」

　友人はその光景を思い出したのか、渋しぶい表情を浮かべる。

　彼曰いわく、毎日のように登校中にコメントを求められてウザかったらしい。

　最初はいろいろと面めん倒どうな目に遭ったが、最近やっと平へい穏おんになり、こうやって一いつ緒しよに下校できる友人もできた。

　七月に入り、事件も取り沙ざ汰たされなくなった頃になり、騒そう乱らんも落ち着き、冷静になって初めて同級生の死を深く感じられるようになれたのだ。

「まあ、辛つらいと思うけどさ、いまは現在の生活になれることに徹てつしたほうがいいぞ？　あんまり嫌いやなことばかり考えてると、心身に悪いと思うしよ」

　友人が背中をたたきながら、励はげましの言葉をくれる。

　素す直なおに、その言葉はいまの鳶雄にはありがたかった。

　そうこうしているうちに、電車は友人が下車する駅に到とう着ちやくする。

「あ、じゃあ俺ここで降りるから。またな。元気出せよ」

　彼は笑顔で鳶雄にガッツポーズを見せると足早に電車を降りていく。

　鳶雄も「ああ、またね」と短く返事をして、手を振った。

　一人車内に残った鳶雄は息を吐はく。

　ゴメン──。

　鳶雄は心中で、友人に謝あやまった。

　新しい友人との間には、まだ深い溝みぞが存在している。それは、いまだ埋うまる気がしなかった。







　電車に揺ゆられながら、鳶雄は空を眺ながめていた。

　一人になると、こうやってボーっとどこかを見つめる時間が増ふえている。

　ふいに携けい帯たい電話を取り出し、鳶雄はメール画面に視し線せんを落とす。受信メールの大半が、保ほ存ぞん状じよう態たいにされ、消えないようになっていた。

　アドレスは、事じ故こで亡くなった友人たちからのもの。旅行当日まで彼らから送られてきたメールだった。

　そして、ひとつのメールで指が止まる。送信者は紗さ枝え──東とう城じよう紗枝。鳶雄の幼おさな馴な染じみの女の子。

『いまから飛行機！　快かい適てきな空の旅へ向かいま～す。じゃあ、またね。ちゃんと寝ねてんのよ！』

　新しい生活が始まり、世間の事件への関心が冷めてきた頃、鳶雄は一人、部屋で泣くことが多くなった。

　大きな喪そう失しつ感が一気に襲おそい掛かかってきたからだ。

　メールを打っても、電話をかけても、紗枝や友人たちからは返ってこない。決して返ってはこないのだ、あの日々は。

　休み時間に笑いあい、授じゆ業ぎよう中に居い眠ねむりで先生に小こ突づかれてクラスメートに笑われる。昼休み屋上でバカな話題で盛もり上がり、下校時にカラオケやゲームセンターで友人と一緒に騒いだ。

　共に高校まで歩んできた紗枝。近くにいるのが当たり前だった。いつも見せていた彼女の微笑ほほえみが忘わすれられない。

　あの日々は返ってこない。

　修しゆう学がく旅行へ出発する当日、寂さびしげな表情で出て行った紗枝の姿すがた──。

　そんな顔をする理由を訊きくことは二度とできない。

　永えい久きゆうに失った大切なもの。もう、鳶雄には返ってこない。







　鳶雄は本来降おりる駅には降りずに、ふたつ前の駅で下車した。

　本屋に寄よったり、ゲームセンターで時間を潰つぶすためだ。まだ家には帰らない。

　両親が海外にいるため、自じ宅たくに帰っても誰だれもいない。兄弟のいない鳶雄にとって、帰宅後の自宅は寂しい場所だ。

　両親から生活できるだけの金は得ている。家事も一通りこなせた。生活に関してはなんの心配もない。

　真まっ直すぐに家へ帰らないのは、一人が寂しいからじゃない。一人になると苦く痛つうが襲ってくるからだ。

　一人、広いマンションに戻もどると、同級生たちのことを考えてしまう。一度頭に浮かべてしまうと、翌よく日じつ家を出るまで脳のう裏りから消えることはない。

　喪失感が彼の心を激はげしく蝕むしばんだ。いっそ、両親のいる海外へ逃にげることも考えたが、すでに新しい友人もできていて、それらを失うのも苦しかった。

　海外へ行ったところで会話もままならない。それに、あちらへ行ったとしても同級生のことを忘れられるはずがない。

　いろいろと考え、鳶雄はとにかく家に遅おそく帰ることにしていた。出来るだけ、本を立ち読みし、ゲームセンターでゲームに興きようじる。そうしている間だけ、苦痛は和やわらげられる。

　午後六時が過ぎ、七時になった。日が昇っている時間が長い夏場とはいえ、七時ともなれば日が暮くれだす。

　鳶雄はラストマップまできていた格かく闘とうゲームに負けると、ため息をひとつついて帰路につくことにした。

　仕事を終えたサラリーマンなどがまばらに街を歩いている時間帯だ。鳶雄は虚うつろな瞳ひとみで歩いていた。

　横断歩道に着いたときだった。ふと車道をはさんで向かい側の歩道に視線が移うつり、鳶雄は目の前の人ひと影かげに双そう眸ぼうを大きく見開いた。徐じよ々じよに瞳に生気が戻っていく。

　──紗枝!?

　視線の先に存在する、あり得ないはずの人影──。それを見つけ、鳶雄の動どう悸きが激しくなった。

　見み間ま違ちがえるはずがない！

　前へ飛び出そうとしたとき、歩行者信号は赤を示しめしていた。飛び出そうにも、目の前には仕事帰りの人々が壁かべとなっていて、進めなかった。

　早く青になれよ！　紗枝が……、紗枝がいるんだ！

　見れば、紗枝のもとに数名の男女が姿を現あらわす。それを確かく認にんして、鳶雄はさらに驚きよう愕がくした。

　その面子メンツのなかに、クラスで仲が良かった男子、佐さ々さ木き弘こう太たがいたからだ。佐々木は、紗枝たちと話しこんでいる。そして、紗枝と佐々木を含ふくむ集まりは、どこかへ歩き出した。

　飛び出したい！　けれど、信号はまだ変わらない。

　信号と歩いていく紗枝たちの集しゆう団だんを交こう互ごに見る。信号が変わったときには、集団は視界に捕ほ捉そくできるギリギリの位置を歩いていた。

　人を搔かき分け、鳶雄は走り出す。

　生きていた──。

　まだ本人かどうかわからない。精せい神しんの病んだ自分が作り出した幻げん想そうかもしれない。

　だが、まだ死体は海から上がっていない。死体は見つかっていないのだ。

　死んだとは限かぎらないじゃないか。二百人以上もいたのだ、どこかの島に数人ぐらい流れ着いて生きていても不思議じゃないはずだ！

　紗枝は、彼らは、生きていたのかもしれない！

　鳶雄は、ただ夢む中ちゆうで集団を追いかけた。







　日はドンドン落ちて、夕ゆう闇やみの色が濃こくなってきている。

　鳶雄は息を切らしながら、集団を追いかけた。しかし、数分前に再ふたたび捕つかまった信号によって、集団の行方ゆくえを見失ったのだ。

　少しずつ、人気のない場所に歩が進んでいた。

　電でん灯とうの薄うす明あかかりが点つきだし、シンと静まり返る道を進む。そのとき、視界の隅すみに建物のある敷しき地ちに入る人影を見つけた。

　追いかけ、その建物の前に立つ。そこはマンションを建けん設せつ中の工事現場だった。不思議なことに工事現場の入り口は開いており、簡かん単たんに侵しん入にゆうできてしまう。

　鳶雄は、誰も見ていないか確認したあと、現場へと足を運んだ。鉄てつ骨こつやら木材やらが置かれた敷地内を進んでいく。

　電灯の光など届とどくはずもなく、暗くなりはじめた空のせいで、視界は悪かった。鳶雄は携けい帯たい電話のバックライトを点灯させ、その灯あかりを頼たよりに歩みを再さい開かいする。

　奥おくの角を曲がったときだった。しゃがんでいる人影。

　鳶雄はその後ろ姿すがたに見覚えがあった。学校の制せい服ふくではなく白のシャツを着ていたが、それは追っていた集団の一名でもあり、今年の春まで共に同じ学校に通った友人の後ろ姿──。

「……佐々木？」

　鳶雄は、恐おそる恐る話しかける。

　佐々木と呼よばれた少年は、無視してしゃがんだまま何かをしていた。頭が小こ刻きざみに上下している。

「佐々木……なんだろ？」

　再度、鳶雄は呼びかける。

　すると、しゃがみこんでいた少年はこちらへ顔だけ向けた。

「──ッ」

　鳶雄は言葉にならない声を出して、後ずさった。

　こちらを向いたその顔は、血に塗まみれていたからだ。無表情のまま、唇くちびるには大量の血。

　だが、確たしかに佐々木だ。佐々木に違いない。鳶雄は確信した。
















　そのとき、ごろりと何かが転がる。そちらに灯りを向けると、そこには胴どうから離はなれた犬の頭部が転がっていた。

　頭部には深い傷きず跡あと。片側の目玉が周囲の肉ごと削けずり取られている。

「ひッ」

　鳶雄は小さな悲鳴をあげて、体を強こわ張ばらせた。

　体を硬こう直ちよくさせている鳶雄は、目の前の佐々木がすっと立ち上がったことに気づく。

　もう一度、そちらに携帯電話の灯りを向ける。彼は無表情のまま、顔中についた犬の血けつ液えきを拭ぬぐいもせずに鳶雄を見つめ、小首を傾かしげていた。白いシャツの胸むな元もとは赤い血で染そまっている。

　佐々木──。彼は佐々木だ。クラスメートで、いつもカラオケやゲーセンに行った友人だ。常つねにイタズラな笑えみを浮うかべていたのに、彼は感情がないように鳶雄を見つめてくる。

　佐々木、もう一度呼びたいのに声が出てこない。それは恐きよう怖ふで体と心が支し配はいされているからだ。

　佐々木は、ゆっくりと口を開ける。何かが口から出て、ポトリと地面に落ちた。それは目玉だ。犬の目玉。

　食っていた……？

　佐々木はこの犬を食っていたのか……？

　そんなこと、佐々木がするわけがない。

　なら、目の前の佐々木は──。

「おまえ……、なにしてるんだよ？」

　鳶雄がなんとかしぼり出した言葉は、悪ふざけしている友人に突つっ込こむ感じの問いかけだった。

「……つけ……た」

　佐々木の姿をしたそれから、声が発せられる。聞くことに集中しなければ聞こえないほどの声量だ。

　次の瞬しゆん間かん、眼がん前ぜんの異い質しつな存そん在ざいはこの世のものとは思えない笑みを浮かべた。口元を薄うすく開き、目元を細め、不気味な笑みを鳶雄へ向けている。

　鳶雄の全身をぞくりと冷たいものが通りすぎたとき、佐々木の姿をしたそれは、ゆっくりと口を開いていく。

　ヒュッという空気を裂さくような音が聞こえたと思ったら、後方でバチンという音が聞こえた。

　そちらへ顔だけ向けると、壁かべに斜ななめに立てかけられていた木材が真っ二つに切せつ断だんされていた。さらに風きり音が鳶雄の耳元を通りすぎて、戻もどっていく。

　鳶雄が前方に視線を戻すと、それの口元からウネウネと伸のびた触しよく手しゆのような舌したがだらしなく下へ伸びていた。唾だ液えきらしきものが触手を伝って地面へ落ちていく。

　触手のようなものの先せん端たんには、爪つめか牙きばらしき硬かたそうなものがついている。

　鳶雄は頰ほおを横に薄く切られていたことに気づく。血が滲にじみだしていた。耳元を通り過ぎたときにやられたのだ。

　……バケモノ？

「……みつけた……」

　バケモノはそう言いながら、うれしそうに不気味な笑みを浮かべ、こちらへ近づいてきた。

　鳶雄は咄とつ嗟さの行動で足元に置かれていた丸まる棒ぼうの鋼こう材ざいを手にする。

　震ふるえる手で鋼材を手にして、バケモノに向けて構かまえた。

「じょ、冗じよう談だんなら止やめてくれよ、佐々木……」

　彼は無理やり口の端はしをあげて笑みを作ってみるものの、恐怖で頰の肉が引きつってしまっていた。

　バケモノは鋼材を構える鳶雄など意にも介かいさないように距きよ離りを縮ちぢめてくる。それに応おうじて鳶雄は少しずつ後ずさっていく。

　彼は不気味にうごめくバケモノの舌から目を離すことができなかった。直感的に、触手のような舌から目がそれたら死に近づくと思ったからだ。

　あの舌がどれほど伸びるかはわからないが、ある程てい度ど距離が開いたらこの場を逃にげ出したほうが賢けん明めいである。鳶雄はそう判はん断だんしていた。

　じりじりと少しずつ後ろへと下がって距離を稼かせぐ。

（絶ぜつ対たいにあの触手から目を離してはダメだ）

　鳶雄はズボンのポケットに手を入れた。

　硬い感触が手に伝わってくる。ゲームセンターで両替したときに余あまった硬こう貨かだ。

　鳶雄はポケットの中で硬貨をつまみあげると、それをバケモノに向かって放ほうり投げる。

　硬貨はバケモノの舌によってなんなく払はらい落とされてしまうが、逃げるには十分な隙すきが生じたと鳶雄は感じた。

　彼は一気に走り出すつもりで振り返ろうとするが、触手が伸びてきたのが視界に飛び込んでくる。

　鳶雄は反はん射しや的に丸棒の鋼材で防ぼう御ぎよをしようと伸びてくる触手へ構えた。丸棒に舌が巻まきついていく。

「く……」

　棒に巻かれた触手を振りほどこうとするが、信じられない力が丸棒から伝わってくる。

　抵てい抗こうむなしく、鳶雄が手にしていた鋼材は触手のような舌によって、奪うばい取られてしまう。

　バケモノは奪い取った丸棒を遠くへ放り投げる。乾かわいた金きん属ぞく音おんが聞こえてきた。

　得物をなくした鳶雄のもとへ、バケモノは一歩一歩確かく実じつに迫せまってくる。

　鳶雄は腰こしが引け、恐怖に包まれていた。再び逃げようとしたが、足元を触手に捕とらわれて、その場に転んだ。立ち上がろうとするが、バケモノは眼前にまで近づいてくる。

　冷笑を浮かべ、触手の先がウネウネと動いて、硬こう質しつそうな先端が鳶雄を捉とらえた。

　やられる！

　そう思ったとき、鳶雄とバケモノの間を何かが猛もうスピードで通りすぎる。

　何も起こらずに不思議に思った鳶雄がバケモノのほうに視線を向けると、伸びていた触手が両りよう断だんされ、バケモノは言葉にならない声をあげていた。

「そう簡かん単たんにやらせてあげられないわね」

　突とつ然ぜん、後方から若わかい女性の声が聞こえた。声の主が、足音と共に鳶雄の隣となりに現あらわれる。どこかの学校の制服に身を包む少女。年は同じくらいだ。髪かみをうしろでまとめてアップにしている。

　鳶雄はその女生徒をどこかで見たことがあった気がするが、いまは軽い混こん乱らん状じよう態たいのためか、思い出せなかった。

　少女は鳶雄を一いち瞥べつすると、一歩前に出る。

「相手をしてあげる」

　そう言って、バケモノに向かい手を前へ出した。バケモノが女子の挑ちよう発はつに乗って、触手をしならせて攻こう撃げきしようとする。そのとき、鳶雄と女子の間をすさまじい速度で通過していくものがあった。それはバケモノの横をかすめて闇やみへと消えていく。

　一いつ拍ぱくおき、バケモノの触手が静かに落ちた。それから首に切れ目が生まれ、地面へと落下していく。

　胴どう体たいも膝ひざからガクリと落ちていき、地面に倒たおれこんだ。

　──絶命した。

　恐怖に包まれ、困こん惑わく状態の鳶雄にもそれは理り解かいできた。バケモノは死んだのだ。

　前方の暗闇から、羽ばたきが聞こえ、大きな猛もう禽きん類──鷹たからしき鳥がこちらへと向かって飛んでくる。

　鳥は、少女の腕うでに止まり、少女にじゃれた。少女も「よしよし」と頭をなでている。

　先ほど、鳶雄の横を通過していったのはどうやら少女の腕に止まる鳥のようだった。そうなると、バケモノを倒したのもこの鳥なのだろうか？

　疑ぎ問もんはあるが、いまは助かったことに鳶雄は安あん堵どした。静かに息をつく。

「幾瀬……くん、よね？」

　少女は鳶雄の顔をのぞき込むようにして訊きいてくる。

「そ、そうだけど……。君は誰だれ……？」

　鳶雄もそう返す。見覚えはある。けれど、それが明確に思い出せない。確かにどこかで見たことがあるのだ……。

「私は、皆みな川がわ夏なつ梅め。知ってる……わけないか……。直ちよく接せつ話したことないし、私も名前と顔が一いつ致ちしなかったしね。この写真見なきゃ」

　夏梅と名乗った少女は、スカートのポケットから携けい帯たい電話を取り出し、画面を見ていた。

　どうやら、携帯電話の画像に鳶雄の写真があるようだ。

　夏梅は携帯電話の画面を、「これ」と言って見せてきた。

　そこには、見覚えのある風景と共に、懐なつかしい友人と話している自分が写っている。

　それを見て、鳶雄は直感した。

「キミ、もしかして──」

　鳶雄が驚おどろきの声を出して言おうとしたとき、夏梅はにんまり笑えみを浮うかべながら鳶雄の言葉を続けた。

「そ、私はあなたと同じ陵空高校二年生の生き残りよ」
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「私、白玉クリームあんみつをひとつとドリンクバー。ええと、幾瀬くんも何か頼たのむ？」

「いや、俺おれはいい」

　鳶雄は首を横に振った。

「じゃあ、それで」

　夏梅の注文を受けて、ウェイトレスは厨ちゆう房ぼうへと向かっていく。

　二人は、佐々木の姿すがたをしたバケモノの襲しゆう来らい後、ファミレスに足を運んでいた。

　夏梅が、「話があるから、どこか落ち着いた場所に行きましょう」と言い、ここまで鳶雄を連れてきたのだ。

　彼女が飲み物を取って帰ってきてから、鳶雄は会話を切りだす。

「どういうこと？」

「なにが？」

　鳶雄の問いに、夏梅は軽い口調で訊き返してくる。夏梅の態たい度どに少しムッとした鳶雄は、眉み間けんにしわを寄よせて再度問う。

「アレはなに？　話ってそのことだろ？」

『アレ』とは、先ほど遭そう遇ぐうした鳶雄の友人、佐々木の姿をしたバケモノのことだ。

　あのバケモノは何なのか？

　鳶雄はそれが訊きたかった。対面の席に座る夏梅は、少なくともあのバケモノの存在を知っている様子だ。

「見たとおり、バケモノよ」

　夏梅はすらりと答えてきた。鳶雄が質しつ問もんを出そうとするが、彼女は続けてくる。

「同級生の姿をしたバケモノで、名めい称しようは『ウツセミ』っていうんですって」

　そう言う彼女は、アイスコーヒーの入ったグラスについた水すい滴てきを指につけて、テーブルに『ウツセミ』とカタカナで水の文字をつづった。

「ウツセミ？」

　聞き覚えのない単語に、鳶雄は訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「そ、ウツセミ。彼ら──って、女の子もいるんだけど、ウツセミたちはあの事じ故こで行方ゆくえ不明中の陵空高校二年生の姿をしているらしいわ」

「なっ……」

　絶ぜつ句くする鳶雄。夏梅は真しん剣けんな面おも持もちのまま、さらに話を続けていく。

「私も詳くわしいところまではわからないけど、あの海上事故に遭あった私たちの同級生二百三十三名は、全員さっき会ったバケモノに変わっているみたいなの」

　彼女は、信じられないことを次々に口に出している。

　合同葬そう儀ぎ以来の、あの事故の生き残り。だが、彼女と陵空高校での面めん識しきはない。

　同じ境きよう遇ぐうの者との出会いは、あまりに鳶雄の理解できる範はん疇ちゆうを超こえていた。

　夏梅は困こん惑わくした顔の鳶雄を確かく認にんしたのか、ため息をひとつついて自分のバッグを手に取る。

「いきなり、こんなこと言っても私が変人みたいだわ。とりあえず、後日改めてそちらに伺うかがうからさ、今日は──」

　彼女がバッグから取り出した白く丸い物体。ソフトボールほどの大きさだ。

「これを幾瀬くんに渡わたすのが、私の役目ってことで」

　夏梅はその白く丸い物体をテーブルの上に載のせる。恐おそる恐る鳶雄は手に取った。

　なんの変へん哲てつもない丸い物体だ。だが、そのとき自分の心しん臓ぞうの大きな鼓こ動どうと共に、丸い物体も脈動する。

「うわっ」

　情なさけない声を出して、鳶雄は丸い物体をテーブルの上に手放した。

「大切にしたほうがいいわ。それないと死ぬから」

　夏梅は、ウェイトレスが持ってきた白玉クリームあんみつをスプーンですくいながら、さらりと不ふ吉きつなことを言ってくる。

　彼女は幸せそうに白玉を口に運んでいく。

「死ぬって、どういうことだよ？」

　夏梅の不吉な物言いが鳶雄は気になった。

「ウツセミはね、どうやら私たち、あの旅行に参加せずに生き残った生徒を狙ねらっているようなのよ。実じつ際さい、あなたも狙われたでしょ？　最近、私も狙われているわ」

「そんなバカな話、信じられるわけないだろ？」

「信じる信じないは幾瀬くんの勝手だけど、また襲おそいかかってくるのは事実だよ。だから、その『タマゴ』は大切なの。無力で普ふ通つうの高校生な私たちにとって貴き重ちような武ぶ器きってやつ？」

　夏梅は窓まどの外へ眼めを向けた。鳶雄も彼女の視し線せんを追うように店内から外を眺ながめる。

　人が行き交かう歩道に植えられた街がい路ろ樹じゆの枝えだに、先ほどの鳥が止まっていた。

　鳥はこちらをジッと見つめている。日が落ちているのを感じさせないほどの鋭するどい眼がん光こうだ。
















「さて、ウチの鷹たかちゃんをいつまでもお外に待たせるのは忍しのびないので、そろそろお開きにしましょうか？」

　白玉クリームあんみつをたいらげた夏梅は、席を立つ。

「ちょっと！」

　まだ訊きたいことのある鳶雄に夏梅は真正面から顔を近づける。

　その突とつ然ぜんの行動に鳶雄はドギマギするが、彼女はにんまり笑って鳶雄の耳元に口を近づけた。

　鳶雄の鼻び孔こうに、夏梅の髪かみから流れてくる甘あまい香かおりが入り込んでくる。

「あとで、キミの家に行くから」

　意味深な言葉を耳元で告げて彼女は去っていった。

　しばし呆ぼう然ぜんとしていた鳶雄は、真っ赤になっている顔を手で叩たたく。頭もぶんぶんと振った。

「……つーか、俺の家うち知っているのか？」

　そんな疑ぎ問もんを口にしながら、彼女が置いていった白く丸い物体に視線を向ける。

『タマゴ』──。

　何かが生まれるのだろうか？

　先ほど、手に伝わってきた脈動は、生々しかった。

　不気味に思いつつも、鳶雄はその『タマゴ』とやらを自分のバッグに入れたのだった。
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　自じ宅たくのマンションに帰るなり、鳶雄はリビングのソファーに深く座った。吐はくため息も深い。

　天てん井じようを見やる。

　あの佐々木のバケモノは夢ゆめ──ではなかったのか？

　自問するが、鮮せん明めいな記き憶おくはその疑問を一いつ蹴しゆうする。

　あれは佐々木ではない。バケモノだ。佐々木の姿をしたバケモノ。

　いや、口から触しよく手しゆのようなものを伸のばすバケモノがこの世に存そん在ざいするか？

　まるで漫まん画がやゲームの世界のバケモノが、現げん実じつに存在するのか!?

　そんなはずない！　バケモノなんて存在するわけが──。

　これは夢？　幻げん想そう？

　自分が同級生の死に、大きな喪そう失しつ感に心身を苛さいなまれているから、幻まぼろしを見てしまったのか？

　違ちがう。あの佐々木はバケモノだ。バケモノはいる。いるんだ！

　横に置いたバッグに視線だけ移うつす。

　少しだけ空あいたバッグの口からは、丸い物体がちらりと顔を覗のぞかせている。

　自宅に帰るまでの道中、何度も捨すてようと思ったのだが、皆川夏梅にこれがないと死ぬと脅おどされたのが心から離はなれなかった。

　馬ば鹿か馬鹿しい話だ。

　遺い体たいもあがらず、行方ゆくえ不明の同級生たちがバケモノとなって自分たちに襲いかかってくる。

　なぜ自分たちが狙われなければならない？

　どう考えたって、殺される理由が見つからないではないか。

　皆川夏梅の言葉だって、冷静に考えてみれば変人の戯ざれ言ごとだ。

　だが、佐々木の姿をしたバケモノを鳶雄は見ている。それは、事実だ。夢だと思い込もうとしても、脳のう裏りに鮮明に浮かび上がってくる。

　佐々木以外に同級生が存在するってことは、紗枝もいるのだろうか？

　あれが本物の佐々木だというのなら、やはり、あのとき見た紗枝は本物？

　いや、結けつ論ろんを出すのは早いと鳶雄は思う。理り解かい不ふ能のうなことが起きたが、紗枝がバケモノとなって自分を襲うだなんて想そう像ぞうもしたくない。

　鳶雄はリビングのソファーで、もう一度深いため息をつく。

　──疲つかれた。

　鳶雄の体全体を倦けん怠たい感が襲う。

　夕食を作る気力もなければ、食しよく欲よくもない。

　鳶雄は立ち上がるとバッグを見た。タマゴを見ていると、今日のことをいろいろといっぺんに思い出してしまう。鳶雄はタマゴが入ったままのバッグを持って、風ふ呂ろ場ばに置いた。

　これでいい。

　鳶雄は浴室の戸を閉しめると、自室に戻もどってベッドに横になる。横になった途と端たんに眠ねむ気けに襲われ、そのまま鳶雄は眠りに落ちていった。
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「バウッ！」

「うわっ！」

　鳶雄は、大型犬に吠ほえられて情なさけない声をあげた。腰こしも引けている。

「ちょっと、高校生なんだから犬に吠えられたぐらいで驚おどろかないでよ」

　犬の頭をさすりながら、紗枝は苦笑いしていた。

　紗枝の自宅。その庭には、旅行に出かけた彼女の親しん戚せきから預あずかっているというゴールデンレトリーバーがいる。

　鳶雄は、休日を一人で留る守す番ばんしている紗枝に呼よばれて、彼女の自宅を訪おとずれていた。

　犬の扱あつかいをフォローしてくれと頼たのまれたのだが、鳶雄自身、動物が苦手で紗枝のフォローどころではない。

　人ひと懐なつっこく、やんちゃで甘あまえん坊ぼうの気質であるゴールデンレトリーバーは、見知っている紗枝だけでなく、鳶雄にもその大型の体を用いて全力で甘えてくる。

　犬の好きな人なら、その行こう為いはうれしいのだろうが、動物の苦手な者からすれば脅きよう威いでしかない。

　犬は大きな尻尾しつぽをブンブンと振ふりながら、庭を逃にげる鳶雄を追う。逃げれば追う、それは犬の本能だ。適てき度どに刺し激げきしてくれる行動を取る鳶雄は、犬にとって最高の遊び相手。

　だが、鳶雄には猛もう獣じゆうが追ってきているのと同じである。

「コラ！　来るな！」

　怒おこってみても、一度遊び心に火がついたゴールデンレトリーバーは、ちょっとやそっとでは止まりはしない。

「アハハハ！　がんばれ、鳶雄」

　紗枝はといえば、縁えん側がわに座すわり込こんで必死な鳶雄を見て笑っている。

「バカ！　助けろ！」

　そんな哀あい願がんも空むなしく、うしろから飛びかかってきた犬の体当たりに負けて、鳶雄はうつ伏ぶせに倒たおれた。

　その背せ中なかに容よう赦しやなく犬は乗りかかり、頭をペロペロペロペロとなめ回す。

「うわっ！　ちょっ、やめ、コラ！　うおわぁ──っ！」

　鳶雄は庭の芝しば生ふの上で、半分涙なみだ目めとなってじたばたと抵てい抗こうするが、犬の蹂じゆう躙りんは止まらない。

「金次郎！　止やめ！」

　その紗枝の命令で、金次郎と呼ばれた犬はピタッと鳶雄をイジメるのを止める。そそくさと鳶雄から離はなれると、行ぎよう儀ぎよくお座りのポーズを取っていた。

　犬の猛もう攻こうが終わり、鳶雄はのろのろとその場に立ち上がる。すっかり憔しよう悴すいしきっていた。

　さすがに心配になったのか、紗枝が恐おそる恐る鳶雄の顔を覗のぞき込んだ。

「だ、だいじょうぶ？」

「……犬なんて嫌きらいだ」

　涙目で、鳶雄は鼻をすすった。本気で怖こわかったのだ。女の子の紗枝の前で格かつ好こう悪いことこの上ないが、本当に脅威だった。

　その鳶雄の頭を紗枝が優やさしくなでる。

「ゴメンね、鳶雄」

　子こ供どもをあやすようにふるまう紗枝に、鳶雄は怒ろうとしたが止めた。

　心ここ地ちよいと思ってしまったからだ。紗枝の手から伝わってくる優しさが、とても気持ちのよいものだったから。

　友達に見られたら、恥はずかしい光景だろう。犬と共に、自分まであやされている状じよう態たいは他者には決して見せられるもんじゃない。

　けれど、彼女のぬくもりは時折鳶雄を安らいだ気持ちにさせてくれていた。
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「紗枝……」

　目を覚ますと、そこは自室だった。部屋は暗い。

　──夢ゆめを見ていたのか。

　鳶雄は、いつの間にか流れていた涙なみだを拭ふく。あんな夢を見るなんて……。

　視し線せんだけ動かし、部屋にあるＤＶＤプレーヤーのデジタル時計表示を見る。すでに深夜を回っていた。

　まだ眠ねむ気けはある。このまま朝まで寝ねてしまおう。明日も学校だが、風呂は朝に入ればいい。

　風呂──。

　そうだ、風呂場にはタマゴがある。鳶雄はタマゴを思い出したと同時に、バケモノのことと、夏梅のことを思い出す。

　得体の知れないバケモノが、同級生の姿すがたをして襲おそいかかってくると言われた。

　──寝よう。

　鳶雄は、そう決め込んだ。いまだけでも、朝までは何も考えずに眠りたい。

　目をつむり、意い識しきを閉とざす。

　…………。

　なぜだろう。心がざわつく。意識が完全に閉じない。なにか、ジメっとしたものが全身を包み込んでいる感覚。

　鳶雄はゆっくりと両目を開ける。暗くら闇やみの室内。目覚まし時計の針はりが動く音だけが静せい寂じやくに音を刻きざんでいる。

　心が落ち着かない。なぜだろう？

　ふいに視線が閉め切ったカーテンに移うつる。手を伸のばせば届とどく位置だ。

　少しだけ引っ張ぱり、外を見る。

「──っ」

　その瞬しゆん間かん、鳶雄は体を強こわ張ばらせた。

　カーテンの隙すき間まから、誰だれかが覗き込んでいた。

　あわててカーテンを閉める。

　いや、そんなはずがない。ここはマンションの五階だ。しかも、ベッド横の窓まどにベランダはついていない。窓の向こうは何もないのだ。

　鳶雄はベッドから身を起こし、恐る恐るもう一度カーテンに手をかける。いきおいよく、カーテンを引いて窓を見る。──が、そこには誰もいない。

　やはり、気のせいか？　バケモノの話を聞かされて、変な幻げん覚かくを見ていた？

　鳶雄は窓を開いて、キョロキョロと外を見み渡わたす。やっぱり変化はない。人などいないではないか。

　鳶雄は息を大きく吐はいた。

　ポタ……。

　鳶雄の頭部に何かが落ちてきた。それを触さわる。それは粘ねばり気のある液えき体たい。その液体は上から降ふってきた。

「……けた……」

　その声に、鳶雄が上を向いたときだった。

「みつけた」

　彼の真正面に薄うすく笑う顔があった。自分と同じくらいの少年が、マンションの壁かべに逆さかさまで張りついているのだ。

「──っ」

　驚おどろいた鳶雄は、すぐに部屋に顔を引っ込め、窓を閉めようとする。が、それを少年の手が止めてきた。鳶雄は急いでベッドから離れてた。

　少年は、窓からゆっくりと入ってきた。ベッドの上に立つと、薄く笑みを浮かべた顔で鳶雄をジッと見ている。

「みつけた。うらぎりもの」

　片かた言ことの言葉で、少年が言う。そして口を大きく開けた。ベロが伸びていく。

　──ウツセミ。

　そう、目の前にいるのは佐々木の姿すがたをしたバケモノと同じだった。同級生の姿をしたバケモノ？　ということは彼も陵空高校の生徒だったのか？

　面めん識しきはない。けれど、同級生なのだろう。夏梅の言葉を信じるならば。

　ウツセミは、この暗闇のなかで足元をふらつかせずに近づいてくる。

　暗闇に目がなれている？　いや、元々そういう生物なのかもしれない。

　どちらにしろ、このままでは殺される。恐きよう怖ふが体中を支し配はいするなか、鳶雄は部屋の扉とびらのほうへ走り出した。

　足元に触手のようなベロが伸びてくるが、なんとか避よけて扉を開く。そのまま、リビングを通って玄げん関かんへと走る。

　いまは逃にげる。それが一番生せい存ぞん率りつの高い選せん択たくだ。

　玄関に着いた鳶雄はチェーンを外し、扉を開いて──。

　扉の向こうには、少女が立っていた。

「みつけた」

　そう言うと、手を前に出す。少女の右みぎ腕うでがたちまち異い形ぎようのものに変化していく。右手の五指すべてが鋭するどいトゲのようになった。少女の右腕は鳶雄に向かって、伸びてくる。

「うわっ」

　悲鳴をあげて、腰が引けた鳶雄はその場で尻しり餅もちをついた。自分の上を異形の腕が風を切るように通り過すぎていく。

　ウツセミ、この娘こも！

　少女は腕を元の長さに戻もどすと、鳶雄に向かってくる。鳶雄は体たい勢せいをなんとか持ち直して、いま来た廊ろう下かを戻もどろうとするが、後方から近づいてくる足音。

　振ふり向けば、リビングの扉近くまで移い動どうしていた少年のウツセミがこちらを向いていた。

　──挟はさまれた。

　前方には少女のウツセミ、後ろからは少年のウツセミ。二人は近づいてくる。

　リビングと玄関をつなぐ廊下の真ん中で、鳶雄は絶ぜつ望ぼうの淵ふちにあった。

　殺される！

　その思いでいっぱいになる。

　二人のウツセミがじりじりと近づいてきた。どちらも知らない同級生の姿。あちらは生前にこちらを知っていたんだろうか？

　そんな思いにとらわれたとき、鳶雄の目に脱だつ衣い室の扉が飛び込んでくる。

　風ふ呂ろ場ば──タマゴ！

　──それないと死ぬから。

　夏梅の言葉が脳のう内ないでリピートされた。

　二体のウツセミが、舌したを、腕を、異形と化した肉体をふりあげて、こちらへ狙ねらいを定めてきたとき、鳶雄は脱衣室の扉を開いて中へ入っていく。中から一いち応おう鍵かぎを閉しめ、浴室の戸を開ける。

　後方から大きな音。顔だけ振り返れば、脱衣室の扉をウツセミの触手らしきものが貫つらぬいていた。あんなもの、生身に受けたら一いち撃げきで風かざ穴あなが空くじゃないか！

　鳶雄は急いで、バッグを開く。

「……これは」

　鳶雄はバッグの中身を見て、驚く。ソフトボールほどの大きさだったタマゴが、いまは倍ほどもある。

　成長した？　数時間で？

　不思議に思い、鳶雄が手を触ふれるとさらにタマゴが肥ひ大だい化かする。その瞬間に、こちらの心しん臓ぞうも大きく鼓動した。

　呼こ応おうしてる、自分の心臓とタマゴが。

　肥大化は止まらない。どんどん大きくなる。

　うしろから、大きな音が聞こえた。扉がさらに壊こわされたのだ。壊れた部分から、少年のウツセミが顔を出してきた。こちらを捉とらえてくる。

「みつけた」

　それだけ言うと、顔を引っ込め、穴から触手を入れて扉の鍵を開けようとしている。

　その間も、心臓の鼓こ動どうとタマゴの鼓動が呼応しあう。しだいに速くなっている。タマゴもさらに大きくなった。

　このまま孵かえるのか？　いや、間に合わない。

　鳶雄はタマゴから目を離して、浴室のシャワーを手に取った。湯ゆ沸わかし器を操そう作さして、蛇じや口ぐちに手をかける。

　そうこうしているうちに、少年のウツセミが風呂場の扉を開けて、侵しん入にゆうしてきた。こちらに気づくなり、愉ゆ快かいそうに目元を細くする。口からダラリと伸ばした触手のような舌が、意思を持つようにこちらに狙いを定めようとうごめく。

　鳶雄はそのウツセミに向けて、温度を最大まで上げた熱湯シャワーを浴びせた。

　熱湯のシャワーを前面から、もろに食らったウツセミはその場で暴あばれるように苦しみだす。特に、傷きず口ぐちと変わらないであろう抜ぬき身の触しよく手しゆ舌じたへの熱湯は、激げき痛つうのはずだ。

　一いつ矢し報むくいた──。そう思ったのも束つかの間、少年ウツセミの横から、少女のウツセミが姿を現す。

　少女は、鳶雄の握にぎるシャワーと、少年ウツセミの様子を見ると風呂場の入り口に半身だけ隠かくした。鉤かぎ爪づめのように変化した右手を、鞭むちのように右腕全体でしならせて、こちらに向かって伸ばすように放ってくる。

　鳶雄は反はん射しや的に横へ避よけるが、そのとき握っていたシャワーを少女ウツセミに切り刻まれてしまう。先端を失ったシャワーは、ホースのように勢いよく一方へ湯を噴ふん射しやする。

　変わり果てたシャワーのお湯が、壁に跳はね返ってしぶきを生み、鳶雄に降りかかってきた。

「熱ッ！」

　悲鳴をあげる鳶雄をよそに、少女のウツセミの腕が再ふたたび動いた。伸びる腕は、シャワーを根元から切り落とす。そこから飛び出した熱湯で浴室の床ゆかは溢あふれかえった。

　鳶雄の足あし裏うらに熱湯の尋じん常じようではない熱さが伝わってくる。ダンスのように飛び跳ねる鳶雄は、湯で滑すべってバランスを崩くずし浴よく槽そうの中に大きく転んでしまった。

　浴槽の底に腰を強打した痛いたみで、鳶雄は両目をつむってしまう。目を開けたとき、眼がん前ぜんには少女ウツセミがこちらを見下ろすように立っている。その後方で、少年ウツセミも身を起こしていた。

　少年ウツセミは、全身の肌はだを赤く腫はれあがらせながらも、鋭するどい視し線せんをこちらに向けている。

　殺意──。二人のウツセミから放たれる微み塵じんの迷まよいもない純じゆん粋すいな殺意。それを鳶雄は全身で感じ取った。

　殺される──。

　その思いでいっぱいになったときだった。ひとしきり大きな心臓の鼓動が鳶雄を襲う。

　ドクン。

　心臓は他者にも聞こえるのではないかと思うほどの大きな鼓動を放つ。

　パキ。

　そのとき、何かが儚はかなく割われる音が浴室内に響ひびいた。鳶雄が、音の発生した先を目で追う。

　視線は、お湯に濡ぬれるバッグに行き着いた。大きく肥大したタマゴにヒビが入りだしていた。

　──孵かえる！

　鳶雄の視線に気づいたのか、少女のウツセミも顔をタマゴに向けた。タマゴを見たウツセミの顔色が一変する。突とつ如じよとして顔を強こわ張ばらせて戦せん慄りつしたかのような表ひよう情じようを浮うかべる。

　次の瞬しゆん間かん、少女のウツセミは腕をしならせて鳶雄ではなく、タマゴめがけて攻こう撃げきを放った。鈍にぶい音が浴室にこだまする。

　肉が散った。ウツセミの腕が八つ裂ざきにされて、肉にく片へんが浴室に四散していく。

　刃やいば──いくつもの刃らしきものがタマゴを内側から突つき破やぶって出しゆつ現げんしていた。タマゴから生えた刃が、襲いかかるウツセミの腕を破は壊かいしたのだ。

　刃を出現させたタマゴは、ヒビ割れが激はげしくなり、ついには完全に割れた。

　中から現あらわれたのは、額ひたいと背せ中なかから刃のように鋭えい利りな突とつ起き物ぶつを生はやした黒い──子犬だ。黒い毛け並なみの子犬である。

　全身黒一色の子犬が、四し肢しをふんばり女子ウツセミに臨りん戦せん態たい勢せいの姿し勢せいで対たい峙じしていた。右腕を破壊されたウツセミは、残った左腕を右腕同様に、五指を鋭利な刃状に変える。そして、鞭のように腕全体をしならせて──。

　ウツセミがその行動に移うつる前に、子犬が飛び出した。額と背中に刃を生やした子犬は、ウツセミの胸むねに飛び込んでいく。虚きよをつかれたウツセミはそのままうしろへ倒たおれた。

　何かを突き刺すような音。見れば、子犬はウツセミに抱だかれている状態で、ウツセミの胸部に額の刃を深く突き刺していた。ウツセミは、口をあけて頭をもたげようとする。その正面へと、今度は子犬が背中の刃を向け、それを勢いよく伸ばす。

　顔面から突き刺された少女のウツセミは、ビクンビクンと何度か痙けい攣れんしたあと、両目をぐるりと上へ向けた。口から大量の血が吐はき出される。

　痙攣もなくなり、完全に沈ちん黙もくしたウツセミを確認したあと、子犬は刃を抜いた。

「うらぎりもの！」

　その横から、少年ウツセミが触手のような舌を子犬の首に巻まきつける。子犬は宙ちゆうに持ち上げられた。
















　鳶雄は、捕とらえられた子犬を助けようと近くにあった風ふ呂ろおけを手にする。

「クソ！」

　風呂オケを少年ウツセミへ投げつけた。

　オケはウツセミの顔面にヒットするが、少年は意に介かいさない様子だ。

「そいつを放せ！」

　鳶雄はウツセミに体当たりをするが、衝しよう突とつ寸すん前ぜんでウツセミから腹ふく部ぶに蹴けりをくらわされた。蹴りの一撃によって突き飛ばされ、浴槽に背中を強打する。

　鳶雄は背中から伝わる痛みで一瞬息が出来なくなった。

　痛みで転がりまわったほうが楽ではあるが、鳶雄は奥おく歯ばを食いしばって再びウツセミへと立ち向かおうとする。

　動かなければ殺されるからだ。

　そのとき、「ヒュッ」という風きり音が、鳶雄の耳に飛び込んでくる。聞き覚えのある音だ。すると、ウツセミの舌が力をなくしたように緩ゆるまる。子犬は触手のような舌から抜け出した。

　少年ウツセミの首周りにキレイな一文字が生まれ、胴から離れていく。それは子犬の仕し業わざではない。

　残された胴は、首の切れ目から血を噴ふん出しゆつさせて前のめりに倒れていった。

　途と端たんに静せい寂じやくとなった。ウツセミは動かない。絶ぜつ命めいしたのだ。壊れたシャワーから勢いよく出るお湯の音だけが鳴り響ひびいている。

　ひょっこりと風呂場の入り口から、皆川夏梅が顔を出した。

「だいじょうぶ？」

　心配そうにこちらを見ている。鳶雄はため息をひとつついたあと、「なんとかね」と答えた。

　お湯を止め、浴室から出る。風呂場の床ゆかに二人のウツセミの死体。

「ありがとう……」

　鳶雄は夏梅に礼を言った。先ほどの聞き覚えのある風を切る音は、夏梅の鷹たかが飛んだときに発生したものだったのだ。

　どうやら、少年のウツセミを倒したのも夏梅の鷹のようだ。

　廊ろう下かに出て、リビングのほうを見ると、ソファーに鷹が止まっている。

「私もびっくりしちゃった。ファミレスで伝えたとおりに今夜、キミと話し合おうかなーって、ここに来たら襲おそわれてるんだもんね。しかも二体。初うい陣じんにしてはキツいよねー」

　夏梅は気軽に言ってくる。

　二体襲いかかってくることも、この娘むすめにしてみれば「キツい」の一言のようだ。

　夏梅は何かに気づき、「かわいい！」と声をあげた。彼女は子犬をひょいと抱だきかかえる。

　──全身に刃が出ている！　と、鳶雄の心配をよそに子犬の体から刃はなくなっていた。普通の子犬のように尻尾しつぽを振り、夏梅に甘あまえている。

　あの小さな体でウツセミを屠ほふった漆しつ黒こくの毛け並なみの子犬。全身から刃を出して、信じられない力を発はつ揮きした。

「さて、ここを出ましょう」

　そんな提てい案あんを夏梅がしてくる。

「ここにいつまでも留とどまっていたって、仕方ないわ。必要最さい低てい限げんのものだけ、荷物を詰つめてちょうだい」

「待てよ、なんでそんなことしなくちゃならないんだ？」

　異い議ぎを唱える鳶雄の眼がん前ぜんに、夏梅は人差し指を突つきつけてくる。

「こんなウツセミの死体が転がるお家うちで朝まで眠ねむれる？　それに、一回倒したって、一時間後、いいえ三十分後にまた襲いかかってくるかもしれないんだよ？　私、いい隠かくれ家が知っているから、そこに行きましょう」

「隠れ家？」

「そ、私がいま住んでるところ。ウツセミからある程てい度ど安心して過すごせる場所よ。そこで、いろいろとこちらが知っていることを教えてあげるから、さっさと身み支じ度たくして！」

　急せかすように夏梅は、鳶雄の背せ中なかを押してくる。

「そんなところ本当にあるのか？　ていうか、ここを放ほう棄きできるわけ──」

「だー！　いいから、荷物の支度しろー！　ここはもう安心じゃないの！　まだ文もん句く言うなら、お姉さんがパンツを引っ張り出してあげるわよ!?」

　爆ばく発はつした夏梅の一言に、さすがにそれは困ると思った鳶雄は文句を止やめて、荷物を取りに自室へと戻もどることにしたのだった。







　鳶雄と夏梅は深夜の路上を移い動どうしていく。

　鳶雄は大きなバッグをふたつ、肩かたや手に提さげている。家にあった大きなバッグに必要最低限の荷物だけを入れ、夏梅の先せん導どうのもと、夜道を歩いていった。

「とにかく人気のある場所まで出ればだいじょうぶよ」

　大荷物を持つ鳶雄は、急ぎ足の夏梅についていくので精せい一いつ杯ぱいだ。

　鳶雄のうしろから、黒い子犬がトコトコとついてきていた。

「あーもー、のろい！　さっさと歩く！」

　夏梅は、こちらを振り返るたびに文句を吐はき出してくる。

「仕方ないだろ？　こっちは大荷物なんだぞ」

「ていうか！　なんでそんなに荷物あんのよ！　服と下着と学校の教材だけで事足りるでしょ？」

「フライパンとか調味料とか入ってんの！」

「なんでそんなもん入れてくるの！」

「一人暮ぐらしには必ひつ須すだ！」

「あとで買え！」

　電灯の下で、そんなバカらしいやり取りを繰くり広げていると、ふいに夏梅の表情が一変した。

　鳶雄のほうを向いたまま、視し線せんを鋭するどくしていく。彼女の視線は、鳶雄の後方に向けられている。

　鳶雄が少し振り返れば、うしろからついてきていた黒い子犬が電灯の灯あかりが届かない後方の暗くら闇やみに向かって、牙きばむき出しの威い嚇かくの姿し勢せいをしていた。

　目を細め、暗がりの道を凝ぎよう視しすると、人ひと影かげらしきものが徐じよ々じよに近づいてきている。

「まさか……」

　鳶雄は生なま唾つばを飲み込んで不安を口にする。

「ええ、お客さまね」

　ウツセミ──。

　少しずつ近づいてくる少年は、不気味なほど無表情で、生気を感じさせない。

　ウツセミが大きく口をあけたとき、夏梅が手をあげ、上空を飛んでいる鷹に指し示じを送った。彼女は、あげた手を一気にウツセミに向かって振り下ろす。

「うらぎりもの」

　鷹が空気を切り裂さく音を立てながら、鳶雄の後方にいるウツセミに飛び出していくのと同時に、電灯から触しよく手しゆのようなものが伸のびてくる。

　──電信柱にもう一体！

　柱に触手のような左さ腕わんを巻まきつけた別のウツセミが、電柱の上から右腕の触手で攻撃してきた。

「危あぶない！」

　鳶雄は叫さけんだ。だが、夏梅が電信柱のウツセミを見上げる前に、ウツセミの鋭い一撃が彼女に降り注いでいく──その瞬しゆん間かん、鳶雄の横を黒い閃せん光こうが凄すさまじい速度で通りすぎる。

　夏梅の眼前まで迫せまっていた腕の触手は、カマイタチに切り刻きざまれたように四散した。柱を黒い閃光が駆かけ登っていく。

　電信柱に巻きついていたウツセミは、次の攻撃を仕かける間もなく、その頭部を黒い閃光──刃やいばを額ひたいに生やした子犬に鋭く貫つらぬかれた。

　鳶雄の後方でも、夏梅の鷹に斬ざん首しゆされたウツセミが、路上に倒たおれこむ。

　柱から、絶ぜつ命めいしたウツセミが子犬もろとも落下してくる。

　子犬は素す早ばやくウツセミの頭部から、額ひたいの刃やいばを引き抜ぬいた。「つかんで！」という夏梅の一声で、鷹が落下する子犬を爪つめで器用につかまえて路上に下ろす。

　それら一連の行動は、ウツセミに気づいてから、十秒かそこらの出来事。

　路上に着地した子犬の額には、すでに刃はない。子犬は鳶雄に向かって尾おを振っていた。

　夏梅は息をつき、真しん剣けんな面おも持もちで鳶雄に近づくと、バッグのひとつを鳶雄の手から奪うばう。

「行きましょう。彼らは、人気のないところで襲ってくるの。逆ぎやくに人がいっぱいいるところでは襲ってはこないから、早く人通りのある場所へ出ましょう」

　夏梅の真剣な口調に、鳶雄はうなずき、歩を速めた。
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　深夜、夏なつ梅めの言う安全な場所──とあるマンションにたどり着いた鳶とび雄おは、一室に招まねかれた。ソファーとテレビ、ビデオデッキだけの質しつ素そな部屋である。

　夏梅は、あるビデオテープを一本取り出すと、それをデッキに入れていく。

　テレビ画面に映うつされたビデオ映えい像ぞうを鳶雄は食い入るように見始めた。

　とある船の海上事じ故こを大きく扱あつかったニュース番組だ。

　知らないはずがない。つい二か月前まで自分は、その事じ件けんの渦か中ちゆうにいたわけだから。

　ヘヴンリィ・オブ・アロハ号──。

　自分が乗船するはずだった豪ごう華か客船。同級生と共に沈しずんだ、『神こう々ごうしい』と名のついた船。

　映像に音声はないものの、夏梅も不ふ快かいな表ひよう情じようを浮うかべている。

　鳶雄だけではなく、彼女もこの二か月間を苦しみ、同級生を失ったという心の傷きずを負おってきたはず。

　映像が切り替かわる。

　画面に映ったのは、どこかの街の風景だった。家庭用ビデオカメラで撮とられているような映像には、若わかい男女の集しゆう団だんが映っている。

　鳶雄は、眉まゆをひそめて映像を見続けた。

「矢田……？　小島……なのか？」

　鳶雄は言葉を失っていた。次々と映されていく若者たちの集団。自分の見知った顔ばかりだ。

　映像は途と切ぎれずにどんどん別の集団を映していく。若者たちの数は五十や百ではない。

　彼らは無表情のままだった。最初は、過か去こに撮さつ影えいされた映像かと思われた。

　カメラの日時表記には、半月前の六月○日を表すデジタル数字──。

　いや、これは旅行前の彼らを映したものかもしれない。ビデオの日時などいくらでも改ざんできる。

　しかし、次に映された場面は、真新しいデパートだった。そこは、二か月前まで建けん設せつ途と中ちゆうだった陵りよう空くう高校近くのデパートだ。現げん在ざいは完成され、多くの客が行き交かう。

　そのデパートと共に彼ら、行方ゆくえ不明のはずの同級生たちが映されていた。

　そう考えると、これは本当に最近の映像ということになる……。

　異い常じようだ。この映像は異常すぎる。

　いまだ生せい存ぞん不明と言われる陵空高校二年生二百三十三名。眼前の映像にはその生存不明の皆みんなが、生きて活動している。

　生きていた？　保ほ護ごされた？　生存していたのか？

　鳶雄はそんな夢ゆめのような思いを抱いだきはじめていた。傷ついた心が少しずつ癒いえていくような感覚。それは、次の映像で脆もろくも消えてしまう。

　画面に映る一人の同級生の口から、だらりと伸びていくベロ。……違う、触手だ。

　テレビに映る他の同級生も同様に触手のようなベロを伸ばし、一匹ぴきの猫ねこを捕とらえた。

　そして、象が餌えさを鼻で絡からめて口に運ぶように、その猫をベロで絡めると口へと運んでいる。音声こそ聞こえないものの、猫は同級生──いや、バケモノによって貪むさぼるように食われていった。口の周りを血でいっぱい濡ぬれさせて、猫から飛び出る血しぶきにも表情ひとつ変えずに黙もく々もくと食らっていく。

　鳶雄は口元をおさえ、のどまで来ている嘔おう吐と感を必死に堪こらえながら、映像に目を細める。

「これは事実を撮影した記録らしいわ。決して、ＣＧでも、演えん技ぎでもない。彼らは、海上事故で生存不明とされている陵空高校二年生の生徒の姿をしたバケモノ──ウツセミ」

　夏梅は淡たん々たんと語った。

「ウツセミっていうのは、形を持たずして生まれるんだって」

「なんで陵空の生徒にそっくりなかっこうなんだ？」

　鳶雄は胸むねを押おさえながら夏梅に訊きく。

「いまも言ったけど、ウツセミとは器うつわがないと活動のできないバケモノなの。『器』を得て初めてこの世に浮うき出ることができる生物で、『器』っていうのは他の生物のことよ。これ、どういう意味か幾いく瀬せくんわかる？」

「……みんなの体を奪うばったってこと？」

　鳶雄が恐おそる恐る口にし、夏梅はうなずく。

「そう。ウツセミは、修学旅行に参加した私たちの同級生、二百三十三名すべての体を乗っ取ったの」

　絶句する鳶雄に、夏梅は続ける。

「そして、彼らは私たちを殺すために日本に戻もどってきた」

「冗じよう談だんじゃない！」

　鳶雄の非ひ難なんの一言。

　当然だろう。同級生がバケモノになって自分たちを狙ねらっているというのだ。

　本当に冗談ではない。だが、脳のう裏りには先ほどまで襲おそってきたバケモノ──ウツセミが浮かぶ。バケモノは存そん在ざいするという事実が、夏梅の説明に真実味を帯びさせる。

「どう否ひ定ていしてもいいけど、これから私たちは問答無用で狙われ続けるわ。彼らは、旅行に参加せずに生き残った私たちのことが許ゆるせないみたいだから。元々、私たちも旅行に参加して全員ウツセミとなる予定だったって話だし」

「ちょっと待てよ……。なら、陵空の生徒はバケモノになるために旅行したのか？　あの事故もそのバケモノの仕し業わざってこと？」

　鳶雄が、夏梅に訊く。

「らしいわ。ウツセミにとって、あの旅行は生徒全員がウツセミの『器』になるための大事な儀ぎ式しきだったみたいなの。事故も儀式のために生じたものに過すぎないってこと」

　夏梅の言葉が、鳶雄に容よう赦しやなく降ふり注ぐ。夏梅は構かまわずに進める。

「ウツセミは裏うら切ぎり者を許さない。旅行に参加せず、人間のままの私たちが許せない。彼らは最後の一人になろうとも私たちに襲いかかってくる──ということらしいわ」

「さっきから、『らしい』とか『みたい』って、どういうこと？　皆みな川がわさんは誰だれからこんなことを教えられたんだ？」

　鳶雄の疑ぎ問もんに夏梅は、一枚まいの封ふう筒とうを見せてくる。

　夏梅宛あての封筒。送り主の住所や氏名は書かれていない。

「これを送ってきた人から教えてもらったの。自分のことを『先生』って言ってたわ。いま幾瀬くんに見せたビデオの映像を交えながら、説明を受けたの」

　夏梅もいまの鳶雄同様に、動どう揺ようを隠かくし切れなかったそうだ。受け入れがたい事こと柄がらに夏梅も苦しんだが、そんなことにはお構いなくウツセミは次々と襲いかかってくる。

「そのセンセに、タマゴを三つもらったの。ひとつは私の、もうひとつは幾瀬くんの。私は、タマゴを配る『係』なんですって」

「何者なんだい？　その『先生』って」

　鳶雄の問いに夏梅も頭かぶりを振ふる。

「さあ、私にもわからない。けど、私がもう一人にタマゴを渡わたせば、もう一度会ってくれるみたい」

「……ずっと、疑問だったんだ。『タマゴ』から子犬が孵かえったわけだけど、いったい何のタマゴなんだ？」

　夏梅は一拍ぱくおいて、

「ウツセミのタマゴよ」

　軽く答えてきた。

　鳶雄は夏梅の答えに、近くで尾を振っている黒い子犬を恐ろしげに見つめた。

「ウツセミって……、この子犬もバケモノなのか!?」

　ただでさえ、鳶雄は動物が苦手だ。そのうえ、ウツセミ。鳶雄は、子犬から距きよ離りを取る。

　子犬が近づいてくるが、「シッシッ！」と忌いま々いましいものをはらうように拒こばむ。

　鳶雄の行動に気落ちする子犬を、夏梅がやさしく抱だきかかえる。

「ちょっと！　このコはウツセミだけど、大事なパートナーだよ？　幾瀬くんをここまで助けてくれたでしょ？　ひどいよ、いまの」

　夏梅は子犬を「よしよし」とさすってやりながら、鳶雄に抗こう議ぎしてくる。

「私のグリフォン──あの鷹たかもタマゴから生まれたウツセミらしいけど、私を何度も助けてくれたわ。それに、センセは言ってた。『ウツセミを倒たおすにはウツセミを使うしかない』って」

　彼女の後方には、イスの背せに止まる鷹。鋭するどい眼がん光こうだけをこちらに向けていた。

「その犬がウツセミを倒してくれるってこと？」

　鳶雄の言葉に、夏梅はうなずく。

　彼女の腕うでの中で、子犬は頼たよりなさそうに小さなあくびをしていた。







　そのあとも、映像を交えた夏梅の説明は続く。

　内ない容ようはウツセミの生せい態たいと対たい処しよ方法。

　頭がおかしくなりそうだったが、鳶雄は正気をなんとか保たもちながら、神しん妙みような面おも持もちで頭に情じよう報ほうを入れていった。

　鳶雄がわかったこと。

　ウツセミとは、人間以上の身体機き能のうと恐ろしい特とく殊しゆ能力を持ったバケモノだということだ。

　姿すがたは人間でも、ちょっとした攻こう撃げきでは、皮ひ膚ふから下のウツセミの肉を断たつことはできない。断てたとしても、尋じん常じようではない回かい復ふく力でたちまち傷きずをふさぐ。

　倒たおすならば、頭や核かくを撃うたねばならない。核とは人間でいうところの心しん臓ぞうの位置にあるものらしい。弱点は基き本ほん的に人間とは変わらない。ただ、人間よりも遥はるかに頑がん丈じようなのだ。

　ウツセミとは、人間の姿をした人間よりも強い生命体なのだという。

　そして、もうひとつわかったことがある。

　同級生のウツセミ以外にウツセミが存在するようだ。

　この世界には、人間の器うつわを得て人間社会に溶とけ込こんでいるウツセミが数多くいるらしい。

「私たちはね、少なからず他のウツセミともすれ違ちがっているんだって。街、駅、道で。ウツセミは私たちの世界に溶け込んで生活を送ってる。私たちの知り合いにもいるかもしれないわね」

　自分以外の人間が、実は自分のいないところで、人間の皮を脱ぬぎ捨すて異い形ぎようの姿で生活しているかもしれない。

「最悪だね」

「だね」

　鳶雄の言葉に夏梅も同じ意見のようだ。

　誰もが幼よう少しよう時じに思う小さな恐きよう怖ふ感。それが事実だというのだ。

　自分の知っている人間が、自分のいないところでバケモノとして生活している。

　そんなことを聞かされたら、今日からどう生活すればいい？

　昨日まで談笑していた知人が、裏うらでは野の良ら犬いぬを貪むさぼるように食っているなんて思ったら、明日どんな顔をして会えばいい？

「でも、彼らは人間を襲うことはないの。こちらから仕し掛かけないかぎりね。彼らにとって、人間は生活になくてはならない存在で、人間も知らないうちにウツセミに助けられているみたいなの。医い療りよう現場だったり、救助活動とかで」

「なら、なんで俺おれらを襲ってくるんだ？」

　鳶雄の疑問。もっともな話だ。そこまで人間と共存して暮らしているのなら、なぜ自分たちだけを限げん定ていで襲ってくるのか？

「私たちは本当なら、ウツセミの器となる予定だったんだけど、まだ人間として生活してる。彼らは裏切りを許さないって話よ。ウミガメとかがある時期に集しゆう団だんで卵たまごを産むように、ウツセミも何らかのタイミングで一いつ斉せいに繁はん殖しよくするらしいわ。彼らは繁殖するたびに世代わけしていて、同世代から出た裏切り者は、その代で片かたづけなければならないの」

「で、新しく生まれた世代で、生じた裏切り者は、俺たちってことか」

　苦く笑しようまじりの鳶雄の言葉。

「元の人間に戻すことはできないの？」

　納なつ得とくできない。できるはずがない。一方的に同級生──友達を殺されて、体だけは残ってる。その体には別の存在──バケモノが住んでいるなんて……。

　紗さ枝えがバケモノに乗っ取られたなんて、信じたくない。

　しかもそれが、自分を襲ってくる。いつか、自分を殺しにやってくる。それを退しりぞけなければならない。

　どうにか同級生たちを元に戻す方法はないのか？

「私もセンセに同じ質しつ問もんしたけど、答えは『ＮＯ』だったわ……」

　トーンの落ちた声こわ音ねで、夏梅は答える。

　彼女の表情は悲ひ哀あいに満ちていた。

　鳶雄は、その答えを聞いて顔を伏ふせる。大きく息を吐はき、小さく身を震ふるわせた。

　いろいろなことを頭に詰つめ込み、それがすべて絶望的な状じよう況きようだったことで、鳶雄の心神は酷ひどく疲ひ弊へいしている。

　同級生二百三十三名はすべてバケモノに変わり、自分たちを問答無用で襲ってくる。

　バケモノを倒すには、タマゴから生まれたバケモノで対処しなければならない。

　そして、彼らを元に戻すすべはない──。

　なんとか、崩くずれてしまいそうな心を保たもとうとするが、突きつけられた絶望に押し潰つぶされそうになる。

　そのとき、鳶雄の体をやさしく包み込む感かん触しよくが彼に伝わってきた。

　鳶雄が顔をあげたとき、自分が夏梅に抱き寄せられていることに気づく。

「だいじょうぶ、だいじょうぶよ」

　夏梅は子こ供どもをやさしくあやすような口調で、胸に抱き寄せている鳶雄の頭をなでてくれていた。

　ふいに、紗枝を思い出す。

　幼おさない頃ころから、彼女は鳶雄が気落ちするたびにやさしく接せつしてくれた。

　女じよ性せいから伝わる温かな母性が、鳶雄の恐怖心を溶とかしていく。安あん堵どに包まれ、押し潰されそうだった心が癒いやされていくのがわかる。

　目を静かに閉とじ、彼女に身を任まかせていたのだが、ペロンと何かに鼻先をなめられた。

　少しだけ目を開けると、黒い物体が自分の鼻先をベロベロとうれしそうになめている姿があった。

「──っ」

　声にならないものを口から絞しぼり出して、鳶雄は夏梅の胸から急いで離れる。

　そう、すっかり忘わすれていた。彼女は、何を持っていた？　自分を抱きしめてくれる前に、何を抱かかえていた？

「あれれ？　どうしたの？」

　首を傾かしげながら、夏梅は不思議そうにこちらを見つめていた。

「おかしいなぁ。年とし頃ごろの男の子は、女の子のやさしい抱ほう擁ように弱いって、なんかの雑ざつ誌しに書いてあったんだけど……」

「犬！　子犬抱えてんじゃん！」

　鳶雄は夏梅が胸に抱える黒い子犬を指差す。

「このコだけ仲間ハズレなんて、かわいそうだし」

　彼女はいたって笑え顔がおだ。

「でも、よかった。元気になったね。さっきの幾瀬くん、ヤバいほどテンション低かったよ？」

　確たしかに、鳶雄の気持ちはさっきより格かく段だんに楽にはなった。笑みを向けている彼女のおかげだ。

　そんな夏梅は、鳶雄の顔を覗のぞき込こみながら話を続けてくる。

「で、話は変わるんだけど。……私と組まない？」

「は？」

　笑顔で申し込んでくる夏梅に、鳶雄は真意もわからず間の抜ぬけた声で返した。

「だから、私と組むの。組んで、一いつ緒しよにウツセミを倒すのよ。やっぱりさ、一人じゃ心こころ許もとないじゃない？　二百人以上もいるのよ？　それに対して私たちは十人もいない。単たん純じゆん計算でも、一人でノルマ二十人以上よ。ヘタすると、それ以上かもしれないし」

「『ヘタすると』って、何さ？」

「何人か死ぬかもしれないじゃない、私たち生き残りの中から」

　夏梅は突とつ然ぜん、怖こわいぐらいの無む表ひよう情じようで言った。

「同級生を殺せないわ、普ふ通つうね。仲のいいコだっていたし、好きなコだっていたでしょうし。どんなカタチであれ、目の前に現れれば躊ちゆう躇ちよするわ。それが、死ぬ理由に繫つながる。目の前に迫せまってきたとき、殺すか殺さないかを考えた時点で死ぬ。あっちは、最初から殺す気できているんだから」

　夏梅の口調から、強い決意のようなものが感じ取れた。

「襲ってきた二人めがね、私の親友だったの。高校に入ってから、ずっと一緒にいた友達。彼女は、躊躇ためらいなんて見せずに私を殺しにかかってきた……。私は、何度も何度も止やめてって言ったけど、あのコ、殺意まんまんでさ。気づいたら、グリフォン──私の鷹たかが、あのコの首を切り落としてた……」

　夏梅は、そのときに覚かく悟ごを決めたと言った。たくさん泣き、たくさん後こう悔かいして、たくさん謝あやまって、彼女は同級生を殺すことを決めたのだ。

「俺は、友達を殺せる側じゃないかもしれないんだぞ？」

「そうね、友達は殺せないわね。けど、バケモノなら殺せるでしょ？　目の前で野の良ら犬いぬを食べて、ありえない攻こう撃げきをしてきた存そん在ざい。それをキミは友達だと言える？」

　そのやり取りのあと、少しの沈ちん黙もくが両者のあいだに流れる。

　鳶雄は夏梅の双そう眸ぼうを見る。ふざけた態たい度どのときと違い、強く真しん剣けんな表ひよう情じようを浮うかべていた。瞳ひとみからも強さが伝わってくる。

　これは好意だ。彼女からの最大の申し入れ。現状を考えれば、一人よりは二人のほうが心強い。

　だが、鳶雄の脳のう裏りには、友人である佐々木の姿をしたウツセミを、躊躇いなく殺せた夏梅がいる。それが、どうにも受け入れがたかった。

　どんなカタチでも佐々木は友人だった。彼女はそれを殺したのだ。「きっと、彼女にとってどうでもいい存在だったから殺せたのだ」という思いが、鳶雄のなかでぐるぐる回る。

　でも、起こってしまった事実だけを見れば、タマゴから孵かえり、刃やいばを生やす子犬が切り殺したとはいえ、自分も同級生を殺したことになるだろう。

　それに確かに、自じ宅たくまで襲ってくるようなバケモノと戦うには、少しでも勝てる要よう素そを取り込んだほうがいい。

「わかったよ。けど、こっちが戦力になれるかはまだわからない──」

「ホント!?」

　夏梅は心底驚おどろいた表情だった。おそらく、予想外の返事だったのだろう。

　ずいずいと迫せまり、確かく認にんするかのように鳶雄の顔に近づいてくる。

「やった！　ありがとう！　マジでマジで！」

　彼女は、こちらが言い終える前に握あく手しゆし、ぶんぶんと上下してきた。

「あ、ああ……。キミが助けにこなかったら、俺は対たい抗こうできずに死んだと思うんだ」

　そこまで鳶雄の言葉を聞くと、満面の笑みでガッツポーズをした。

「よし、一人目の仲間候こう補ほゲット！」

　彼女は、そのあとうれしそうに携けい帯たい電話の番号とメールアドレスを教えてきた。こちらもそれを教える。

「さーて、じゃあ次の行動は決まりね！」

「次の行動？」

「ええ、もうひとつのタマゴがあるから、それを渡わたすの」

「誰だれに？」

「鮫さめ島じま綱こう生きよ」

　鮫島綱生──その名前に驚きよう愕がくした。

　聞き覚えがあるなんてもんじゃない。最悪じゃないか！

　元陵空高校一の不良の名前に鳶雄は、戦せん慄りつを覚えたのだった。
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　鳶雄は、とある一室で目を覚ましていた。自分の部屋ではない。ベッドと机つくえがひとつしかない質素な部屋だ。

　彼は、ベッドのなかで鮫島綱生のことを思い出していた。

　最後に見たのは、同級生の合同葬そう儀ぎのときだ。

「ヘヴンリィ・オブ・アロハ号」の海上事じ故こ発生から、数週間後──。

　その日は快かい晴せいだったのを鳶雄は覚えている。

　雲ひとつない青空のなか、合同葬儀はしめやかに行われた。陵空高校二年生二百三十三名の生死は不明とされていたが、生せい存ぞんは絶ぜつ望ぼう視しされたのだ。

　遺い体たいが見つかった教きよう師し、「ヘヴンリィ・オブ・アロハ号」の船員も含ふくめた合同での葬儀。

　外は情報を嗅かぎつけてきたマスコミで溢あふれかえり、テレビでも報道された。

　葬儀を執とり行ったのは、生徒の遺族たちだ。いまだ生死もはっきりとしていない状じよう況きようでの葬儀。遺族たちは悲しみにくれていたが、葬儀などがあまりにとんとん拍びよう子しで進む手て際ぎわのよさを鳶雄は訝いぶかしげに思った。

　子こ供どもの死をあまりにも早く受け入れすぎなのではないか？

　あの事故の映えい像ぞうは他人が見ても状況が絶望的だと感じるだろう。しかし、だからこそ親だけは自分の子供の生存を信じているものではないか？

　鳶雄の疑ぎ念ねんをよそに、葬儀は進んでいった。

　鳶雄たち修しゆう学がく旅行へ参加せずに生き残った生徒たちの席は十席にも満たない。いくつかの空席はある。仲間がマイクの前に立って、別れの言葉を言う。

　それを聞き、嗚お咽えつを漏もらす遺族たち。

　だが、妙みようだった。

　どうしても、葬式の演えん技ぎをしているような感覚に陥おちいる。遺族の、特に生徒の両親たちからは悲しみが舞ぶ台たい演出のようなものとしてしか伝わってこないのだ。

　自分が葬式というものにあまり縁えんがなかったせいなのかもしれない。そのときは、そう思っていた。

　紗枝の遺い影えいを見る。遺影のなかで笑顔を浮かべる、紗枝。まだ鳶雄は、彼女の死を実感できないでいた。

　これが終わればひょっこり戻ってくるのでは？　そんな思いに駆かられていたのだ。

　葬儀は進み、もう終わりが近づいたときだった。勢いきおいよく扉とびらを開け放ち入ってくる者がいる。

　鳶雄と同い年ぐらいで、髪かみの毛を茶色く染そめた強こわ面もての少年。その姿に参列している全員が、注目した。

　彼の身を包むのは、様々な文字が入った白い服。暴ぼう走そう族ぞくが着るような特とつ攻こう服ふくだ。手には花束が握にぎられていた。

　ツカツカと無礼千万で乱らん入にゆうしてきた不良少年。霊れい前ぜんに立つと無ぶ愛あい想そうな表情で、とある遺影を見上げていた。遺影のなかの人物は、彼のように茶髪で強面の少年だ。

　すると、彼は持っていた花束をその遺影に勢いよくぶつけた。花が飛び散っていく。

「バカヤロー……」

　それだけつぶやくと、彼はくるりときびすを返して帰っていった。風のように現あらわれ、風のように去っていった不良少年。彼が帰ったあとで、呆あつ気けに取られていた遺族たちが途と端たんに騒さわぎ出した。それもどことなく演技のように見えてしまう。

　鳶雄が合同葬儀で一番印象に残ったのは、その場面だった。

　それが鮫島綱生。陵空高校で同級生から一番怖おそれられた不良だ。

　天てん井じようを眺ながめながら、ため息をつく。

　気が重い。相手は不良だ。一いつ般ぱん的な高校生の天てん敵てきといってもいい。

　しかし、夏梅はその不良のところへ赴おもむくという。さらに仲間に引き入れようとしている。どこから、その行動力が湧わいてくるのか不思議でたまらない。

　不良が相手だ。女の子が相手をするには荷が重すぎる。ヘタすると、大変なことをされてしまうかもしれないのに……。

　ふぅ……と、深く息を吐はいて、鳶雄は頭を再ふたたび枕まくらに沈しずめる。

　──見知らぬ天井は、なじめないもんだ。

　そう思いながら、目を腕うでで覆おおった。

　自じ宅たくのマンションで二体のウツセミを倒たおしたあと、鳶雄は死体の処しよ理りに困こまった。それどころか、あの騒ぎで周囲の住人にも気づかれてしまったかもしれない。

　そう夏梅に不安を告げた鳶雄だったが、「だいじょうぶよ」と夏梅は気軽に答えた。

　彼女は、そのままこのマンションの一室に招しよう待たいしてくれたわけだが。

　ここは、表札もかけられていない。室内には最低限の日用品しか置いていなかった。

　最初は夏梅の家かと思ったが、そうではないらしい。ここは、「先生」とやらが用意してくれた部屋のひとつだと彼女は言った。

　ウツセミは、一度対象者の血から相手の臭においを覚えると、全部のウツセミにその臭いが伝達されるのだという。鳶雄は、友人である佐々木の姿をしたウツセミに頰ほおを切られた。どうやらそのときに流れた自分の血から臭いを覚えられてしまったようだ。

　ウツセミたちは一度覚えた相手の臭いをもとに対象者を追っていく。そして、ウツセミは鳶雄の自宅を襲しゆう撃げきしてきた。

　どこかで安心していたのかもしれない。

　家まで入ってはこないだろう──。だが、その思いとは裏うら腹はらに、いとも簡かん単たんに襲撃された。そのショックは計り知れない。

　ウツセミの死体処理は「先生」のほうで手を回してくれると説明された。

　聞けば、夏梅もすでに自宅を襲撃され、ここに行き着いたのだそうだ。彼女は、同じマンションの別の部屋に住んでいる。

　この「先生」が用意したというマンションは、市内の外れにあった。どうやら特とく殊しゆな作りになっており、そう簡単にはウツセミに見つからないようになっているのだそうだが、それも完かん璧ぺきではない。

「いつでもここを出て行ける準じゆん備びはしていたほうがいいわよ」

　いずれ、ここも捨すてることになる。ウツセミから隠かくれ続けてはいられないのだ。

　もう自分の家には戻れない。あそこはすでに嗅かぎつけられた。

　親が突とつ然ぜん帰ってきたらどうしよう？　心配の種は尽つきない。最近、外国にいる両親と連れん絡らくが取れないのがさらに不安を募つのらせた。

　てっとり早く戦いを求めるのならば、あそこに戻ればいい。でも、いままで住んでいたところで殺し合いを繰くり広げるなど、鳶雄は考えただけでも嫌いや気けがさした。

　安住の地はない──。それは、十六、七の少年にとって過か酷こくすぎる。

「おはよー」

　扉を開け、夏梅が現れる。

「もう、朝だよ朝。ちゃっちゃと起きて、用意する」

「用意？」

　上半身だけ起こして、鳶雄は訊きいた。

「学校。私ら学生なんだし、学校行かないと始まらないわ」

「……ただでさえ、狙ねらわれているのに、学校なんて行けないよ」

　そうだ。学校も、もはや安心のできる場所ではない。自宅にまで襲撃してきたのだから、学校や公共の施し設せつにも当然顔を出してくるだろう。自分はともかく、他者まで巻まき込むわけにはいかない。

「でも、逆ぎやくを言えば好機でもあるのよ？　知っている人間たちのなかに知らない人間がくれば、対処もしやすいわ」

「確かに、それはそうだけど……」

「彼らもバカじゃない。公おおやけに攻こう撃げきはしてこないわ。あくまで人知れず。彼らの基き本ほん理念は、『人間の社会に溶とけ込こむ』ってことだから、よほどのことでもない限り大だい胆たん不ふ敵てきにきやしないわよ──と、センセの受け売りだけどね」

　カラカラと笑いながら、夏梅は言った。

「あと、ここ以外にもいくつかの移い住じゆう先を教えられたわ。出来れば、他の人たちにも教えておいてくれって──ヒドくない？　人ひと任まかせなこと多すぎなんだから！　まあ、他の人と、手を組む話し合いとかできるから、結果オーライだったけどねぇ」

　ペラペラとよく話す娘むすめだなーと鳶雄は半眼で見ていた。

　いつの間にか、ベッドの下で寝ねていた子犬は、話し声で目が覚めたのか、「クワ～」と、大きなあくびをしている。

「おわっ！　おかしいな、昨日となりの部屋に置いてきたはずなのに……」

　近くに子犬がいたことに鳶雄は心底驚おどろいていた。

「主人のそばを離はなれずに、昼夜問わず守ってくれるのがこのコたちよ」

　そう言う夏梅の肩かたに、部屋を滑なめらかに飛んできた鷹たか──グリフォンが止まる。

「ていうか、どうやってこの部屋まで入ってきたの？」

　半眼でにらむ鳶雄に夏梅は自じ慢まんげに鍵かぎを取り出した。

「伝家の宝ほう刀とう、マスターキーよ！　これでいつでも男女間の溝みぞを取り払はらえるわ！」

「いや、無む断だんで入ってこられても困こまるんだけどさ」

「仲間になったからには、いつでも気軽に部屋を行き来しなきゃダメだと思うのよ」

　うんうんと夏梅は一人うなずいている。

「俺もキミの部屋に行けってこと？」

「それはダメ」

　はっきりと否定してくる。

「女の子の部屋は秘ひ密みつに溢あふれているの。男の子に勝手に上がってもらっちゃ困るわ」

「……さっきと言ってること矛む盾じゆんしてない？」

「さあ、朝ごはんを食べるわよ！　パンでいいわよね？」

　鳶雄の意見を無む視しして、夏梅は子犬を胸むねに抱いだくとキッチンのほうへ消えていった。

「……俺の部屋で食うのかよ」

　鳶雄は深く嘆たん息そくしてから、ベッドから出たのだった。
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「よう！」

「おう」

　鳶雄はあいさつをしてきたクラスメートに昇しよう降こう口ぐちであいさつを返す。

　結局、登校している。通学中、警けい戒かいしての登校だ。学校に着くまでに相当神しん経けいをすり減へらしてしまっていた。

「んだよ、元気ねぇな」

　クラスメートは笑いながら、鳶雄の背せ中なかを叩たたいてくる。

　元気なんて、とてもじゃないが出せる状じよう況きようではない。学校の近くまでついてきていた子犬は、いつの間にか消えていたのだ。消えたことに気づいて、夏梅に携けい帯たい電話で連絡を取ったら、

「そういうものらしいのよ、私たちのウツセミって」

　彼女はそう気軽に答えた。彼女曰いわく、基き本ほん的にタマゴから孵かえったウツセミ──子犬や夏梅のグリフォンは同級生のウツセミたちと違ちがって関係のない人にとって、知覚、認にん識しきされない存そん在ざいなのだそうだ。自ら、認識されたいと思えば、自おのずと他人にも見えるようにする。

　関係者である鳶雄にいま見えないのは、鳶雄が子犬を求めていないからだと夏梅に言われた。強い関係が築きずければ、子犬は自ずと姿を現すのだという。

　家を出ても子犬はついてくる。追い払っても、後方からトコトコとついてきた。電車に乗り込んできたときはさすがに驚き、発車の寸すん前ぜんまで追い払おうとしたが、子犬は頑かたくなに鳶雄のそばを離れない。

　結局、乗車してしまった子犬だが、不思議と乗客は誰一人として、子犬に気づかなかった。普ふ通つう、電車に犬が乗り込んだら一騒ぎだ。それがなかった。

　そういう存在なのだ、子犬ウツセミは。関係のない者には、認識されない生命体。

　そして、主人のピンチには必ず駆けつけるという。なんとも信じがたい話だが。そう、考えてみればそうなのだ。

　あれは、子犬の姿をしたバケモノにすぎない。体から刃やいばを出す犬など存在するわけがない。だから他人に見えなくても不思議ではないのだ。

　バケモノから身を守るには、バケモノに守ってもらうしかない。

　そういう状況に、自分は身を置いている。

　──そんなバケモノと関かかわっている自分も、子犬同様に異い常じような存在なんだ。

　鳶雄はそう思いながら、無理に作った笑みを浮かべてクラスメートと共に教室に向かった。







　授じゆ業ぎようは始まり、鳶雄は不安を隠かくしながらも平静を装よそおった。滞とどこおりなく授業は進んでいく。

　鳶雄は、授業を受けながらも夏梅から渡わたされたデータを見ていた。携けい帯たい電話の記録カードに入ったデータ。

　画面に若わか者ものたちの写真が現あらわれる。それはウツセミと化した生徒二百三十三名分の写真名めい簿ぼだった。今後の対たい策さくのために、相手の顔を覚えたい。

　知っている者、知らない者、次々と画面に表ひよう示じされていく。すでに倒した相手の顔には赤い『Delete』の文字。

　倒されたウツセミについては、携帯電話に最新の情報として、「先生」という人物から送られてくるらしい。

　──ほとんど知らない人間ばかりだ。

　ウツセミとなってしまった陵空高校二年生二百三十三名のなかで、知っているのは自分の元クラスメートと、わずかに見知っている別クラスの者たちだけ。大半は名前すら知らない人ばかりだった。

　それはそうだ。教きよう師しでもない限かぎり、同級生全員を知っている高校生なんて皆かい無むに等しい。

　この学校の同級生についてもそうだ。転入してきてやっと、自分のクラスの生徒を覚えはじめてきたところだというのに……。

　……同級生？

　鳶雄の背せ中なかを冷たいものが走り抜ける。それは断だん続ぞく的に続く。心しん臓ぞうの動どう悸きが激はげしくなってきた。

　──俺は、この新しい学校の同級生を、生徒をすべて把は握あくしていない。

　それが意味するのは、「この学校に、ウツセミが来てもわからないのではないか……？」という最悪のシナリオだ。

　廊ろう下かですれ違う見知らぬ生徒が、ウツセミの変へん装そうした姿だったとしたらどうする？

　もし、一人トイレに行き、隣となりにいた生徒がウツセミだったら、どうなる？

　誰だれかに呼よび出され、ウツセミだったら、俺はどうしたらいい？

　冷ひや汗あせが、顔から噴ふき出すのが感じ取れた。このクラスから一歩出たら、敵てきの領りよう域いきなのだ。これがどれだけ絶望的な状況か、いまの鳶雄でも理り解かいできる。

　自じ宅たくにまで侵しん入にゆうしてくるような奴やつらが、校内に入ってこないという保ほ証しようは微み塵じんもない。むしろ、ここはウツセミの狩かり場ば。このクラスから出た瞬しゆん間かん、殺し合いは再さい開かいされる。

　──完全に狩かられる側なんだ、俺の立ち位置は。

　そう確認したとき、全身の震ふるえが止まらなくなった。

「お、おい、幾瀬。だいじょうぶか？　腹はらでも痛いたいのか？」

　いつの間にか目の前にいた男性教きよう諭ゆが、顔を覗のぞき込こむように訊きいてくる。心配そうな表情だ。周囲を見れば、クラスメートたちも何事かと鳶雄のほうを向いていた。

「顔色が悪いぞ。汗もすごいしな」

　教師に言われ、顔に触ふれる。本当にすごい汗の量だった。自分でも極きよく度どに表情が強こわ張ばっているのはわかる。

「保ほ健けん室しつに行くか？　おい、保健委員」

　──保健室？　外に出る？　この教室から外に？　外にはウツセミが。

「だいじょうぶです！　俺はだいじょうぶですから！」

　教師の服の端はしをつかみ、鳶雄は必死に懇こん願がんするように言う。鳶雄の異様な行動に教師も驚いていた。クラスメートもびっくりした表情を浮かべている。

「そ、そうか？　でもな……」

　教師は困こん惑わく顔である。

　そうだ。自分は、あの事じ故こで精せい神しん的な苦く痛つうを受けていると、ここの教師たちは思っている。

　気を遣ってくれているのだ。しかし──。

　鳶雄は深く息を吸すい、ゆっくりと吐はいた。顔の汗をハンカチで拭ぬぐう。気持ちを落ち着かせて、無理に作った笑顔を教師に向ける。

「だいじょうぶです。すみません。もうだいじょうぶですから」

　軽く「ハハハ」と笑いながら、鳶雄は平静を装う。教師も深く追及するのは悪いと感じたのか、「そうか、気分が悪いならいつでも言え」と言って授業を再開した。

　この教室から、出られるはずがない。人気のない時間帯に自分の知らない人間と出会う可か能のう性せいのある場所へ出れば、そこはすでに奴らの領域だ。

　授業中──それは、緊きん張ちよう感かんを少しでも和やわらげることのできる、ささやかな時間なのだ。知っている人間に囲まれて過すごす時間がどれだけ今の自分に貴き重ちようなものか。

　鳶雄は心中で苦く笑しようした。学生ならば、誰でも嫌いやがる学校の授業が、安らげる時間とは。

　ちらりと携帯電話の画面を見やる。元同級生の、ウツセミたちの顔。名前は問題ではない。とにかく、こいつらの顔を覚えるまでは、この学校で簡かん単たんに殺される可能性がある。

　鳶雄は、授業を受けるふりをして、信じられない集中力でウツセミたちの顔を脳のうに刻きざみ込んでいった。







　学校から帰宅した鳶雄は、夏梅が帰ってくるまで、テレビを見ていた。

　彼女を待つ理由は、一いつ緒しよに夕飯を食べるためだ。──と、言ってもあちらが強きよう制せい的に決めたことなのだが……。

　夕方の四時、たまたまつけていたテレビは時代劇げきである。

　テレビの中の役者たちが、軽けい快かいに殺た陣てを交かわしていく。ボーっと見つめていた鳶雄は、少し離れたところで子犬も画面を見つめていることに気づいた。

　理解しているのかどうかはわからないが、視線をそらさずに時代劇に見入っている。

　以前、紗枝や友人から聞いた犬のイメージとして、かまってあげないとすぐに暴あばれるというものが鳶雄のなかではあった。

　だが、この黒い子犬は大人しい。まるでこちらの心中を察しているかのようだ。

　エサのときもがっつかず、キレイに食べる。

　手間がかからないといえばそれまでだが、この犬はウツセミ。バケモノだ。

　人には理解できない不気味な部分が、鳶雄は怖こわくもある。

『天てん誅ちゆうでござる！』

　テレビでは、ちょうどクライマックスの殺さつ陣じんシーンに突とつ入にゆうした。ドラマも佳か境きようだ。

　キンッ！　キンッ！　刀と刀がぶつかり合う金きん属ぞく音が聞こえてくる。かっこいい殺陣シーンを見ながら、鳶雄はぼそりと呟つぶやく。

「……おまえもあんな刀が生えたら、カッコイイかもな」

　冗じよう談だん半分で口にしたことだが、次の瞬間──子犬の額ひたいから、刀の形に似た刃やいば状じようの突とつ起き物ぶつが出現したのだった。

　以前、生えていたものよりも無機的になっている。以前の突起物は、どこかバラのトゲのように有機的だった。

　鳶雄は、突とつ然ぜんの出来事に度ど肝ぎもを抜ぬかれるが、確かに子犬の額からテレビで役者が持っているような刀が生えているのだ。

　鋭するどさも独どく特とくの刃は紋もんもないが、刀の形をしている。

　──こちらの言葉に反はん応のうしたのか？

　そうとしか思えない状況だ。

　鳶雄は、それを確認するために黒い子犬に向かって言う。

「もう少し、刃は鋭いかも……」

　その言葉に反応して、子犬の額から出ている刀は細くなっていき、鋭さを増ました。

　ふと閃ひらめいた鳶雄は、子犬に「テレビの刀を見て、もっと正確な刀にしてみろ」と命令する。すると、黒い子犬はテレビを見つめながら、額の刀を何度も修しゆう正せいしていく。

　額の刀が、細くなったり、長くなったり、自由自在にうごめいている。傍はたから見たら怪かい奇き現象だが、鳶雄は理解した。

　この子犬は、自分の言葉がわかり、刃を変化させられる──と。

　いつの間にか、鳶雄は苦手な子犬の変化を食い入るように見つめていた。

「ただいまー」と扉とびらを開けて夏梅が帰ってきたのは、時代劇が終わる頃ころだった。




　　　　　　　３




　次の日、鳶雄は午前中で早そう退たいした。体調が悪かったわけではなく、あらかじめ正しよう午ごに夏梅と落ち合う約束をしていたためだ。俗に『フケる』と呼ばれる行こう為いである。

　朝から適てき当とうな理由を考えていたのだが、先日の授業で、顔面蒼そう白はくで震えているところを教師含め、クラスメートに見られたのが功こうを奏そうした。

　授業担たん当とうだった教師から話は聞いていたのか、担任に二言三言具合悪いことを告げると容た易やすく学校を抜け出せたのだ。

　ウツセミに警けい戒かいしながら、待ち合わせ場所であるハンバーガーショップに入っていく。

　セットでハンバーガーを注文して、禁きん煙えん席の奥おくの席に座すわった。昼間からハンバーガーショップに居い座すわっていると、どうにも罪ざい悪あく感に駆かられる。皆みなはまだ学校にいるというのに。

　十分ほど待ったところで、夏梅が現れた。トレイを両手で持っている。

「お待たせー、ダーリン」

　夏梅は甘あまったるい声で言ってきた。鳶雄は途と端たんに顔を赤くする。

「な、なに言ってるんだ！」

「えー、お互たがい学校を途中で抜け出して、こんなとこで落ち合うなんて恋こい人びと同士じゃなきゃやらないっしょ？」

　鳶雄の対面の席に座りながら、夏梅はカラカラ笑う。

　半眼でにらむ鳶雄だが、宙ちゆうを滑かつ空くうする存そん在ざいに気づく。──夏梅の鷹たかだ。

「おいで、グリフォン」

　店内を飛んできた鷹は夏梅の肩かたに止まる。

　鷹は他の客に気づかれなかった。いや、認にん識しきできなかったのだろう。ウツセミが自分の存在を隠かくしたのだ。

　夏梅は肩に止まった鷹に、自分のハンバーガーをちぎって食べさせた。

「幾瀬くんもあげたら、その子に」

　彼女は、鳶雄の足元に視し線せんを移うつす。見れば、黒い子犬がちょこんとお座りをしている。

「こいつ、いつの間に……」

　ウツセミに警けい戒かいしながら、ここまで来た鳶雄はすっかり子犬の存在を忘わすれていた。子犬のほうも他の客に気づかれない。やはり、グリフォンと同様に存在を気づかれないようにしているのか。

「いつだっているよ、私たちのそばに」

　鷹の頭をなでながら、夏梅は優やさしげに言った。

「不思議な生き物だけど、餌えさだって食べるし、眠ねむたくなったら眠るわ。これって、私たちを襲ってくるウツセミも同じってことよ。相手も、お腹なかが減へったら食べる。眠くなれば睡すい眠みんを取る。基き本ほん的な部分は、他の生物となんら変わらない」

　そう言いながら、夏梅はグリフォンに餌をあげる。グリフォンもおいしそうについばみ続けた。

　なるほど。ウツセミを知るなら、ウツセミというわけか。彼女は相あい棒ぼうである鷹がウツセミであることを利用して、ウツセミの習しゆう性せいといった情報を得ているのだ。

　鳶雄は足元にいる黒い子犬をちらりと見た。子犬もこちらに気づき、しっぽだけをふりふりと振ふる。

　恐おそる恐る手を出し、軽く頭をなでてやり、自分のハンバーガーをちぎって子犬の口元まで持っていく。子犬はくんくんと匂においを嗅かいだあと、ゆっくりとハンバーガーを口に運ぶ。

　おいしそうに食べていた。

「そのコの名前決めたの？」

　夏梅はハンバーガーに夢む中ちゆうになっている子犬を見ながら訊きいてくる。

「いや、まだだけど」

「カッコイイ名前つけてあげなよ。このコなんて、『グリフォン』。少し前にファンタジー映画見てたら、そんな名前の鷹が出てて、それにしたのよ」

「……詳くわしくはわからないけど、確かグリフォンって鷹とライオンかなんかを混まぜ合わせたモンスターじゃなかったっけ？」

　鳶雄の頭の隅すみに『グリフォン』という空想上のモンスターが、浮かぶ。鷹ではなく、鷲わしだった気もするが……。

　彼女がモンスターと鷹を間違えているのだけは確かだ。

「で、このコの名前は？」

　特に気にも留とめずに夏梅は質しつ問もんを再さい開かいさせる。

「……そう言われても」

　困こん惑わくする鳶雄に向かって、夏梅は眉まゆを上げて異い論ろんを唱える。

「じゃあ、私が勝手につけるわ。名前がないなんて、かわいそうよ。えーと、そうねぇ……」

　彼女は考え込むように腕を組んだ。

　まずい。このままでは勝手に決められてしまう。まだ相棒として完かん璧ぺきな信しん頼らい関係を築けた仲でもないが、これから死線を共にさまようであろう相方だ。主人が名前を決めないのは、何かと後々の関係に響ひびきそうでもある。

　鳶雄も脳をフル回転させて、彼女よりも先に名前をつけるために候補を捻ひねり出しはじめた。

　ちらりと子犬を見る。黒い子犬。苦手な動物だが、ウツセミを倒たおすために良好な関係を築かなければならないだろう。

　体から、刃のようなものを出してウツセミを倒した子犬。昨日も、刃を自在に変化させていた。

　刃？

「……ジン……」

　鳶雄は、ぼそりと口に出した。頭に浮かんだ言葉を口に出したのだ。

「ジン、そうだ。おまえの名前は刃ジンだ」

　鳶雄は足元の子犬を持ち上げ、そう言ってやった。生まれて初めて動物を抱きかかえている。だが、それは悪い気分でもなかった。

　子犬もその名前が気に入ったのか、ペロペロと鳶雄の顔をなめる。

　なめられるのが嫌だったのに、いつの間にか、少しだけ平気になっている自分がいた。

　不思議な感覚だ。この子犬を抱きかかえたとき、安堵感が全身に広がった。

　他の犬を抱いたときに、このような感覚を得られるかどうかはわからない。けれど、刃ジンからは温かい、紗枝や夏梅と同じ感覚が流れ込んできたのだ。

「気に入ってくれたみたいだね。よろしく、刃ジン」

　夏梅もうれしそうに笑顔を浮かべていたが、店内の時計に視線を向けると途と端たんにまじめな表情に変化する。

「さて、お互いにパートナーとの絆きずなも深めたことだし、そろそろ行きますか」

　夏梅は腰こしをあげた。

　そうだ。二人がここで待ち合わせしたのも、これから買い物に行くわけでも、カラオケに行くためでもない。

「目標は、ヤンキーくん」

　二人がここに集まった理由──それは、鮫島綱生にタマゴを渡わたすためだった。







『喧けん嘩か上等』、『全殺し』など、暴ぼう力りよく的な文字や卑ひ猥わいな文字が壁かべ全体にスプレーで染そめられていた。異様な光景だ。

　鳶雄と夏梅は、山やま藤ふじ工業高校──通つう称しよう・ヤマコーの正門前に到とう着ちやくしていた。周辺でも有名な不良高校である。悪の巣そう窟くつ。落ちこぼれの最終到着地点。極ごく道どう養成学校。

　悪いふたつ名は尽つきない。つまりそういうところなのだ。正門が最終防ぼう衛えいライン。この先は一般の学生からすれば、死地以外の何物でもない。

　校門を潜くぐることを躊躇ためらっている鳶雄だが、そんなことおかまいなしに夏梅は堂々と中へ入っていく。

　その行動力に鳶雄は驚きよう愕がくするが、ここで立っていても始まらない。覚かく悟ごを決めて夏梅のあとを追った。

　校こう舎しやを見上げれば、すでにこちらを発見済ずみの不良たちが指を差している。

　下げ駄た箱ばこ近くに来たときだった。深緑色の制せい服ふくのブレザーをだらしなく着崩しているヤンキーたちが鋭するどい目つきをしたまま、鳶雄たちに近づいてくる。

「んだ、おめぇら？　ここはデートスポットじゃねぇっつーの」

　一人がそう言うと、他のヤンキーたちがゲラゲラと笑い出す。

「保ほ健けん室しつなら空いてんぜ？　出来れば僕たちも参加したいなぁ」

「いや、こっちのダサ坊ぼうはいらねぇべ？　適てき当とうにノして女子高生ゲットっしょ」

　ゲラゲラと下品な会話と笑い。しかし、恐怖感は強い。鳶雄は心臓がバクバクし、たまらない状じよう態たいだった。

「呼んで欲ほしい人がいるんだけど」

　そんな不良たちの会話など意にも介かいさずに、夏梅は不良たちに話しかける。

「おっ！　殴なぐりこみぃ？　いいぜいいぜ。でも、その前に俺おれらーと遊ばなぁい？」

　ヤンキーの一人が、気軽に夏梅の肩かたに手を回し、腰こしにも手を回そうとしたときだった。

「鮫島……」

　ぼそりと夏梅が言った瞬しゆん間かん、ヤンキーたちの体が強こわ張ばったのがわかった。

「鮫島綱生を呼んで欲しいの」

　その頼たのみに、不良たちは表情を一変させる。不良は夏梅から手を離はなし、深しん刻こくな顔で口を開いた。

「……なんの用だ？」

　彼らは途と端たんに冷めた口調で、敵てきを見るような目で見てくる。空気が変わった。こちらにイタズラ程てい度どの悪意ではなく、明らかに敵意を放つようになった気がする。

「私たち、陵空高校の者よ。彼に会いたいの」

　肝きもが据すわっている。この緊きん張ちよう感で、彼女は不良に臆おくせず淡たん々たんと用事を口にしていた。

「……ここで待ってな。いま、連れん絡らくすっからよ。逃にげんなよ？」

　ヤンキーたちはこの場を急ぎ足で去っていく。

　鳶雄と夏梅だけになった昇しよう降こう口ぐちで、鳶雄は大きく息を吐いた。まだ、これからかもしれないが、いまは少し落ち着こう。正直、彼らから伝わってくる強きよう烈れつな攻こう撃げき的意思は体に悪い。

　そのとき、夏梅が手を握にぎってきた。鳶雄は夏梅の行こう為いに驚おどろく。彼女の手がふるふると頼りなく震ふるえているのが伝わってくる。

「お願い……今だけ、こうしてて……お願い……」

　消え入りそうな震える声で、彼女はそう言った。体も小刻みに震えている。

　──耐たえていたんだ、恐怖に。

　豪ごう胆たんだと思えた目の前の女子高生は、やせ我が慢まんをしていた普ふ通つうの少女だった。

　情なさけない──。鳶雄は、自分の不ふ甲が斐いなさに奥おく歯ばを嚙かんだ。

　自分は脅おびえているだけで、何もできなかったのに。この娘は恐怖を隠かくしながら、いまもウツセミのときも戦っていたに違いないんだ。

　普ふ段だん明るい姿だって、どこまで恐怖を押し込んで見せている笑顔かわかったものじゃない。

　情けない。情けないぞ、俺！　どこまで女の子に戦わせりゃいいつもりだ！

　鳶雄は、心中で自分を卑ひ下げしながら、夏梅の手をやさしく握り返してやる。鳶雄の胸に「最悪の場合になっても、彼女だけはここから無事に逃がしてやろう」という決心が生まれつつあった。




　　　　　　　４




　二人は、ヤンキー先せん導どうのもと、校こう舎しや内を進んでいた。

　階段を上り、廊ろう下かを進む。その間、大おお勢ぜいの不良とすれ違った。皆みな、一様に好こう奇きの視し線せんを向けてくる。

　荒あれた校内。あちらこちらにゴミが散さん乱らんし、割われている窓まどガラスも多い。トイレからはタバコの臭においが漂ただよってくる。絶ぜつ対たいに通いたくない学校だと、鳶雄は思う。

　校舎の最上階まで上り、不良があごで奥おくの教室をさした。

「あそこだ。一人で会うって言ってっから手は出さねぇが、あの人になんかしたら、ここから無事に出さねぇし、逃げても見つけてボコっかんな？」

　鳶雄と夏梅に危き険けんなほどガンを飛ばすと、一いち瞥べつしながらヤンキーはここを去っていった。

　二人はうなずきあうと、示しめされた教室に向かう。

　引き戸をゆっくりと開けて、暗あん幕まくに覆おおわれた教室に足を踏ふみ入れた。机つくえと椅い子すが数個こあるだけで、あとは何もない。黒板には、乱暴な文字がいろいろと書かれていた。

　暗幕に包まれる教室。教きよう壇だんの真上にある灯あかりだけが点つけられており、下にいる人物を照らしている。

　机の上に無作法に座すわる男が一人。髪かみを銀に染そめた不良少年。鋭い眼まな差ざしが、鳶雄を射い貫ぬく。同じ年とは思えないほど、眼光が鋭い。

　鳶雄はこの男を知っている。隣となりの夏梅も知っているはずだ。陵空高校で、知らぬ者はいない。

　鮫島綱生──。

　元陵空高校二年生で、周辺の中高生から怖おそれられた不良だ。暴ぼう走そう族ぞくを率ひきいていると噂うわさされてもいた。

　修しゆう学がく旅行の事じ故こによって、彼もまた転学を余よ儀ぎなくされたのだが、受け入れ先の学校をめぐってひと悶もん着ちやくあったという話だ。

　どこの高校も彼の転学を渋しぶり、彼自身が最終的にこの山藤工業高校を選んだのだという。

「……おまえらか、陵空の奴やつらって」

　鮫島の低い声。鳶雄は思わず生なま唾つばを飲み込む。

「なんの用だ？　喧ゴ嘩ロでもしにきたのか？　まさかな」

　鼻で笑うように鮫島は言った。

「あなた、少し前にバケモノに襲おそわれたわよね？」

　夏梅の核かく心しんをつく言葉に、鮫島は目を細めた。それは鳶雄も知らされていない情じよう報ほうだ。

「そのとき、あなたを助けた人から、あなたが招しよう待たい状じようを受け取ったと聞いたわ。まあ、顔を出してくれなかったけど」

「わけのわかんねぇ差出人からの招待なんて受ける覚えはねぇよ」

　鮫島は吐はき捨すてるように言った。彼の言い分も確たしかだ。よほど追い詰つめられている状じよう況きようでもなければ、怪あやしげな招待など受けない。そこに藁わらにも縋すがるような気持ちで向かったりもしないだろう。

「……そうね、あなたの言うことももっともだと思う。気が向いたときに、招待状の場所にいらっしゃい。そうすれば、バケモノについて色々と教えてもらえるから」

「そんなことを言いにわざわざこんなクズの溜たまり場まで来たのかよ？　笑えるよ、おまえら」

　嘲ちよう笑しようするように鮫島は言う。
















「いいえ、用よう件けんはあとふたつ残っているわ。ひとつは──」

　夏梅が鳶雄に視線を向けてきた。出せということだ。鳶雄は自分のバッグを開き、中の物を取り出した。

　ソフトボールほどの球体──ウツセミのタマゴ。鮫島の分だ。

　鳶雄は、恐おそる恐る鮫島に近づき、手渡した。鮫島は怪け訝げんな表情で、受け取ったタマゴを見ている。指で弾はじいたり、上へ軽く放ほうってみたりしていた。

「……なんだこれ？　なんかのタマゴか？」

「ええ、ウツセミ──あなたや私を襲ってくるバケモノと同じタマゴよ」

　夏梅の言葉を聞き、鮫島は顔をひくつかせた。明らかに嫌けん悪お感に満ちた目をする。

「先に言っておくけど、私たちは敵ではないわよ。私たちだって、あのバケモノに襲われているんだから。それはそのバケモノへの対抗力。なかには、あなたのパートナーになってくれる存そん在ざいが入っているわ」

「タマゴ……パートナーねぇ……。それは、そこのヤローの足んとこにいる犬と関係あんのか？」

　鮫島は鳶雄の足元を見ながら言ってきた。そこに視線を向ければ、黒い子犬──刃ジンがお座りをしている。

「幾瀬くん、そのコは存在消してる？」

　鳶雄は夏梅の問いにうなずく。鳶雄はここに入る前に、「ついてくるなら、見つからないようになれ」と言い聞かせている。

「刃ジン、消えているよな？」

　鳶雄の言葉に刃ジンは尾おを振ふる。それが「はい」という意味かどうかわからない。大きな信しん頼らいを得られるほど、この子犬と過すごしているわけではないから。

　ただ、見知らぬ者に対して存在を消していたのは確かだ。ここへ来るまでは不良たちに気づかれずにいたようだった。

　会話の意図がわからない鮫島は、「？」と疑ぎ問もん符ふを浮うかべている様子だ。

「このコが見えるってことは、たぶん始まったってことね」

　なにか得心したように夏梅は、鮫島のタマゴを見た。

「──っ」

　鮫島は突とつ然ぜん胸むねを押おさえだした。

「……どういうことだよ？　なんか、胸が──」

「だいじょうぶよ。タマゴがあなたに反はん応のうしている証しよう拠こよ」

「……おまえら、まさかあのバケモノどもの仲間じゃねぇのか？」

　鮫島は低い声で言葉を発し、二人を睨にらみつけてくる。明らかに敵てき意いの目つきだ。

　彼は胸を押さえながら、こちらへと近づいてくる。後ずさることすらしない夏梅の眼がん前ぜんに立つと、彼女の胸倉を摑つかもうとした。

　だが、鮫島が夏梅の胸倉を摑もうとした瞬間に、鳶雄が彼の手を押さえる。

「放せ」

　鮫島はドスのきいた声と鋭するどい眼がん光こうを鳶雄に向ける。

「敵じゃないよ、俺たちは」

　鳶雄は心しん臓ぞうをバクバクと鳴らしながら、真正面から言った。

「あっ？　ウゼェんだよ」

　鮫島は容よう赦しやなく、鳶雄の顔面に拳こぶしを放ってきた。まともにパンチをくらった鳶雄は、それでも鮫島の手を放さない。

「幾瀬くん！　ちょっと、あんたね！」

　鮫島に抗こう議ぎしようとした夏梅を鳶雄は制せいす。

　鳶雄は、真正面から鮫島に強い眼差しを向ける。そして、鳶雄は強い口調で言ってやった。

「おまえが不良の大たい将しようでも、女に手を出す奴やつは最低の男だ」

「──っ。んだと、このヤロー」

　鮫島は目元をひくつかせながら、鳶雄の手を振りほどく。解かい放ほうされた手を鳶雄に向けて振り上げようとする。

　そのときだった。教室の戸が静かに開かれる。

　入ってきたのは、山藤の制せい服ふくを着た見知らぬ男子生徒──。

「おい、誰だれも入んなって言ったろうが」

　不ふ機き嫌げんな口調で、鮫島は入ってきた生徒に言い放った。

　いや、この男子どこかで……。鳶雄の脳のう裏りにその生徒の面おも影かげが残っている。

「グリフォン！」

　夏梅が叫さけんだ。開け放たれている戸から、凄すさまじい速度の物体が飛んでくる。夏梅のウツセミ──グリフォンだ。

　だが、ヒュッという風を切る音が聞こえたと同時に、グリフォンの姿すがたが消えた。

　捕つかまったのだ。伸のびた腕うでによって、ぐるぐる巻まきにされていた。教室に突然入ってきた生徒の右腕が触しよく手しゆのように伸のびている。

「ウツセミ」

　生徒の顔と、鳶雄が脳内に記き憶おくしたばかりの元同級生の顔が一いつ致ちした。

「うらぎりもの」

　片言の言葉をつぶやき、ウツセミは腕に巻いたグリフォンを絞しめつける。グリフォンが苦しそうに暴あばれた。

「刃ジン！」

　鳶雄が子犬を呼よぶ。刃ジンは声に応こたえ、額ひたいと背せ中なかから刀の形をした刃状の突とつ起き物ぶつを生やした。ウツセミに対たい峙じし、飛び出して──。

　何かが破は壊かいされる音。そちらへ目を向ければ、教室の反対側にある引き戸を壊こわして、山藤の生徒が乱入してくる。生徒が助けに来たのか？

　しかし、その手に刃物のような五指が見える。顔も見覚えがあった。

　──こっちもウツセミ、クソ！

　鳶雄は心中で毒づいた。夏梅の相あい棒ぼうであるグリフォンは捕とらわれたままである。刃ジン一匹ぴきでは片方しか対処できない。鮫島のタマゴは、やっと主人と出会ったばかりだ。孵かえるには、時間がかかるだろう。

「クソが！」

　鮫島が飛び出した。新たに入ってきたウツセミに向かって駆かけ出し、懐ふところに素す早ばやく入り込むと、アッパー一いつ閃せん。あごを射い貫ぬいたあとに、すかさず蹴けりを腹ふく部ぶに放つ。

　ウツセミはたまらず廊ろう下かへ吹ふっ飛ばされた。鮫島のよどみないコンビネーション攻こう撃げきだ。

　ケンカ三ざん昧まいという噂うわさも噓うそではないようである。

「バカか！　こっち見てるヒマあんのかよ！」

　鮫島のほうを見ていた鳶雄を、鮫島が一いつ喝かつする。それを聞き、ハッと気づく。グリフォンを捕らえているウツセミのほうへ向き直る──。刹せつ那な、自分の視界に横なぎに近づく何か。

　ヤバい！　それがウツセミの伸びた腕だと理り解かいしたときには遅おそかった。──だが、何かが自分を突き飛ばす。

　鳶雄は床ゆかに倒たおれるが、すぐに体勢を直す。そうしないと命取りになるからだ。

　立ち上がったとき、目の前には刃ジンが鳶雄を守るように、ウツセミに対峙してる。鳶雄は、自分を突き飛ばしたのが何だったかわかった。

　刃ジン──。

　その体には武ぶ器きであり、防ぼう具ぐでもある刀はなく、身を守るすべをまとわない刃ジンは、体から血を流していた。鳶雄を突き飛ばす際さいに、生やしていた刀を引っ込めたのだろう。そうして、鳶雄にぶつかっても傷きずを負わせないようにして敵の攻撃から身を挺ていして守ってくれたのだ。

「なんで、おまえ……」

　鳶雄は驚きよう愕がくしていた。まだ生まれて間もない子犬。ウツセミとはいえ、生まれて間もないのだ。

　自分は、何もこいつにしてやっていない。ただ、餌えさを少しやり、名前をつけてやっただけだ。それだけだ。それだけなのに……。

　刃ジンは答えない。

　──大きな信しん頼らいを得られるほど、この子犬と過ごしているわけではないから。

　そう思ったのは誰だ？　俺おれだ！　バケモノだと思い、避さけていた。

　こんな小さな体で自分を守ろうとしてくれるものを、俺は──。

「刃ジン……俺を守ってくれるのか？」

　鳶雄の言葉に答えるように、刃は傷ついた体から刃物のような突起物を突き出した。

「グリフォンを助けてやってくれ」

　刃ジンは鳶雄の命令を聞き取ったのか、傷を負いながらも飛び出していく。

　ウツセミは、片方の腕にグリフォンを巻いたまま、空いている腕を鞭むちのようにしならせ、刃ジンに向けて放つ。何度も何度も。

　軽やかな動きで刃ジンはそれらをやり過すごし、背中の刀でウツセミの腕に切りかかる。ウツセミは瞬時に腕を元に戻して、刃物と化している五指で受け止めた。

　だが、鈍にぶい音と共に、グリフォンを捕らえていたウツセミの腕は切り落とされる。刃ジンの背中での攻撃はフェイク。刀と化していた尾おが伸のびて、敵てきの腕を切り落としたのだった。

　解放されたグリフォンは、羽ばたいて空中で体勢を立て直しながら、その翼つばさを異質なものに変えていく。刃ジンが刀を生やすのと同じように、グリフォンもまた翼を鋭利な突起物に変質させた。

「グリフォン！」

　夏梅の呼びかけに応じてグリフォンは、その場で弧こを描えがくように空中で横回転すると、ウツセミの首を両断する。切られたウツセミの頭部は床ゆかの上へ落ちていく。

　しかし、そのウツセミの頭が口を開け、触手のような舌したをこちらへ向けて放とうとした。それへ刀の一撃が、容よう赦しやなく降り注いだ。

　ウツセミが動かなくなったことを確かく認にんすると、刃ジンはゆっくりと刀を抜きさる。

　──すごい生命力だ。

　鳶雄は生なま唾つばを飲み込んで、ウツセミが首だけでも動き出したことに畏い怖ふする。そして、自分を救ってくれた刃ジンに感かん謝しやした。

　共に、改めてその異質な能力を認にん識しきする。負ふ傷しようしたはずの刃ジンだが、すでに血が止まっていた。回かい復ふくが早いのだろう。

　何よりも、刃ジンの、ウツセミの躊躇ためらいのない攻撃。刃ジンたちは自分たちを守るため、完全に相手の息の根を止める。

　わかってはいるのだ。それでも、彼ら同級生は──。

「どうしたの？」

　夏梅が鳶雄の顔を覗のぞき込こむように訊きいてくる。鳶雄自身も理解していた。自分が、とても苦い表情を浮かべていることを。

「……いまここで殺した人は、陵空で俺と廊ろう下かとかですれ違っていたと思うんだ。いや、絶ぜつ対たいに同じ空間で生活してた。それをさ、いくらなんでも……。いくらなんでも、やっぱ辛つらいって……」

　絞しぼり出すような声で鳶雄は、体を震ふるわせていた。

　佐さ々さ木きの姿すがたをしたウツセミ、自じ宅たくまで侵しん入にゆうしてきたウツセミの男女。彼らが襲いかかってきたとき、鳶雄の頭にあったのは恐怖だけだった。

　理解不能なバケモノに襲われるという理り不ふ尽じんな状じよう況きようからくる恐怖心だ。それが体と頭を支し配はいしていたから、生き残ることに必死だった。

　でも、いまは違う。共に戦うことになった夏梅がいて、自分を守ってくれる存在──刃ジンもいる。依い然ぜん、死に近い位置にいることに変わりはないが、以前に比くらべれば少しは凌しのげる気き概がいが生まれている。自分の生命がある程てい度ど保ほ証しようされた現在の状況で、生まれていた思いは『同級生を殺すことが、こんなにも辛い』ということだ。

　それをいま理解できた。いまだ。鳶雄は、それが一番辛かった。

　顔を伏ふせる鳶雄をよそに、廊下からガラスの割れる音が耳に入ってくる。そう、戦せん闘とうはまだ終わっていない。







　鳶雄と夏梅が廊下に出たとき、教室側の壁かべにもたれる鮫島がいた。彼の正面にある窓ガラスは大きく割れている。

　鮫島はこちらに気づくと口の端はしを上げた。

「よう、そっちはどうだ？」

　息を整えながら訊きいてくる鮫島。よく見れば、彼の制せい服ふくには裂さけた部分が目立つ。目に見えて大きな外傷はないようだが、厳きびしい戦闘だったのはうかがえる。

「倒たおしたわよ。そっちは？」

「そこから落ちてったよ。あれで、生きてりゃ──」

「生きてるわ。すぐにまたここに来るわよ」

　鮫島は勝利に笑みを見せるが、夏梅は警けい戒かいを強めた。

「なに言ってんだ。ここは四階だぞ？　ここから落ちて無事な──」

　鮫島は怪け訝げんな表情を浮かべているが、窓の外から影かげが現あらわれた。

「行って！」

　夏梅の言葉と同時に、彼女の肩かたに止まっていたグリフォンが飛び出す。速い！

　瞬しゆん間かん的に動いたグリフォンの体当たりが、いままさに鮫島に襲いかからんと窓から身を乗り出していたウツセミに、鋭するどい衝しよう撃げきを与あたえる。

　ウツセミはたまらずに廊下へ大きく転がっていく。何度も回転しながら、廊下を転がり続けた。

　でも、まだ終わったわけではない。鳶雄は刃ジンを前へ出そうとする。──が、刃ジンは威い嚇かくするように後方を──。

「うしろだ！」

　鮫島の声が響ひびいた。振り向く間もなく、鳶雄の頰ほおをかすめて鋭い何かが通つう過かしていく。同時に切せつ断だんする音。鳶雄が鮫島の声に反はん応のうしてうしろを向いたときには、片腕を刃ジンに切り落とされたウツセミが佇たたずんでいた。伸びきったままの切り落とされた腕が、廊下に落ちている。

　──三体目のウツセミ。

　鳶雄は絶句した。まだ来る。まだ、新手のウツセミがこの場で襲いかかってくる。

　だが、刃ジンの刹せつ那なの反はん応のう。主人が命じなくとも、子犬は主人を守る。頼たよりになるなんてものじゃない。鳶雄はウツセミを倒すにはウツセミという夏梅の言葉が理り解かいできたような気がした。

　新たなウツセミに対たい峙じする鳶雄の目に、ウツセミが薄うすく笑みを浮かべる姿が飛び込んでくる。

「……おぼえた」

　ウツセミは、そのようなことを口に出した。訝いぶかしげに思いつつも、鳶雄は刃ジンに指し示じを出す。

「頼む、刃ジン」

　ケガが完治しない状じよう態たいだが、黒い子犬は額ひたいから鋭い刀を出現させる。ジリジリと距きよ離りを縮ちぢめると、間合いを計って一気に飛び出した。

　直撃──。首への斬ざん撃げき。致ち命めい傷しようのはずだった。だが、刃ジンの攻こう撃げきがとおらない。刀に、ヒビが入っていた。ウツセミのほうはというと、かすり傷程度のダメージしか受けていない。

　いままでの経けい緯いを考えると、刃ジンの攻撃の鋭さは確かなものだった。ウツセミの腕を軽々と切り落とし、胸むねをメッタ刺ざしにしていく。攻撃しても刀にヒビなど入りはしなかった。

　おかしい。先ほど、眼前にいるウツセミの腕を刃ジンが切り落としたばかりだ。それなのにどうして、数分も経たたないうちに効きかなくなっているのか？

　──おぼえた。

　ウツセミはそう口にした。それはどういうことだ？　『覚えた』ということか？　ならば、何を覚えた？　目の前のウツセミに何が起こったのだろうか？

「刃ジン！」

　確認するためにも鳶雄は、もう一度刃ジンをけしかける。軽やかな動きで、間合いを詰つめて一気に切りかかるが、やはり先ほど同様にかすり傷程度のダメージ。いや、さらにダメージが軽けい減げんしているようにも思える。

　刃ジンから生える刀には、さらに深いヒビが入っていた。

　あることに気づき、鳶雄は口元を押さえた。

　──ダメージ。

　そう、ウツセミが『覚えた』のはおそらくダメージだ。どういう理り屈くつかはわからない。しかし、現にどんどんダメージを与えられなくなっている。次に刃ジンが攻撃したとき、刃ジンの刀は砕くだけるだろう。

「どういうこと!?」

　夏梅の困こん惑わくに満ちた声があがった。

　ちらりと視し線せんを移うつしてみれば、廊ろう下かの先でグリフォンが、先ほど鮫島に一度落とされ、壁かべを上って帰ってきたウツセミと戦っているようだ。しかし、グリフォンの攻撃が致命傷を与えていない様子である。

　あれほどの切れ味を誇ほこっていたグリフォンの攻撃が、ウツセミに決定的なダメージを与えていない。あちらのウツセミも体に変化が生じて、防ぼう御ぎよ力りよくが上がったのだろうか？

　視線を目の前の敵てきに戻もどし、対たい策さくを練ろうとする。が、まだウツセミの生せい態たいについて知らないことだらけだ。ウツセミや刃ジンに何が出来て、何が出来ないのか、それが把は握あく出来ていない。

　ウツセミの攻撃を必死にかいくぐって攻撃を繰くり返す刃ジンだが、体に生える刀にはすでに折れたものもあり、そうでないものにも酷ひどいヒビが走っている。

　戦せん闘とうが続けば、不利になるのは必ひつ至しだ。

　やがて刀がすべて折られ、攻撃の手しゆ段だんも防御の手段も失ったとき、ウツセミの腕が刃ジンを捉とらえた。防ふせげない。ウツセミの鋭利な爪つめが刃ジンに食らいつく──。

　そのすんでのところで、刃ジンとウツセミの間に白い影かげが出現した。

　白い猫ねこだ。真っ白な毛並みの猫が、飛び出してきたのだ。猫は、ウツセミのほうに向くと、尻尾しつぽをふりふりと動かす。

　その尻尾が、ウツセミへと伸のびるように向かっていく。瞬しゆん時じにウツセミを捕とらえると、全身をぐるぐると尻尾で巻まきつける。ウツセミの姿が白く塗ぬりつぶされたかのように、覆おおわれていく。

　ウツセミが自由を奪うばわれたあと、ぐしゃっという握にぎりつぶす音。ウツセミは白い尻尾に巻きつかれ、そのまま激しく締しめつけられていた。外から見るだけで、ウツセミの体全体が縮んだのが確認できる。

　白い毛並みが赤い鮮せん血けつで赤黒く染め上がっていく。廊下の床に、絞しぼり出された血が広がっていった。

　圧あつ死しした。刃ジンと戦っていたウツセミは突然乱らん入にゆうしてきた白い猫の攻撃で圧死させられたのだ。

　──この猫は。

　鳶雄が猫を確認する間もなく、夏梅の「ダメか」という舌した打うちまじりの声が聞こえた。

　見れば、そちらではグリフォンの攻撃を意にも介かいさないウツセミが、グリフォンを振り払はらって鮫島のほうへ向かって走り出している。
















　鳶雄が刃じんに攻撃を指し示じしようにも刃ジンの体はボロボロだ。攻撃の手段がない。夏梅のグリフォンも振り払われた。あとは、この白い猫。この猫は間違いなく──ウツセミ。

　白い猫は、尻尾で圧死させたウツセミを放はなすと、荒あら縄なわのような白い尾を、鮫島に狙ねらいを定めたウツセミに向かって一直線に放つ。

　尾は白い閃せん光こうと化して、鮫島を狙うウツセミの胸をいとも簡かん単たんに貫つらぬいた。さらに首に巻きついて圧迫しだしたようだ。

　ウツセミが苦しげな顔で尾を引き離そうともがく。その手が尾をつかもうとしたとき、鈍にぶい音と共にウツセミはだらりと腕を落とす。

　その腕は二度と動くことはなかった。







　三体のウツセミを退しりぞけ、鳶雄、夏梅、鮫島の三人はその場に座すわり込こみ、息をついていた。

「倒せたわね……」

　苦く笑しようを浮かべながら、夏梅は安あん堵どの息を吐つく。

　鳶雄は、懸けん命めいに戦ってくれた刃ジンの頭をやさしくなでた。刃ジンもうれしそうに尻尾を振る。

「突然、攻撃が効かなくなった……。どういうことだろ？」

　鳶雄は疑ぎ問もんを口にする。「おぼえた」というウツセミのセリフを皮切りに、刃ジンとグリフォンの攻撃が効かなくなった。二体同時にだ。その割わりには、白い猫の攻撃は通じた。

　ウツセミについて知らないことが多すぎる。

「全員そろったし、一度、センセんとこに行ったほうがいいかも。あなたも来なさいよ」

「……なあ、こいつら、元に戻もどせるのか？」

　神しん妙みような面おも持もちで鮫島は鳶雄と夏梅に問いかけてくる。『こいつら』とは、ウツセミと化した同級生たちのことであろう。

　鳶雄が得ている知ち識しきでは、その答えは「ＮＯ」だ。

「さあね。どうも私たちが知っている知識は、ほんの一握りにも満たないようだから」

　夏梅は肩をすくめながら答える。

「そうか……」

　何かを考え込むように目を伏せる鮫島に、白い猫が近づいた。トコトコと歩いて、鮫島に寄よると、目を細めて甘あまえるように鮫島の足に体をすり寄せる。

　困こん惑わくした顔を浮かべる鮫島だが、それがなんなのかはわかったようだ。

「こいつが、俺のパートナーってことか」

　鮫島の言うように、先ほど鳶雄が教室をのぞいたとき、鮫島の手から離れたタマゴが割れており、中にいたはずのウツセミが存在しなかった。

　ウツセミはほぼ百％、その白い猫である。鮫島になついているのが、よい証しよう拠こだ。

「あと、何人かしらね……」

　顔をうつむけながらつぶやく夏梅の表情は暗かった。

　そう、まだウツセミの襲撃は終わらない。激はげしさが、いっそう強まると思うと、鳶雄も不安を隠かくせないでいた。
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　山やま藤ふじ高校に行った翌よく日じつの朝──。

　鳶とび雄おはマンションの屋上にいた。傍かたわらには刃ジン。

　ビール瓶びんケースの上にスチールの空き缶かんを置いていく。

「やっぱりここにいた。おはよー！　──って、何をしてるの？」

　軽けい快かいに朝のあいさつをしてくる夏なつ梅めが、空き缶を置く鳶雄に訊たずねる。

「おはよう。これ？　ちょっとね、試ためしたいことがあるんだ」

「？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべている夏梅を尻しり目めに、鳶雄は刃ジンの横につく。

「刃ジン、ブレード１ワン・ヘッド」

　鳶雄の命令を聞くと、刃ジンは額ひたいから日本刀状じようの突とつ起き物ぶつを出す。彼は、刃ジンが体から出現させる鋭するどい突起物を『ブレード』と名づけることにしたのだ。

　次に鳶雄は空き缶のひとつを指差した。

「スラッシュ！」

　その掛かけ声と共に、黒い子犬は閃せん光こうと化して前方に飛び出していく。そして、スチールの空き缶を斜ななめに切る。斜めに真っ二つになった空き缶は、乾かわいた音を立てて落ちた。

「おおっ、すごいね」

　夏梅はパチパチと拍はく手しゆを送ってくる。

「まだだよ。次だ」

　足元に戻ってきた刃ジンに次の指し示じを出す。

「ブレード２ツー・ウイング」

　その命令を受けて、刃ジンは西洋の騎き士しが持っていそうな両もろ刃はの剣けんをふた振ふり、羽のように背中から出現させた。

　ブレード１は、日本刀を模もしたもの。ブレード２は両刃の剣。ヘッド、ウイングはブレードを出す体の各部位を示しめす。ふたつの指示を組み合わせることで、出現させるブレードの種類と部位を刃ジンに伝えるのだ。

　鳶雄が複ふく数すうの空き缶を指差す。

「ラッシュ！」

　刃ジンが子犬とは思えない凄すさまじい脚きやく力りよくで駆かけ出した。たどりつくと空中で回転しながらスチールの空き缶を次々と切り刻きざんでいく。

「ブレード２・ヘッド！」

　刃ジンの額に両刃の剣が出現し、

「スピアー！」

　主人の命令と同時に最後の空き缶を鋭く貫つらぬいた。

　鳶雄は満足そうな表情で息をつくと、「もういいよ」と刃ジンに言う。それを聞いて、刃ジンは剣を体に戻していった。

「スゴイスゴイ！　えーっ、なんでこんなことできるの？　ていうか、なんで昨日の戦せん闘とうでやらなかったのよ！」

　夏梅は喜び、疑問を口にし、最後にキレる。

　喜き怒どをいっぺんに表す器用な子だな──と、鳶雄は嘆たん息そくした。

「実は、昨日帰ってから徹てつ夜やで躾しつけたんだよ。数日前から刃ジンに時代劇げきや騎士が出る映えい画がとか見せて何度か試していたんだけど、具体的にどう指示するか決めてなかったからさ」

　夏梅は鳶雄の言葉を聞いて、屋上の周囲を見み渡わたす。そして、言葉を失う。

　屋上には、無数の空き缶や木もく製せいの板が転がっている。それらは、ほぼすべて刃ジンによって切り刻まれていた。

「このマンションの近くにあるゴミ収しゆう集しゆう所じよに、いっぱいあったからさ、拾って使ったんだよ」

「……一晩ばん、ずっと練習してたの？」

「ああ、昨日ウツセミに攻こう撃げきが効きかなかったろ？　だから、少しでも対たい策さくを立てておこうと思ってね」

　鳶雄はこれでも足りないぐらいだと思っている。

　刀の強度はこれ以上硬かたく変えられなかった。

　新しく西洋式で両刃の剣を出現させられるようにしたが、刀と比くらべると硬度はあっても斬きりの威い力りよくは弱い。

　そこで、両刃剣を使うときはコンビネーションから突進力を得て一気に貫くように躾けた。

　刃ジンが剣を出せるのは、額ヘツドに一本、背中ウイングに二本、尻尾テールから一本の合計四本だ。同時に出現させることはできるが、多くなれば多くなるだけ強度が下がる傾けい向こうにあった。

　ある程てい度どの威力を見込むならば、同時に三本が限界。一撃にかけるならば一本に限かぎったほうがいい。

　出せる剣の種類は、まだ数種類だ。だが、一夜でこれだけできれば大したものだ。刃ジンの異い常じような学習能のう力りよくの賜たま物ものといえる。

「まったく、この前まで子犬にビビってた人とは思えないわね」

　笑いながら、夏梅は皮肉を言ってくる。

　それに関しては、鳶雄も言い返せない。

「話は変わるけど、生き残った他の同級生に連れん絡らくしてみたわ」

　夏梅は足元の缶を軽く蹴けりながら言った。

「連絡？」

「えぇ、タマゴを全部渡わたしたし、他の人たちはどうなのかなーって。連絡取れそうな人に電話してみたわけ」

「どうだった？」

　鳶雄の問いに夏梅は肩をすくめながら、首を横に振った。

「ダメ。なんか、携けい帯たい電話を何度も鳴らしてみたけど、全然通じないの。変よね。以前は一度だけだけど連絡ついたのに」

　彼女は大きく息を吐きながら、肩を落としていた。

「それはともかく、片かたしておいてね。いくら、私たち以外に住人のいないマンションだからって、このままじゃダメだと思うし」

　鳶雄は屋上の惨さん状じように改めて苦笑いした。眠ねむいのか、刃ジンは隣となりであくびをしている。

　刃ジンのパワーアップに夢む中ちゆうだったものだから、片付けることまで頭が回っていなかったのだ。
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　その日の午後、指定の駅に降おりて、夏梅先せん導どうのもと、鳶雄は歩ほを進める。

　駅から十五分ぐらい歩いた先の雑ざつ居きよビル。そこが、夏梅が連絡を取り合っていた「先生」から指定された場所だった。

　外にはバイクが一台止まっている。

　人の気配は、外からは感じられない。なかを確かく認にんしながら、鳶雄はビルへと入っていった。

　場所は四階。エレベーターは壊こわれているのか、使えなかった。階段を上りながら、四階を目指す。

　上りきった先に薄うす汚よごれた一枚まいのドア。ドアノブに手をかけ、「キィ」という音をさせながら、扉とびらを開けていく。

　塾じゆくの教室ぐらいの間取りの部屋に、白く長い机つくえとイスがいくつも並ならべられていた。巨きよ大だいなスクリーンらしきものが壁かべにかけられている。

　昼間なのに、窓まどには暗あん幕まく。天てん井じようからの灯あかりがなければ真っ暗だろう。

　部屋には、すでに鮫さめ島じまがいる。

　昨日、鳶雄たちと一いつ緒しよに来ることを拒こばんだ彼に、夏梅はここの地図を渡した。拒きよ否ひされることを考こう慮りよして、最初から用意していたようだ。

　少しして、部屋に備そなえつけられていたスピーカーに音が入りだした。

『……こんにちは、元陵りよう空くう高校の二年生諸しよ君くん』

　突とつ然ぜん、若わかい男性の声が聞こえてきた。『陵空高校』という言葉に鳶雄と鮫島が反はん応のうする。

　夏梅のほうは、ここのことを少しばかり知っているせいか、冷静だ。

『どうやら、役目はちゃんと果たしたようだね、皆みな川がわ夏梅』

「まあね。で、約束どおり三人集めたんだから、いろいろと聞かせてもらうわよ？」

『いいだろう。だが、その前にそちらの鮫島綱こう生きにキミたちも見た映えい像ぞうを見せねばならない』

　部屋は突とつ如じよ暗くなる。灯りを消されたのだ。鳶雄が驚おどろく間もなく、巨大なスクリーンに映像が映うつりだす。

　スクリーンに映し出される映像と共に、「先生」の解かい説せつが入る。鮫島は、机つくえに頰ほお杖づえをつきながら、映像に目を向けていた。

　説明は、夏梅から聞いていたこととだいたい同じだ。映像も同じ。

　少し離はなれたところで、別々に座っている鳶雄と夏梅。

　鳶雄から見ても、鮫島は集中して「先生」の説明を聞いていないように思える。不良の授じゆ業ぎよう態たい度どというのは、いつ見てもだらしないものであった。

「先生」は、淡たん々たんとウツセミのこと、事じ件けんのことを説明していく。

　数度襲おそわれていたという鮫島。だが、果か敢かんにもバケモノ相手に生身で突っ込んでいく姿を昨日目にしたばかりだ。

　不良の気き概がいからなのか、それとも単にケンカっ早いだけなのか、それはわからないが少なくとも鳶雄や他の生き残りの生徒に比べると戦せん闘とうに関する心構えは数段上であろう。

　だが、やはり相手はバケモノだ。

　鳶雄は以前の戦闘を振り返る。ウツセミは腕うでを鞭むちのようにしならせ、指を鋭するどい刃やいばのように変化、硬化させる。その異い質しつに変へん貌ぼうした腕は伸び、口から放たれる触しよく手しゆも同じような攻撃をしかけてきた。

　壁をのぼり、部屋のなかにまであがってくる。それは昼夜を問わない。ただ、相手を殺害するためだけに、殺意のみを身にまとわせて、こちらへ無む慈じ悲ひに向かってくる。

　明らかに素す手での人間が戦える範はん疇ちゆうを超こえた相手だ。

　校内に侵しん入にゆうしてきた点も忘わすれるわけにはいかない。侵入されたのは山藤工業高校という鮫島の通う不良高校であったが、いつ鳶雄や夏梅の通う高校に現あらわれてもおかしくないのだ。

　以前、「自分の学校に、ウツセミが来てもわからないのではないか？」と心配していたとおりになってきた。

　校内の人目につかないところに赴おもむいたさいは、襲われると思って行動しなければならないだろう。

　鳶雄の足元には、黒い子犬型のウツセミ──刃ジンが丸くなって寝ねていた。夏梅のそばにはグリフォン。鮫島のすぐ隣の椅い子すにも白い猫ねこが丸くなって寝ている。

　ウツセミには、ウツセミ。「先生」が、いまちょうど言ったことだ。ウツセミを倒すには、ウツセミを用いたほうがいい──と。

　それは正しい。正直、刃ジンたちがいなければすでに殺されている。この小さな体に秘ひめられた力は頼たのもしい。

　しかし、不安も生まれていた。攻撃がウツセミに効きかなくなっている。わずか、数日にも満たない時間のなかで、刃ジンの攻撃も、グリフォンの攻撃も通じなくなった。

　なぜなのか？　それを確認するためにも、鳶雄と夏梅は学校を休んでまでこの部屋を訪おとずれていた。

　鮫島は一通りの説明を受け終える。映像も終わり、天井の灯りも点ついた。

『さて、彼への説明が終わったわけだが、そちらの二人は彼とは違う目的でここを訪れたのだろう？』

「先生」は、鳶雄と夏梅に声をかけてきた。鳶雄はスピーカーのほうに顔を向ける。

「質問がいくつかあって、それを訊きにきたんです」

『よかろう。キミたちも次のステップに進んでもいいだろうと思っていたところだ』

「あなたは、先ほどの説明でもウツセミというのは人間に出来るだけ関かん与よしないで活動する生命体だと言いました」

「先生」は、『確かに』と肯こう定ていした。

「ですが、ウツセミは自宅に侵入してきたり、他校の制せい服ふくを着て学校のなかにまで侵入して襲いかかってきた。これは、あなたの言う『ウツセミは人間の社会に溶とけ込こんでいる』という説明と矛む盾じゆんするんじゃないんですか？」

『ウツセミはこちらから仕掛けない限り、あちらから害を与えてくることはない。──だが、こうも言ったはずだ。キミたちは裏うら切ぎり者であり、狙ねらわれる側だと。それに、こうは思えないかな。私のように、キミたちに加か担たんする者がいるならば、ウツセミ側にも加担するものがいると』

　その「先生」の言葉に鳶雄も夏梅も息を吞のんだ。

　ウツセミ側に加担する者がいる──。そうだ、「先生」のようにこちら側に情報を提てい示じする者がいるということは、ウツセミを助ける輩やからもいるかもしれない。

　そうでなければ、殺意しか持たないウツセミが他の人間に迷めい惑わくをかけないで、容よう易いに山藤の制服を手に入れることはできないだろう。

「先生」は、ウツセミを助ける存在がいないとは言っていなかった。

　だが、人間社会で生きるウツセミがいるということは、その者たちが自分たちを襲ってくるウツセミをサポートしていてもなんら不思議ではないのかもしれない。

　バケモノでも、同じ生命体に変わりはないのだから。

『キミたちが出会っているウツセミは、まだ生まれたばかりの赤ん坊ぼうに等しい。言葉も片かた言ことしかしゃべれず、キミたちを把は握あくする力も視覚や聴覚などの五感に頼っている面が多い。五感以上の能のう力りよくを有してもいるがね。しかし、考えてもみたまえ。社会に溶け込むウツセミがいるということは、それらのウツセミたちはキミたちのように、普ふ通つうに会話し、携けい帯たい電話を操あやつり、コンピュータすらも巧たくみに扱あつかって社会で生きているということだ。ウツセミとは、人間と同じこともできるバケモノなのだよ』

　鳶雄は言葉を失った。

　つまり、人間と同じ行動をするバケモノが、バケモノの赤ちゃんをサポートしている。いうなれば、自分たちは赤ん坊に与あたえられたオモチャなのだ。

　──俺おれたちはウツセミを立りつ派ぱに社会へ送り出すための糧かてなのか？

　つい、そう思ってしまった。親は必要最小限のサポートを子に施ほどこし、遠くから成長を見守っている。そんなふうに感じ取れた。

　豪ごう華か客船を沈ちん没ぼつさせて、多くの犠ぎ牲せいを生んでまでバケモノは、種の存そん続ぞくを敢かん行こうしたのだ。

　ウツセミが社会に溶け込んでいるのならば、情報操そう作さもできるのかもしれない。あの海上事じ故こから二か月余あまり経けい過かしたが、いまでは噓うそのように取りざたされないというのもおかしな話だ。

「センセ、私らを襲ったウツセミに、私や幾いく瀬せくんのウツセミの攻こう撃げきが突とつ然ぜん効かなくなったんだけど。それって、『生まれたて』ってことと関係あるの？」

　夏梅は手をあげながら、スピーカーの向こうにいる「先生」へ問いかける。

　彼らは度たび重かさなる攻撃によって、肉体を進化させたのか？

『キミたちを襲うウツセミが「生まれたて」であることと、突然攻撃が効かなくなったことが関係あるのかどうか。答えはイエスだ。彼らは人間と同じように「覚える」ことができる。経けい験けんを積めば、それだけ強く、賢かしこくなる。彼らウツセミには特とく殊しゆな能のう力りよくもある。彼らは一定の時期まで同世代同士で、覚えたことを共有しあえるのだ。例えば、一体が言葉をひとつ覚えたとしよう。その覚えた言葉は、他のウツセミも覚えるのだ。経験の共有──これが、ウツセミの恐おそるべき能力のひとつだ。さらに彼らはダメージさえも覚えることができる。何度も同じ攻撃を食らえば、それに対しての抵てい抗こう力りよくも生まれるというもの。それは、普通の人間には生まれない特別なことだ』

「先生」の言葉通りならば、昨日の山藤高校での一件も理解できる。数分前まで効いていた攻撃が、突然個こ体たいを超こえて効かなくなった。ダメージを軽けい減げんできる肉体を作ったウツセミは、それを他のウツセミに共有させたのだ。それにより、刃ジンの攻撃も、グリフォンの攻撃も効かなくなった。

　改めて、自分たちが戦う存在が常じよう軌きを逸いつしたバケモノなのだと認にん識しきできる。

　次に出会ったら、こちらのウツセミの攻撃はダメージ──相手への損そん害がい、打撃はないに等しいだろう。

　こちらのウツセミ……？

　そうだ、こちらの刃ジンやグリフォンもウツセミだ。ならば──。

「それって、私たちのウツセミにも言えることなの？」

　夏梅が口にした質しつ問もんは、鳶雄も尋たずねたいことだった。

『経験の共有はできない。キミたちの持つウツセミは、すでに同じ世代を持たないひとつの独どく立りつしたウツセミとなってしまっている。誕たん生じようした時間、誕生した場所も別々だ。──が、強くなることは可か能のうだ。戦えば戦うほど、強く、たくましくなるだろう。攻撃が効かなくなったと言っていたが、そうなればキミたちのウツセミは自おのずと次のステップへ進んでいくはずだ』

　強くなれる──。刃ジンも、グリフォンも、鮫島の白い猫ねこも、まだまだ強くなれるということだ。

　確かに刃ジンは、学習してブレードの種類を増ふやしている。以前よりも要よう領りようよく戦せん闘とうがこなせるだろう。でも、与えるダメージが増しているわけではない。

　相手も力を増している。覚えたばかりの攻撃が効くかどうかはわからない。

　相手も強くなり、こちらも強くなる。イタチごっこにしか思えないが、いまは自分のウツセミがまだまだ強くなれると聞いて安あん堵どした。

「よかったね、グリフォン。あなた、進化できるってよ」

　夏梅は、語りかけながら自分の鷹たかをつついた。小こ突づかれたグリフォンは、目をぱちくりとするだけで、よくわかっていない様子である。

『フフフ』

　スピーカーから、「先生」の嘲ちよう笑しようが聞こえてくる。

『進化？　ウツセミがかね？　彼らウツセミは進化しているわけではない。常つねに自分たちのランクをあげていく。昨日出会ったウツセミは、今日同じウツセミではない。そして明日も変わっていく。──いいかね？　ウツセミとは、変化を繰くり返すバケモノなのだよ』

「んな、ごたくはいらねぇ。誰だれが来ようとぶっ飛ばせばいいだけだろ」

　いままで沈ちん黙もくを決め込んでいた鮫島は、話をぶった切るように淡たん々たんと言った。

「あんたに聞きたいことがあんだ。散々、あんたやそいつらがしゃべってたんだ、俺の質問にも答えてくんねぇか？」

　鮫島はスピーカーをにらむように視線を向けていた。

『なにかね？』

「バケモノに変わった奴やつは、二度と元に戻もどらねぇんか？」

　その質問は、鮫島が昨日鳶雄たちに向けてきたものだ。同じ問いを以前、鳶雄は夏梅にしたことがある。幼おさな馴な染じみである東とう城じよう紗さ枝えを元に戻したかったからだ。だが──。

『できない。一度、ウツセミの器うつわになった者は器になった時点で意い識しきを殺されている。殺された者は生き返らない。それは当然のことだ。キミの知り合いは、キミの知り合いの姿をした新しい生命体ウツセミだ』

　答えは変わらない。

『死というのは、意外に簡かん単たんなものだ。百円均きん一いつのショップに行き、百円のカッターを買えば人は殺せる。だが、人は蘇よみがえらせることはできない。この不ふ条じよう理りは、生物が生まれてきたときから、続く連れん鎖さだ』

「不条理すぎますよ。同級生がバケモノに変えられて、俺たちを狙ねらってくるなんて……」

　鳶雄は悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめる。

『たまたまキミたち陵空高校二年生全員が狙われ、たまたまキミたちが旅行に参加せずに生き残った。偶ぐう然ぜんとしか言えないが、運命でもある。受け入れる以外に先には進めない。考えてもみたまえ、いまこのときも戦場で常じよう時じ、命の危き険けんにさらされている兵士と、決まった数の敵てきを、平和な日常を送りながら退しりぞけるキミたち。どちらが死の危険が少ないだろうか？　まだ、キミたちの戦場のほうが遥はるかに安あん全ぜん圏けん内にあることを理り解かいしておくことだ』

　安全圏内──死ぬかもしれないことがか？

　そんなの、おかしいに決まっている！

　鳶雄は奥おく歯ばを嚙かみながら、怒いかりをあらわにしていた。

　決まった数の敵？

　それがなにを意味しているのか、この男はわかって言っているのだ。

「俺たちに、襲いかかってくる同級生を全部殺せというんですね？」

　怒おこった口調で鳶雄はガマンできず、口にする。

　バケモノに変えられたとしても、姿かたちは同級生。共に笑い、共に学んだ者たちだ。なかには親友も、幼馴染だっている。

　それを、殺せというのか？

『──そうだ。キミたちは、同級生の皮をかぶった二百体以上のウツセミを、倒たおさなければ生き残ることはできない。これからキミたちは三人で協力していきながら、戦っていくことになる』

「三人？　生き残った他の人たちと連れん絡らくが取れなくなったんだけど、私たちが三人集まったことと関係あるの？」

　疑ぎ問もんを感じた夏梅の質しつ問もんである。

　彼女は、以前連絡が取れたという他の生徒と再ふたたび電話で話そうとしたが、連絡が取れなかったと言っていた。それに対しての疑問だろう。

『いずれ、わかることだろう。三人になった意味を。いまはただ、お互たがいの力を補おぎない合い、ウツセミと共に成長していくことを優ゆう先せんさせたまえ。キミたちの敵はすでに人間ではないのだ。ウツセミとして裏切り者のキミたちを殺しに来る。情じように流されれば、殺されるだけだ』

「先生」は無情に言い放った。

　鳶雄は途と端たんに顔を強こわ張ばらせた。思い出したのだ。友人を、クラスメートを。

　記き憶おくのなかで、共に過すごした時間が思い出されていく。懐なつかしい。忘わすれたくない。かけがえのない記憶。

　その記憶に刻きざまれた仲間を、これから倒さねば生き残れない。

　殺さねば、殺される──。

　鮫島は目を伏せていた。強こわ面もてに悲ひ哀あいを帯びさせている。

『前まえ田だ信のぶ繁しげ──』

「先生」が口にした名前に、鮫島は反はん応のうした。途端に鋭するどい目つきでスピーカーを、スピーカーの向こうの人物をねめつける。

『そうか、ウツセミと化した彼に出会ったか。彼を元に戻したいわけだな。キミと前田信繁は友──』

「だまれ、クソがっ！　てめぇには関係のないことだ！　ウツセミだかなんだか知らねぇがな、俺おれを狙うヤローがいるなら、全部ぶっ飛ばせばいいだけだ！」

　鮫島は、目の前の机つくえを蹴けりでひっくり返し、怒ど号ごうを放った。鮫島の隣となりの椅い子すに座すわっていた白い猫ねこも、音と声にビックリして物もの陰かげに隠かくれてしまう。

　舌した打うちをすると、鮫島は早々に扉とびらのほうへ向かっていく。扉を開けると、もう一度スピーカーを見上げる。

「俺は姿も現せねぇ奴やつにこれ以上付き合うつもりはねぇよ」

　鮫島はそう言い放つと、扉を勢いきおいよく閉しめて退室していった。いつの間にか、白い猫もいない。ついていったのだろう。

「ちょっと！　こっちはまだあんたに用があるんだから！」

　夏梅も鮫島を追うように退室していく。きっと、協同戦線を張はるために呼よびかけに行ったのだろう。

　一人残った鳶雄も、バッグを肩かたにかけると、刃ジンと共に扉のほうへ向かった。もう、ここにいる理由もない。知りたいことはまだたくさんあるが、「先生」は答えてくれないだろう。

　相手も強くなり、刃ジンも強くなれる。それがわかっただけでも大した収しゆう穫かくだ。

　鳶雄が部屋から出ようとしたとき、スピーカーから声が届とどく。

『幾瀬鳶雄』

「先生」が、鳶雄を名指しで呼んだ。

『その子犬、大切にしたまえ。キミは運がいい』

　突然、そう言われ鳶雄は訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。刃ジンに視し線せんを移うつすが、子犬は尻尾しつぽを振ふるだけだ。

『ウツセミは、残り二百十二体だ』

　それは、あと二百以上も同級生と殺しあわねばならないということだった。







　鳶雄が雑ざつ居きよビルを出ると、バイクにまたがっている鮫島と、彼を引き止める夏梅が言い合いをしていた。

「だから、組めばこれからの戦せん闘とうだって楽に──」

「ウゼェよ。てめぇらはてめぇらで勝手に組めばいいだけの話だ。俺は来る奴をボコるだけでいい」

「だーかーらー！　三対三でも苦戦してるのに、一人で複ふく数すう体も相手にできないっしょ？」

「相手が何人で来ても変わりはねぇ。こっちが勝てばいい」

「あーもー、センセの話を聞いてなかったの？　あっちもどんどん強くなって、手がつけられなくなるかもしれないんだってば！　三人で協力しあっていかなきゃダメなの！」

　鮫島は嘆たん息そくして、燃ねん料りようタンクの上で座っていた白い猫ねこの頭をＵＦＯキャッチャーのように豪ごう快かいにつかんだ。

「こいつがどうにかしてくれんだろ？」

　白い猫も主人の酷ひどい扱あつかいを気にも留とめず、「にゃー」と鳴いている。

「バカーッ！　猫の持ち方ちがーう！　どうにかしてくれる前にどうにかなっちゃうでしょ！」

　鮫島の頭をはたくと、夏梅は白い猫を奪うばい取る。「よーしよし」とあやすようにやさしく抱だいた。不良校で震ふるえていたときと同一人物だとは思えない行動だ。

　鮫島は不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようではたかれた場所をさすっていた。

　夏梅が鳶雄に気づく。

「幾瀬くんもこのヤンキー止めて！」

「えー！」と抗こう議ぎの声をあげたいが、そんなことしたら目の前の不良がなにをするかわかったものじゃない。

　すでに夏梅に頭をはたかれてご立りつ腹ぷく中だ。

「止めるって言っても、皆川さんのほうが伝えたいことがあるって言ってたじゃないか」

　そう、夏梅はここに向かう途と中ちゆうに、何やら独どく自じに集めた情報があると言っていたのだ。

「そうそう」と、思い出したように白い猫を元の燃料タンクの上に置くと、夏梅は自分のバッグをあさりだした。

　夏梅はクリアファイルに挟はさまれたプリント用紙を取り出すと、鳶雄と鮫島双そう方ほうに見えるように鳶雄を鮫島のバイクのそばに呼んだ。

　彼女が取り出したプリント用紙には、ずらりと人の名前と住所らしきものが羅ら列れつしてある。

　よく見れば、見覚えのある名前と住所も記き載さいされていた。

「これは、事じ故こで死し亡ぼうしたことになっている生徒の住所録よ」

「どこでそんなもの手にいれたんだい？」

　鳶雄の問いに、夏梅は「企き業ぎよう秘ひ密みつ」と素そっ気なく答える。

「で、問題は次。これを見て。遺い族ぞくの人たち、引ひっ越こししてるの。しかもほとんど同時期。信じられる？　二百三十三名もの生徒の遺族が、ほとんど同時期に違ちがう場所に移り住んじゃっているのよ」

　確たしかに、あまりに不自然すぎる。二百以上の家庭が、そろって引っ越すなんて異い常じようだ。

「ウツセミ？」

　鳶雄の言葉に夏梅はうなずいた。

「信じたくないけど、ウツセミが関係しているように思えるのよね。それに、引っ越し先の住所がまったくわからないってのも怪あやしいわ。できる範はん囲いで手を尽つくしたけど、遺族の引っ越し先だけはわからなかった。二百以上もの家庭が集しゆう団だん失しつ踪そうなんて、あまりにありえない話よ。普ふ通つうだったら、事じ件けんになってもおかしくない。いや、事件にできた。けど、できなかった」

「『先生』が言っていた、ウツセミをサポートする存そん在ざいが関かん与よしてるってことか……」

　遺族をすべてどこかへ移うつすことのできるほどの力。それが組そ織しきかボランティアかはわからないが、裏うらで大きな力が動いているのは確かなようだ。

「これを追えば、もしかしたら事件のことが少しはわかるかもしれない」

　強い口調で夏梅は言った。表情は真しん剣けんそのものだ。

「皆川さん、キミはいったい何をする気なんだい？」

　ここまで調べ上げた夏梅を、鳶雄は不思議に思った。ウツセミに狙ねらわれる立場でありながら、あえて自らウツセミの根ね城じろに突つっ込こもうとしているかのような……。

　根城に突っ込む？　まさか……。

「私はね、好き勝手に私や同級生たちの人生をハチャメチャにしてくれた奴が許ゆるせないのよ。以前に聞いたセンセの話から、なんとなく事件を動かしている人がいるかもしれないって思ったんだ。だから、独自に調べていたの。そしたら、いろいろときな臭くさい事こと柄がらがあれよあれよと出てきて、さっきのセンセの話で確かく信しんを得たわ」

　夏梅は、鳶雄と鮫島を交こう互ごに見る。

「事件には黒くろ幕まくがいる。このウツセミと私たちの戦いを取り仕切る本当の敵てきが存在するのよ」

「それって、『先生』は関係あるのかな？」

「なくはないでしょ。黒幕と敵か味方かわからないけど、少なくともセンセは黒幕ではないわ」

「根こん拠きよは？」

「なんとなく。乙女おとめのカンって奴ね」

　それはまた、頼たのもしいことで……。鳶雄は心中で嘆たん息そくした。

「おい」

　鮫島が呼んでいる。見れば、口元を愉ゆ快かいそうに吊つり上げていた。懐ふところを探さぐると、携けい帯たい電話を取り出す。画面をこちらへ向けた。

「俺の番号だ。さっさと登録しろ」

　突然の申し入れに、夏梅はポカンとしていたが、途と端たんに笑え顔がおを浮うかべて自分の携帯電話を取り出した。

「ＯＫＯＫ！」

　素す早ばやく鮫島の番号を登録し、ボタンを操そう作さする。すると、鮫島の携帯電話が鳴った。

「それが、私の番号よ」

　鮫島は確かく認にんすると、電話をしまった。

「でも、なんで急に協力なんて？」

　鳶雄の問いに、鮫島は笑みを浮かべたまま言った。

「バカが好きなだけだ」

「へ？」

　予想してなかった答えに鳶雄は間の抜ぬけた声を出した。

「突然、何を言い出すと思えば、大ボスを倒たおそうなんてな。フツー、女子高生が考えることかよ」

　心底おもしろそうに、クックックと鮫島は笑った。

「ただな、そんな奴がいるなら、ノしてぇなぁって思ったんだよ。まあ、俺もよほどのバカってことさ」

　それだけ言うと、鮫島は白い猫ねこを懐に入れて、フルフェイスのヘルメットをかぶる。

「あっ！　まだ話すことあるのに、どこに行くのよ！」

　非ひ難なんの声をあげる夏梅をよそに、鮫島はアクセルを吹ふかす。すさまじいマフラー音だ。

「あてがあるんでな。俺は勝手に動かせてもらうぜ。何かあったら、連絡してやんよ」

　それだけ言うと、アクセル全開の猛もうスピードでこの場を去っていった。

「もう！　結束数分で仲たがいってどういう了りよう見けんよ！」

　夏梅は地じ団だん駄だを踏ふんで、すでに見えなくなった不良に文もん句くを言い続けていた。
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「ありえない。ありえないわ！　お笑いコンビだって、解かい散さんには明めい確かくな理由と、そこに至いたる経緯いきさつがあるはずなのよ！」

　いまだ文句を言い続けている夏梅は、ハンバーガーにかぶりついた。

　黙だまって文句を聞き続けている鳶雄は、黙もく々もくとハンバーガーを食べる。

　鮫島と別れたあと、二人は小こ腹ばらが空すいたということで、ハンバーガーショップに赴おもむいていた。

　席についた早々から、一人ペラペラと文句をぶっちゃけ続けている夏梅に、鳶雄もほとほと困こまっている。

　思ってみれば、こんなに感情の起き伏ふくが激はげしい少女は知人にいなかった。そのためか、対たい処しよ方法がわからない。とりあえず、話を黙って聞いてやればいいかと思っていたが、このまま聞いているのもなんなので、鳶雄も口を開く。

「話は変わるけどさ、よく平気だったね」

「え？」

　鳶雄の質しつ問もんに、彼女は眉まゆ根ねを寄よせる。

「鮫島綱生のことだよ。昨日山藤に行ったときは、あんなにビビってたのに今日は随ずい分ぶん……なんていうか、はっちゃけすぎてるっていうか」

　よく、有名な不良を殴なぐれたね──と言いたいが、「私が悪いみたいに言わないで」と返されそうなので、その辺は濁にごす。

「そうね。正直、初めて会ったときは怖こわかったわ。でも、あの人、『元に戻せるか？』って訊きいてきたじゃない？　そのときに、直感的に『ああ、この人はいい人かも』って思ったんだ。幾瀬くんと同じよね」

「俺おれと？」

　突然振られ、鳶雄は自分を指差した。夏梅もうなずく。

「あのとき、真実を私から告げられたときに『元に戻せるか？』って言ったでしょ？　だからね、仲間にしたいって思ったの。私も最初そう思ったから」

　満面の笑みで言われ、鳶雄は気き恥はずかしくなった。

　そんなこと、鳶雄は覚えていない。ただ、幼おさな馴な染じみの紗枝がバケモノになったってことが信じられずに、問いただしただけなのだ。

「さて、これからどこに行きますかね」

　夏梅は食べ終えたハンバーガーの袋ふくろを丸めると、バッグから先ほどのクリアファイルを取り出す。

　彼女は、なかの住所録に目をとおしていく。

「もう、ここに記された住所には住んではいないだろうけど、どこかの家に行けば何か手がかりとか手に入るかもしれないわ」

「…………」

　鳶雄は、とある住所と名前に目を留とめた。東城紗枝──。

　元々、同じマンションに住んでいたのだが、中学のときに一戸建てに引ひっ越こししている。

「……どこか、心当たりでもあるの？」

「う、うん。まあね」

　歯切れの悪い返事に、夏梅も片かた眉まゆをあげる。

「なら、そこに行きましょうか？　その人の家、わかるんでしょ？」

「わかるけど、欲ほしい手がかりが見つかるとは限かぎらないよ？」

　鳶雄の言葉に、夏梅は「だいじょうぶよ」と答える。

「それにさ、前々から思っていたんだ。こういう境きよう遇ぐうになってしまったけど、皆川さんはこんなことしてて、ご両親は心配しないのか？」

「うちはお父さんもお母さんも海外赴ふ任にんなので、そーいう心配はないのです」

　鳶雄の問いに夏梅は堂々と答えてきた。

　──俺と同じか。

「というわけで、幾瀬くんのお友達のところへ行きましょ行きましょ」

　二人は、住所録に記された東城紗枝の自じ宅たくへと向かうことになった。
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　電車で三駅ほど進み、そこから徒歩で住宅街のほうへ向かう。その間、鳶雄は幼馴染東城紗枝について話した。夏梅も紗枝のことを少しばかり知っていたようだ。

　以前、学校の行事で一いつ緒しよに行動したことがあると夏梅は言う。

　大きな通りから、少し離はなれたところに東城紗枝の自宅は存そん在ざいしていた。なんの変へん哲てつもない二階建ての家屋だ。

　しかし、少し離れたところから見ても、生活感がまるで感じられない。窓まどがすべて閉しまっており、表札の名前も消えている。手入れされていない庭の草は伸のびきっていた。

　鳶雄が以前きたときとは、まるで様子が違ちがっていたのだ。

　草が生い茂しげる庭で、おばさんがホースで草花に水をまいていた記き憶おくが蘇よみがえる。おじさんが休日座すわっていた庭の白い椅い子すも汚よごれていたので。

　この庭で、ゴールデンレトリーバー相手に悪戦苦く闘とうもしたんだったな……。

　そのことを思い出すと同時に、紗枝の笑顔が蘇る。彼女に頭をなでられ、やさしさを向けられたこと。この家のどこを見ても彼女との思い出が脳のう裏りに浮かび上がり、胸むねをしめつけられるが、いまはそれを抑おさえて家の様子を探さぐらねばいけないのだ。

　気持ちを切り替かえ、家の観察を再さい開かいする。

　貼はり出しの紙も出ていないようなので、家が売り出されているようにも思えない。引っ越しをするのなら、普通は庭の椅子も一緒に持っていくだろう。まるで、突とつ然ぜん神かみ隠かくしにでもあったかのように昔のなごりはある。

　気のせいか、周囲の民家からも人の気配がしない。やはり引っ越した陵空高二年生の遺い族ぞくの家だったのだろうか？

　いま自分たちがいる場所が、酷ひどく寂さびしく感じる。昼間なのに、雰ふん囲い気きが暗い。以前はこんなことはなかった。周辺から、あまりに生活感が伝わってこないのだ。

　二人は、門を開け、玄げん関かん前にまで足を運んでいた。カギがかかっているかどうか確認する。玄関の扉とびらは簡かん単たんに、開いた。

　鳶雄と夏梅は、カギがかけられていないことがわかると、互たがいに顔を見合わせる。

　これを、ワナと見るか否いなか。

　互いのウツセミ──刃ジンとグリフォンを自分たちの近くに置く。ここに何があるかはわからないが、一度人目のつかないところへ足を運べば、そこはウツセミの領りよう域いきである。いつ襲おそわれてもおかしくないのだ。

　こうしている間も、ウツセミはうしろから近づいてきているかもしれないのだから。

　恐る恐る扉を開け、玄関へ侵しん入にゆうしていく。玄関には、鳶雄が目にしたことのある小物や額がくに入れられた絵。以前来たときに見たそのままの風景だった。

　昼間なのに薄うす暗ぐらい家屋へ、二人は進んでいく。玄関では靴くつを脱ぬがなかった。いつでも駆かけ出せるようにしておく。

　夏梅は懐かい中ちゆう電でん灯とうを点灯させ、暗い室内を照らしていった。

　まずは、一番近くの部屋。静かにドアノブを回し、少し開けて中にライトを当てて確認する。──何もないようだ。

　見れば、応おう接せつ室しつだった部屋も、ソファーやテーブルなど、大きな家具は運び出されているようだった。埃ほこりだらけの室内には、いくつかのダンボール箱が置かれているだけ。

「手分けして、何かないか調べましょう。何か見つかったら、携けい帯たいを鳴らして」

　鳶雄も夏梅の意見にうなずくと、奥おくへと歩を進めた。







　扉を開け、リビングに進む。ソファーやテーブルはなかった。まとめられた雑ざつ誌し類るいや、枯かれた観葉植物。葉が落ち、床ゆかに散らばっていた。

　キッチンにも冷れい蔵ぞう庫こや電子レンジなどの家電こそ置かれてはいなかったが、その跡あとは残っている。引っ越し時に綺き麗れいに掃そう除じしてあってもいいようなものだが、跡はくっきりと残っていた。

　キッチンの戸と棚だなを開くと、保ほ存ぞん食しよくや調味料だけは残っている。水道の蛇じや口ぐちをひねるが、さすがに水は出ない。

　足音が聞こえ、警けい戒かいするが、現あらわれたのは夏梅だった。彼女もこちらを確認すると、頭かぶりを振ふる。

　あちらも何も見つけていないようだ。

　二人はリビングの真ん中に立ち、改めて辺りを見み渡わたしていた。

「変、よね」

　夏梅の意見に鳶雄もうなずいた。

「引っ越しにしては、あまりに雑すぎる。後始末がヘタっていえば、それまでだけど。急いで出てったって感じだ」

　部屋に大きな家具、家電は見当たらないものの、ダンボールを置きっぱなしにして、調味料や保存食などは置いたまま。急いで引っ越しせざるを得なかったように見える。

　一言で言うと、雑。引っ越しが雑なのだ。それが適てき当とうな言葉だと二人は思っていた。

「俺、二階のほうを調べてみる」

　鳶雄の提てい案あんに、夏梅も「じゃあ、私はこのまま一階をもう少し調べてみるわ」と応こたえ、ふたりは一時分かれた。

　鳶雄が、一度玄関のほうまで戻り、階かい段だんを上ろうとしたときだ。二階に人ひと影かげらしきものを見た気がする。

「……刃ジン」

　鳶雄は、静かにパートナーを呼よび、先せん導どうさせる。生なま唾つばを飲み込みながら、子犬のあとに続いて階段を上っていく。

　刃ジンは小さな体で一生懸けん命めい階段を上っていった。先に二階についた刃ジンは、鼻をひくひくとさせながら臭においも嗅かいでいる。特に何もないとわかると、尾おをこちらへ向けて振ってくれた。

　少し安あん堵どして、鳶雄は階段を上りきる。

　刃ジンの存在は大きい。こんな小さな体だが、なんと心強いことか。一人だったら、人影を見かけたと思っただけで恐きよう怖ふに包まれ、パニックになっていたことだろう。

　緊きん張ちようのなかで、頭を働かせられるのは刃ジンのおかげだ。

　二階に上がった鳶雄は、奥の紗枝の自室へと足を向ける。埃に満ちた廊ろう下かを進み、紗枝の部屋のドアノブをゆっくりと回した。

　この部屋には、一度だけだが入ったことがある。他の女の子の部屋がどんなものだかわからないが、室内は整理整せい頓とんされており小物などが置かれていて綺麗だった。

　ベッドや本棚などの家具はない。不思議なことに机つくえのみが、六畳じようほどの部屋に残されている。

　机の上には、何も置かれていない。鳶雄は、机まで近づき、そのひきだしを開けていく。中には教材やノートが入っていた。

　──やはり、雑だ。

　大おお雑ざつ把ぱに目に見える範はん囲いの物しか運んでいない。キッチンの棚の中身や、机の中身に関しては無む頓とん着ちやくだ。興きよう味みがないと言ってもいい。この家の引っ越しを行った者たちは、ただ家具などの目につく大きな物体を外へ運び出しただけに過すぎないのだ。

　ひきだしを開けていき、鳶雄はとあるノートに気づく。それを取り出すと、それは紗枝の日記だった。

　手にして、ペラペラとめくっていく。他た愛あいもない日記だ。よく見れば自分のことも書かれている。気き恥はずかしくて、直ちよく視しできないが、おもしろおかしく書いてくれていたようだった。

　旅行前日の日記に目が留とまる。

『五月○日晴れ　明日はついにハワイへ旅行だというのに、鳶雄の具合は完治していない。一いつ緒しよに行きたかったけど、仕方ないよね。明日は朝一に鳶雄の顔を見てから、空港へ向かおうと思う。明日は早い。早く寝ねなきゃ』

　その日の記き述じゆつを最後に、日記は途と切ぎれていた。当たり前だ。持ち主はもういないのだから。

　いや、日記は続いている……。十数ページ進んだ先で、記述は再さい開かいされていた。

　それを見て、眉まゆをひそめる。まるで子こ供どもが書いたように汚きたない文字だ。なんとか解読しようと文字に集中する。

　され　　た　うつ　さ　れた　うつさ　　れ。

　よくわからないがそんな感じの文字が何度も羅ら列れつされている。さらにページを進めて、絶ぜつ句くした。

『うらぎりもの』

　見開きのページに大きく雑に書かれたその文字に目が留まり、言葉を失う。

　そのとき、キィという部屋の扉とびらが開く音。鳶雄がそちらを向くと、扉の向こうに一人の少女が立っていた。その姿すがたに見覚えがある。当たり前だ。

「紗枝」

　目の前に現あらわれたのは、幼おさな馴な染じみである紗枝その人だ。こちらをジッと見つめている。

　刃ジンが低くうなった。漆しつ黒こくの毛を逆さか立だてて、全身で威い嚇かくしている。目の前の紗枝は薄うすく不気味な笑えみを浮うかべた。
















　いや、まだ本物かどうかなんてわからないじゃないか。

　鳶雄は、いまだ信じられずにいた。紗枝がバケモノとなって、自分と対たい峙じしているなんて。

　だが、鳶雄の目に留まったものが、眼がん前ぜんにいる存在が誰であるのか決定づける。

　左手に数珠じゆず──。

　それは、見覚えのあるものだった。祖そ母ぼから譲ゆずり受けた大切な数珠である。二か月前、紗枝と共に海に沈しずんだはずのもの。それを現げん在ざい所持しているとするなら──。

「お祖ば母あちゃん……なんで、守ってくれなかったんだよ……」

　鳶雄は顔をしかめ、悲ひ愴そうな言葉を口にする。

　理り解かいできた。いや、再さい認にん識しきしたのだ。

「うらぎりもの、みつけた」

　──ウツセミ。

　彼女の声で、彼女の姿で、バケモノはついに自分の前に現れた。それがショックでならない。けれど、ここでむざむざ殺されるわけにはいかないのだ。

　鳶雄は紗枝の日記をバッグにしまうと、刃ジンに命令した。

「刃ジン！　突とつ破ぱするぞ！　ブレード１・ヘッド！」

　刃ジンは額ひたいから刀を出現させる。

　対峙するなか、鳶雄の携けい帯たい電話が鳴った。誰からかはわからないが、夏梅のような気がする。おそらくは、あちらもウツセミと遭そう遇ぐうしたに違ちがいない。

　相手は二体？　いや、それは最さい低てい限げんの場合だ。二体以上いるという想そう定ていは持ったほうがいい。

　戦うべきか、逃にげるべきか。扉の前に立たれている以上、正面から突破は難むずかしい。鳶雄にとって、紗枝と戦うことは酷むごすぎる。相手がウツセミだと頭でわかっていても割わり切れない部分もあった。

　鳶雄は思い出す。確か、この部屋の下はリビングだ。

「刃ジン、下だ！　ラッシュ！」

　鳶雄の命令を受けると、刃は額のブレードを伸のばして、部屋の床ゆかを縦じゆう横おう無む尽じんに切り刻きざんだ。

　床はたちまち切り刻まれて、破は壊かいされたフローリングの床が一階へ落ちていく。床に大きな穴あなが開いた。

　鳶雄と刃ジンは共に勢いきおいよく一階のリビング目め掛がけて飛び出す。着地には成功したものの、足がジーンとしびれた。

「幾瀬くん！」

　夏梅の声が聞こえ、そちらに視し線せんを向けると夏梅が少年のウツセミと対峙していた。他の気配にも気づき、鳶雄が窓まどに目を向けると、男女が庭からこちらを見ている。

　直感でわかる。ウツセミだ。

「皆川さん、この家はヤバい！　どんどんウツセミが集まってる！」

「わーってるわよ、んなこと！」

　夏梅は毒づくと、バッグからスプレー缶かんを取り出した。

「逃げるわよ！　一時撤てつ退たい！」

　彼女はそう言うと、スプレーをまいた。途と端たんに苦しみだす少年のウツセミ。そうこうしているうちに、窓のガラスが壊こわされて、男女のウツセミが侵しん入にゆうしてこようとしている。

　そちらにも向けて夏梅はスプレーをまく。直ちよく接せつかけられたわけではないが、鳶雄は目が痛いたくなってきていた。彼女の手にしているものは催さい涙るいスプレーなのだ。

　二人は、キッチンに逃げ込み、台所の裏うら口ぐちから外に飛び出した。東城家の前の道に出ると、そのまま駅方面に向かって走り出す。

　後方を確かく認にんするが、追ってくるウツセミはいない。

　人がまばらに歩く道まできて、二人は足を止めて大きく息をついた。ここまで全力疾しつ走そうで逃げてきた。いままでで一番速く走ったかもしれない。

　お互たがい息が整うまで、無言。ある程てい度ど落ちついてから、先に口を開いたのは夏梅だった。

「やっぱり、おかしいわ。絶ぜつ対たいに裏で遺族ごと動かしている奴やつらがいるのよ」

「俺おれもそれは思った。引ひっ越こしがあまりに雑すぎる。まるで家具や家電だけをどこか別のところに持ち出しただけって感じがした」

　二人が東城家で思ったことを意見として出し合ったあと、ふいに夏梅の携帯電話が鳴った。鳶雄が画面をのぞくように見れば、『鮫島綱生』からだった。
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　翌よく日じつ、鳶雄と夏梅は無事学校での授じゆ業ぎようを終えて、指定の待ち合わせ場所であるコンビニの駐ちゆう車しや場じように向かった。

　駐車場に止まっているバイクの近くには、数人のいかにも不良といった風ふう体ていの男子と立ち話をしている鮫島がいる。

　鮫島がこちらに気づく。彼が不良と数度やり取りを交かわすと不良たちは頭を下げて、その場をあとにする。

「よう、呼び出しちまって悪いな」

　手をあげながら、鮫島は訊きいてくる。

「そっちはどうよ？」

「同級生の自じ宅たくに行ったんだけどね、不自然な感じを受けたわ」

「俺も同じだな。あのあと、ダチの家に行ったんだが、まるで夜逃げしたかのような感じだった。親おや御ごさんが事じ件けんかなんかに巻まきこまれたんじゃねぇかなって思ったんだがな、途と中ちゆうでバケモンに襲おそわれてよ」

　苦く笑しようしながら鮫島は言う。燃ねん料りようタンクの上に座すわる白い猫ねこをなでる。

「こいつに助けられちまった」

　白い猫はゴロゴロとのどを鳴らし、うれしそうに目を細めていた。

「やったの？」

「一匹ぴきな。他にも何体かいたが、さすがに危あぶねぇと思って退たい散さんした。予想以上に危ねぇヤローどもだ」

「だから、一いつ緒しよに行動しましょうって言ったっしょ？　マジでヤバい奴らなんだから、一人で無茶したら即そく死し亡ぼうよ？」

　平然と感想を言ってくる鮫島に、夏梅は再度言い聞かせるように言った。

「ああ、それだ。ちょっと付き合ってくれや。仲間らに少しばかり調べてもらったんだがよ。どうやら、事情を知っていそうな奴が見つかったようでな」

　鮫島の言葉に、二人は顔を見合わせた。

　事情を知っている人物？　誰だ？

「どこにいるのよ？」

「陵空高校だ」
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　もう二度と、ここに足を踏ふみ入れることはないと鳶雄は思っていた。

　自分の目の前には、懐なつかしい校こう舎しや。二か月前となんら変わらない。当たり前だ。まだ、あれからそれほど月日は流れていないのだから。

　鳶雄、夏梅、鮫島の三人は、母校の前に立っている。コンビニからここまで鮫島のバイクで移い動どうしてきた。サイドカーが付けられた鮫島のバイクに、三人で乗車してきたのだ。

　すでに空は日が沈しずみ、闇やみが支し配はいしている。陵空の生徒たちは、下校して、もういないようだ。部活で残っている生徒の気配も感じられない。

　正門は開いている。遠くを見てみれば、生徒用の玄げん関かんも開いているようだ。

「その事じ情じようを知っているっていう人は、まだいるんでしょうね？」

　人の気配が感じられない懐かしの校舎を見やりながら、夏梅は疑うたぐり深く言った。

「ああ、たぶんな」

「たぶんって、あなたねぇ……」

　鮫島の言葉に、肩かたをがっくりと落として夏梅は半はん眼がんで鮫島をにらんだ。

「心配すんな。予約は取りつけてある。俺が直ちよく接せつ連れん絡らくを取ったしな」

「で、誰なんだい？」

　鳶雄が鮫島に問いかける。

「生徒指し導どうの鬼おに山やまっての覚えてるか？」

「あー、あの赤鬼」

　夏梅は思い出したかのように手をたたいた。鳶雄も覚えがある。強こわ面もての教きよう師しで、いつも赤いジャージを愛用していたところから『赤鬼』と生徒たちから呼よばれていたのだ。

　鳶雄自身はあまりお世話になっていなかったが、不良がつかまって指導を受けている場面はよく見かけていた。

「その赤鬼なんだがな、元々修しゆう学がく旅りよ行こうに参加する予定だった。ところが、当日に用事が入ったとかで旅行参加をキャンセルしやがったんだ。で、旅行に参加したセンコーたちのほうは、全員死んじまったわけだ。つまりだ、あの事件で唯ゆい一いつ生き残ったセンコーは、鬼山だけってことになる」

「たまたま用事で参加できなかったとも考えられるけど、怪あやしいのも確かね……」

　考え込むように、夏梅は腕うでを組んだ。

「まあ、そんなわけで俺が連絡取ったら、『放課後来い』ってな」

「連絡って、なんて言ったんだい？」

　鳶雄が訊く。

　生活指導の教師の天てん敵てきとも言える不良から会いたいと言われれば、教師は「お礼参り」を思い浮うかべるのではないだろうか？　しかも相手は元陵空一のワル。

　普ふ通つうなら拒きよ否ひするはずだ。その状じよう況きようで、どうやって鮫島は約束を取りつけたのか？

「あ？　あー、フツーに『俺ですけど、今度会ってくれますか？』って、言ったんじゃねぇかな、確か」

　ポリポリとあごを指でかきながら、鮫島は曖あい昧まいな記き憶おくを口にした。どうも、適てき当とうに連絡を取りつけたらしい。よくあちらも了りよう承しようしたものだ。

「まあ、会いに行けばわかるわよ。ささ、行きましょう」

　夏梅は腕をあげ、一人「おー」と気合を入れていた。

　鳶雄と鮫島が校門をくぐろうとしたときだ。七歳さいぐらいの少女が、くいくいと鮫島の服を引っ張ぱっていた。

　少女に気づいた鮫島は、その頭をなでてやると、不良座りで目線を同じにする。

「なんだ、どうした？」

　鮫島はぶっきらぼうに話しかける。

　そのとき、鳶雄の足元にいる刃ジンが毛を逆さか立だて、威い嚇かくした。それは、少女に向けられている。

　夏梅も何かに気づいたようだ。

「鮫島くん！」

「あっ？」

　夏梅の叫さけびに鮫島が顔をそちらに向けたとき──。

「うらぎりもの」

　かわいらしい声と同時に、鮫島の背せ中なかから刃やいば状じようの突とつ起き物ぶつが姿を現した。顔だけ、こちらを向いていた鮫島の口から、血が吐はき出される。

「マジ……か、よ」

　鮫島は少女の鋭するどい刃状に変へん質しつした腕に貫つらぬかれている。
















　少女がゆっくりと腕を引き抜くと、鮫島はその場に前のめりに突つっ伏ぷした。地面に真っ赤な血が広がっていく。

　鮫島が致ち命めい傷しようを負ったのだと、鳶雄にもわかった。

「グリフォン！」

「ブレード１・ヘッドだ、刃ジン！」

　鳶雄と夏梅は互たがいにウツセミの名を呼ぶ。子犬は額ひたいから刀のブレードを生やし、鷹たかは翼つばさを硬こう化かさせていく。

　刃ジンは軽けい快かいに走り出し、グリフォンは空を滑かつ空くうする。同時ともいえる二匹の斬ざん撃げきが少女を襲うが、斬きりかかられた少女には傷きずひとつついていなかった。

　──効きかない。

　もう一度グリフォンは空中で体たい勢せいを立て直してから、今度は少女の腹ふく部ぶ目掛けて突っ込んでいく。凄すさまじい速度から生まれる衝しよう撃げきに、小さな体は後方に大きく吹ふき飛ばされる。

「いまよ！」

　夏梅が鮫島のほうに駆かけ出す。鳶雄も鮫島を救うために、駆け寄よった。二人で鮫島を起こし、肩に担かつぐ。

「校内に逃げましょう」

　夏梅の提てい案あんに鳶雄もうなずき、二人は鮫島を担いで校こう舎しやのほうに向かっていった。







　開かれていた玄げん関かんから、中に入り、一階にある保ほ健けん室しつに向かう。

　鮫島から滴したたり落ちる血の跡あと。このままでは失血死してしまうかもしれない。

　保健室につくが、教員はいなかった。鮫島をベッドに寝ねかすと、夏梅は医い療りよう道具などを物色し始める。

「幾瀬くんは上着を脱ぬがして！」

「あ、ああ」

　夏梅の緊きん迫ぱくした声に圧おされながらも、鳶雄は鮫島の上着に手をかける。──と、上着から白い猫ねこが出てきた。鮫島のウツセミだ。それが上着のなかにいた。

　白い猫も鮫島同様に大怪け我がをしているようだ。猫をいったんベッドの横に置き、鳶雄は鮫島の上半身を裸はだかにする。

「脱がした？」

　うなずく鳶雄。夏梅は血を拭ふき取り、患かん部ぶを確かく認にんする。

「急所からはズレてる。急いで病院に連れて行けば助かるかもしれない。──けど」

　夏梅は苦く渋じゆうに満ちた表情を浮かべる。

　そうだ。外にはまだあのウツセミの少女が存そん在ざいする。しかも相手にこちらのウツセミの攻こう撃げきが効かない。

「おかしいよ……。同級生のウツセミ以外襲ってこないんじゃなかったのかよ!?」

　鳶雄は毒づくが、結果は変わらない。外には敵がいるのだ。

「それも気になるけど、ダメ……。血が止まらない」

　夏梅が患部を押おさえるが、鮫島の血は止まらない。

　──死ぬ？

　鳶雄の脳のう裏りに目の前にいる不良の死が浮うかんだ。同じ境きよう遇ぐうの人間が、不ふ条じよう理りなバケモノに殺されてしまう。

　そんな現げん実じつは真っ平だ。

　陵空にいたときは、接点すらなかった者同士だった。生きる世界も、生きている価か値ち観かんも違ちがったが、確かに同じ空間で生活をしていたのだ。

　助けたい！

　鳶雄もガーゼを手にして、患部を押さえる。鳶雄は自分が涙なみだを流していることに気づく。

　同級生の合同葬そう儀ぎでも涙を流さなかったのに、なぜか目の前で死に近づいてる同級生の死をなんとしても止めたかった。

　隣となりで夏梅も泣いている。

　思えば、鮫島は、鮫島だけはあの葬儀を一番悲しんでいたのかもしれない。特とつ攻こう服ふくを着て、半ば葬儀をぶち壊こわしにきたかのような振ふる舞まいで、鮫島は花を友の遺い影えいに向かって投げつけた。それは、誰よりも仲間の死を受け止め、悲しんだからではないか？

　血がいまだ止まらないなか、白い猫がケガを負いながらものろのろと立ち上がった。

　鮫島の顔の横に来ると、白い猫は長い尾おで顔に触ふれる。まるで何かを探さぐるかのように尾で彼の顔に触れていく。

　尾は伸のびていき、別の生き物のようにうごめいていた。患部に白い尾が触れたとき、白い猫がピクリと反はん応のうする。

　夏梅は血を止めるために押さえていた手を患部から離した。鳶雄も同様に。

　白い尾は、血を止めるためのガーゼを払はらいのけ、患部をあらわにしていく。それから、患部をゆっくりと何度も触れていった。

　白い猫は、尾をさらに伸ばしていき、鮫島を足先からぐるぐると巻まいていく。太もも、腰こし、患部を含ふくむ腹部、そして頭部。尾は鮫島の全身を包み込んでいく。

　白い猫の体全体が尾の一部と化していき、鮫島を覆おおう一部になっていく。

　白い猫が鳶雄と夏梅の前から消えたときには、鮫島は白い繭まゆに包まれたような状じよう態たいになっていた。

「これって……」

　その現象に驚きよう愕がくした鳶雄と夏梅は、繭に触れてみる。コツコツという硬かたい反応が返ってきた。なかではいったい何が起こるのか？

　ガラスが割れる音が聞こえてきた。

　二人が、窓のほうに視し線せんを向けると、そこには腕を異質な突起物に変へん貌ぼうさせている先ほどの少女と、少年のウツセミが一体いた。

　鳶雄と夏梅のウツセミの攻撃は効こう果かを示しめさない。いま戦せん闘とうになっても、逃にげ出すので精せい一いつ杯ぱいだ。

　しかし、ベッドには繭に包まれた鮫島がいる。彼を置いてこの場から逃げ出せば、かっこうの的にされてしまうだろう。

　鳶雄は大きな繭を抱かかえようとするが、一人では持ち上げられない重さだ。夏梅も手伝うが、なんとか浮き上がる程てい度どでとてもではないが持ち運べる重さではない。

　そうこうしているうちに、二体のウツセミは割れた窓から侵しん入にゆうしてくる。

　刃ジンは威い嚇かくしながら、硬度のあるブレード２・西洋の両もろ刃はを生やした。飛び出して切りかかるが、やはりダメージは皆かい無むだ。いや、逆に刃ジンのブレードが根元から折れた。

　──もう、刃ジンのブレード２でもまるで相手にならない。

　あのブレードが完成していれば……。鳶雄は心中でそう思うが、現実はそれを許ゆるしてくれない。

　あのブレードとは、『ブレード４』のことだ。鳶雄が現在想そう像ぞうしているなかでも最強と思える剣けんだ。『ブレード３』もあるが、威い力りよくが見込めるかどうかわからなかった。

　ウツセミの両腕が根元から分かれていく。左右二本ずつ、合計四本となった腕は、大きく伸びてこちらに照しよう準じゆんを合わせる。

　腕は、四本同時に真まっ直すぐと勢いよく伸びてきて鳶雄たちを襲う。それをなんとか横に避よけてやり過ごすが、腕の一本が鋭い勢いで鮫島の繭に直撃する。

　やられた！　──そう思ったが、繭は傷ひとつ受けていなかった。

　どうやら、繭はウツセミの攻撃では傷をつけられないほどの硬度を持っているようだ。

「行きましょう！　あれは、ちょっとやそっとじゃ壊れはしないわ」

「だけど！」

「私たちのウツセミは、必ず私たちを守ってくれるわ！」

　夏梅が鳶雄の手を引き、逃げるよう促うながしてくる。鳶雄もうなずき、二人は繭に包まれた鮫島を残して保ほ健けん室しつを出て行った。
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　廊ろう下かに出てから、二人は二階の端はしにある職しよく員いん室しつに急ぐ。そこにいる鬼山先生に会いに行くのだ。

　ウツセミの特とく性せいを信じるならば、関係のない人間が近くにいれば彼らは襲ってはこれないはずだ。

　階段を上り、職員室まで全力で走りぬく。走りながら後方を確かく認にんするが、ウツセミは追ってきていない。いや、彼らは変化する腕や舌したを用いて壁かべを上る力も持つ。

　廊下の窓ガラスにも注意を払いながら、一路職員室へ。

　眼前まで職員室の扉とびらに近づいたとき、ふいにその扉が引かれる。職員室から現あらわれたのは、赤いジャージを着た強こわ面もての男性。それが鬼山先生だと、鳶雄も夏梅も一目でわかった。

　鬼山もこちらを確認すると、

「コラ！　なんだ、おまえら！」

　一いつ喝かつ。二人とも、その声量に驚おどろいて足を止めた。鬼山先生はズカズカとこちらに向かって、歩いてくる。その歩く姿は怒いかりに満ちていた。

「おまえら！　こんな時間に何してるんだ！　どこから入ってきた!?」

　怒ど声せいを張り上げながら、鬼山が近づいてくるが、こちらの顔を確認すると片かた眉まゆを吊つり上げて怪け訝げんな表ひよう情じようを浮かべた。

「……おまえら、もしかして」

「お久ひさしぶりです。私たち、以前この学校の二年生だった──」

「皆川夏梅と、そちらは幾瀬……鳶雄だったか？」

　夏梅が自じ己こ紹しよう介かいするまえに、鬼山は双そう方ほうを指でさして二人の名前を呼んだ。どうやら、知っている様子である。

「なんだ、おまえら。ここに何しにきた？」







　給湯室からお茶を用意する音が聞こえてくる。

　鬼山がお茶を淹いれてくれているのだ。

（鮫島くん、だいじょうぶかな？）

（いまは、あの白い猫コ信じましょう）

　応接用のソファーに座り、二人は小声で話していた。

「……そうか、鮫島の代わりに来たわけか」

「え、ええ」

　夏梅は給湯室にいる鬼山に受け答えした。

　鮫島は急用ができて、ここに来られなくなったから自分たちが代わりに来た──と鬼山には説明してある。

「しかしな、おまえらがここに来るとはな。どうだ、校こう舎しやは変わっていないだろう？」

　鬼山は強面に笑みを浮かべ、トレイに載のせた三人分のお茶をテーブルの上に置く。

　鳶雄たちの対面の席に、鬼山は深く腰こしをおろす。

「ハハハ。鮫島から連絡があったときは、あいつのことだ、お礼参りにでも来るんじゃなかろうかと邪じや推すいもしてしまったがな。おまえたちが来たということは、そういうわけでもなさそうだ」

　鬼山は笑いながら、無ぶ精しようひげをさする。

「で、私に訊ききたいことってなんだ？」

　二人を交こう互ごに見ながら、鬼山は腕を組んだ。鳶雄は体を前に出して、真しん剣けんな表情で珍めずらしく自分から切り出した。

「あの海上事じ故こについてです」

　それを聞くや鬼山は渋しぶい顔になる。それはそうだろう。この人も事件の関係者。当時、連日のマスコミによる取材のせいで、この件に関して語ることに嫌いや気けがさしていて当たり前だ。

　しかし、相手が同じ事件の関係者となれば別のはず。

「先生は、あの旅行に参加する予定でしたよね？　けど、参加しなかったのはなぜです？」

「幾瀬、私はこう見えても周辺学校の教育委員会で委員も兼かねているんだ。突然の用事だって入るし、旅行よりも優ゆう先せんしなければならない仕事もあるんだよ」

　苦く笑しようしながら、鬼山は鳶雄に答えた。

　確たしかに、鬼山が教育委員会で活かつ躍やくしているのは耳にしたことがある。だが、鬼山が口にした答えは、鳶雄が本当に聞きたかったものではない。

「先生は、知っていたんじゃないですか？　あの船が事故に遭あうことを」

　夏梅のストレートすぎる問い。

　鬼山はとたんに険けわしい表情を浮かべる。怒おこっているのだ。

「バカをいうな！　おまえらは、なにを言っているんだ？　なぜ私があんな事故が起こることなど予よ測そくできる？　そんなくだらないことを訊ききにきたのなら、帰るんだ。私は、マスコミに散々な目にあって、そういうくだらない質しつ問もんが嫌になっているんだ！」

　鬼山は懐ふところからタバコを取り出し、口にくわえて火をつけた。

　そうとう機き嫌げんを損そこねたようで、怒いかりの眼まな差ざしを鳶雄と夏梅に向けてきている。だが、夏梅も引っ込まない。

　ついに核かく心しんに迫せまる質問を口にした。

「先生は……、鬼山先生は『ウツセミ』という生物をご存ぞんじですか？」

　夏梅の質問を聞いた鬼山は、怒り顔から虚きよをつかれたような表情に転じた。

　すると、突とつ然ぜん拍はく手しゆをしだす。

「ハハハ、おめでとう！」

　満面の笑みで二人に祝福の言葉を送った。今度は逆ぎやくに虚をつかれたように驚おどろく鳶雄と夏梅に、鬼山はくつろぐかっこうで話を始める。

「もう少しかかるものかと思ったんだが、意外に早かったようだ。それでもおまえらは二番手だがな。しかし、優ゆう秀しゆう優秀。よくこんな短期間で私までたどりつけたもんだ」

　いまだ突然の展てん開かいに頭のなかが整理しきれていない二人をおもしろおかしそうに見ながら鬼山は続ける。

「まあ、そんなに驚くな。ある程てい度ど目星をつけてここに来たのだろう？　ならば、いまは喜ぶべきだ。おまえたちは次のステップに進めるのだから」

　──ステップ。

　この言葉に聞き覚えがある。隣となりの夏梅も気づいたようだ。

「鬼山先生は、あの雑ざつ居きよビルで情じよう報ほうとウツセミのタマゴをくれたセンセの知り合いってこと？」

　夏梅の問いに、鬼山は大きく口の端はしを吊つり上げる。正解という意味だろう。

「おまえたちは、ウツセミのタマゴを得て、『最初の先生』と出会った。ここで最初の授じゆ業ぎようは終わりだ。次の授業を受けるために、おまえたちには越こえなければならない壁かべが存在した。バケモノと化した同級生と戦うために恐きよう怖ふ心しんを捨すて去ること。そして、最終的に私にたどりつくことが次のステップに進むための正しい道のりだ」

　鬼山は、まるでいままで自分たちがとおってきた経けい緯いを簡かん単たんに説明するようなことを言った。

「……あんた、何者なの？」

　異い質しつな者を見るような目で、夏梅は訊く。

「私は『二番目の先生』だ。ここでおまえたちが来ることを待ち、新たな情報を与あたえるためのな」

　授業？　同級生と戦うために恐怖心を捨て去ること？

　いままで自分たちが苦しんだことも、悲しんだことも、死に掛けたことも、全部『先生』の手のひらの上だったということか!?

　鳶雄の心中が怒りで埋うめ尽つくされていく。

「ふざけんな！」

　怒りに満ちた鳶雄は、テーブルをたたき、自分でも信じられないほどの声量で叫さけんだ。

「俺おれたちが、友達を殺して苦しんでた時間も、殺してしまった罪ざい悪あく感と喪そう失しつ感で悲しんでいた時間も、全部アンタらが用意してたっていうのかよ！」

　鬼山は、愉ゆ快かいそうに指を左右に振ふり「チッチッチッ」と否ひ定ていする。

「『最初の先生』から聞いたろう？　私たちは、ウツセミ側ではなく、おまえらの『先生』なんだと。そのような時間は用意していない。すべては予想の範はん疇ちゆうだ」

　彼は心底愉快そうだ。

　夏梅も顔を怒りに歪ゆがませて何かを言おうとするが、鬼山は手で制せいす。

「言いたいこともあるだろうが、私は私の役目を果たすだけだ。それに、あまり長くこの体で動いては本人に負ふ担たんがかかるだろう。ひとつ訊きたいんだが、鮫島綱生は生きているのか？」

「わからない……。致ち命めい傷しようを受けて、保ほ健けん室しつにいるけど、白い繭まゆみたいなのに包まれた」

　鳶雄の言葉を聞き、鬼山は口の端をあげる。繭状のものに包まれる現象を知っている様子だ。

「それはけっこうなことだ」

　鬼山は、握にぎった両手を逆手のままで鳶雄と夏梅の前にそれぞれ突つき出すと、テーブルの上で手を広げる。そこには、それぞれ丸く小さな石のようなものが存在していた。

　右手にふたつ、左手にひとつ。合計三つ。大きさはビー玉よりも二回り大きいほどだ。

「これは、『切っ掛かけ』だ。受け取りなさい」

　先生は、『切っ掛け』と呼んだ丸い物体をテーブルの上に置いた。

「おまえらの敵てきであるウツセミは、日々強くなっていく。知ち恵えをつけ、力もつける。経けい験けんの共有という能のう力りよくを失ったおまえたちのウツセミでは、通つう常じようのウツセミとの戦せん闘とうにおいて歴然の差が生じるのだ。これは、それを補おぎなう『切っ掛け』だ。有ゆう効こうに使うことだ」

　鬼山は立ち上がり、窓まどのほうを向いた。遠くの空を見つめるかのように、視し線せんをはるか彼方かなたへ。

「時間だな。最後だ。ひとつ教えよう。私は、この鬼山という男性教きよう諭ゆの体を借りているだけに過すぎない。普ふ段だんは鬼山として過すごすが、おまえたち生き残りの生徒から、『ウツセミ』という言葉のスイッチを入れられることで、私に転ずる。私は、この鬼山に植えつけられた『要よう素そ』でしかない。だから、私が消えたあとで、これ以上鬼山に問うても無む駄だだということだ。次に会うときは再ふたたび何も知らない鬼山先生なのだから」

「待てよ！　あんたらはいったい何者なんだ？」

　鳶雄の問いに、鬼山は──いや、『二番目の先生』は不敵な笑えみを浮かべるだけだった。

「鮫島綱生は無事だ。それと、私が『消えた』瞬しゆん間かんから、戦いは再さい開かいされる。健闘を祈いのるよ」

　そこまで言うと、鬼山は気を失って床ゆかへ倒たおれこんだ。

　二人は倒れた鬼山に近づき、彼の様子を窺うかがうが気を完全に失っている。ちょっとやそっとでは起きそうもない。

「……どうやら、『二番目の先生』って、誰だれかが赤鬼に植えつけた人じん格かくか何かみたいね」

　夏梅は鬼山のジャージのポケットなどを探さぐる。何か手がかりがないか探っているのだろう。しかし、何も見つかりはしない。

「じゃあ、鬼山先生が用事で旅行に参加できなかったってのも」

「ええ、誰かが仕掛けたことだわ。用事ってのは、おそらく『二番目の先生』という人格を植えつけることだったんじゃないかしら。──この人も純じゆん粋すいな犠ぎ牲せい者しやだったのよ」

　細めた目で夏梅は鬼山を見ていた。夏梅は心底悔くやしそうだ。

　鳶雄も同様だ。追いつけたと思ったら、真相はまだはるか先で影かげすらも見えていなかった。

　まだ、鳶雄たちは誰かの手のひらの上だ。誰かのシナリオによって動かされているだけに過ぎない。

「ここにいても、もう意味はないわ。鮫島くんの様子を見に行きましょう」

　夏梅の案に、鳶雄もうなずく。

　床に倒れた鬼山をソファーに移い動どうさせる。このまま床に寝ねかせておくのはかわいそうだ。

　二人は、テーブルの上にある『切っ掛け』と呼ばれた丸い物体をそれぞれ手にすると、職しよく員いん室しつをあとにした。
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　職員室を出て、保健室を目指す。

　廊ろう下かを走るなか、夏梅が話しかけてくる。

「例の女の子なんだけど」

　夏梅がいう『女の子』とは、鮫島を刺さした七歳さいほどのウツセミ少女のことだろう。

「私、たぶん知ってるかもしれない」

「本当に？」

　夏梅の告白に鳶雄は驚おどろいた。

「もし、私の予想がマジなら最悪だわ。ウツセミとの戦いがいっそう面めん倒どうになる」

　彼女の苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表ひよう情じようから察するに、それはさらに混こん迷めいを深める予想なのだ。

　二人は、階かい段だんを一気に駆け下りて、保ほ健けん室しつのある一階まで下りてきた。

　階段下にまで来たとき、少年のウツセミが四本に分かれた腕うでを空中で自在に動かして、こちらへ狙ねらいを定めてくる。

　敵の攻こう撃げきを察知した刃ジンは、鳶雄の命令を受ける前にブレードを生やして切りかかった。

　だが、刃ジンのブレードは自在に動く四本の腕により四方八方から攻撃され、ことごとく破は壊かいされる。

　腕の一本が刃ジンを捕とらえ、上に振り上げられて、一気に廊下の床に叩たたきつけられた。刃ジンも激げき痛つうにより「ギャン！」という悲鳴をあげる。

「刃ジン！　クソ！」

　夏梅のグリフォンも翼つばさでの攻撃や体当たりを仕掛けようとするが、狭せまい廊下では力は存分に揮ふるえない。そのうえ、攻撃も効果的ではないのだ。

　なんとか、空中で体たい勢せいを整えながら、グリフォンは体当たりをしようとしたが、突とつ如じよ伸のびてきた物体に体を巻かれる。廊下の天てん井じようにトカゲのように張りついたもう一体の少年ウツセミが、長い舌したでグリフォンを絡からめ捕らえたのだ。

　二人のウツセミが、あまりにあっさりと敗れ去り、鳶雄と夏梅は苦く渋じゆうに満ちた表情でウツセミをにらむ。ウツセミたちは薄く笑みを浮かべていた。

　鳶雄の視し界かいに人ひと影かげがちらつく。視線を移うつせば、少女のウツセミがこちらに向かって歩いてきている。

　その少女を再さい度ど確かく認にんするように、夏梅は携けい帯たい電話を取り出し、同級生のデータを映うつし出す。

　画面を鳶雄のほうに向けてきた。

「この娘こ、うちのクラスの朝あさ比ひ奈なさんっていうんだけど」

　携帯電話の画が像ぞうには、一人の女子高生が映うつし出されていた。鳶雄は覚えがない。まだ、全員の顔を覚えきれていないからだ。

「この娘こね、私と特別仲が良かったわけじゃないの。でも、偶ぐう然ぜんなのかどうかわからないけれど、小中高と一緒だったのよ。それでね、似にてるの」

　夏梅がそこまで言うと、鳶雄もなんとなく夏梅が言いたいことがわかった気がした。

　しかし、その事実を認みとめたら、先ほどの混迷を極きわめる予想は現実となってしまう。だが、夏梅ははっきりと口にした。

「小学生時代の朝比奈さんにそっくりなのよ。いいえ、あれは朝比奈さん自身」

　夏梅が口にしたのは、最悪の答えだ。あってはならない。そんな事じ態たいがあるはずがないのだ。

「あの子が、そうならウツセミってのは最悪のバケモノじゃないか」

　震ふるえるように鳶雄は目の前の異い形ぎように恐怖した。

「ウツセミは、器うつわになった人間の成長を戻もどせるんだわ。ううん、もしかしたら、その逆ぎやくだって考えられる」

「そんな！　子こ供どもから大人まで姿すがたを変えられるってんなら、そんなのどうやって対たい処しよしろっていうんだよ!?　携帯のデータ写真だって意味ないじゃないか！」

　絶ぜつ望ぼうに身を裂さかれるような思いが二人を襲おそう。

　器になった者の成長を操そう作さして姿を変えられる。これがどれほど最悪なことか。いままで鳶雄は同級生のウツセミから警けい戒かいしながら移い動どうや生活をしてきた。

　だが、実は姿を変えたウツセミが、自分をいままで見ていたとしたら……。

　街で、駅で、電車のなかで、買い物途と中ちゆうの店のなかで、もしかしたら校内でも見ていたかもしれない。校内に入れる大人は限かぎられているが、ゼロではないのだ。

　彼らはいつでも襲える位置にいる。自分たちが、ひとたび人気のない場所に赴おもむけばそこが戦場。

　彼らは、ただ待っているだけなのだ。襲える場所と機会を。

　少女ウツセミの、少女とは思えない不気味な笑み。鳶雄と夏梅を殺せることが、よほど愉ゆ快かいでたまらないのだろう。

　この殺意はどこから湧わいてくるのだろうか？

　ふいにそんな思いに鳶雄はかられるが、わかったところでこの全身をさすような殺意が止まるすべなど皆かい無むなのだろうと自答する。

　少女のウツセミが、腕を刃物のようなものに変質させ、こちらに殺意を向けた。刃ジンは、少年ウツセミに足で踏ふみつけられて動けない。グリフォンも、天井に張りついてるウツセミから自力で逃にげ出せないようだ。

　うしろの階段を上れば夏梅と二人で逃げることはできる。だが、目の前の刃ジンやグリフォンを残して去ることなんてできない。彼らは自分たちが逃げても、それを咎とがめないだろう。彼らはあくまで自分たちに従じゆう順じゆんだ。

　いままで命を救ってくれたパートナーを残していけるか？

　残せる者もいるだろう。しかし、鳶雄と夏梅はそちら側の人間ではなかった。

　──なんとか、救わなくては！

　絶望の淵ふちで二人が選せん択たくしたのは、自分たちのウツセミを助けること。彼らは戦うことを選んだ。

　夏梅はバッグを開け、スプレー缶かんを取り出す。鳶雄には、警けい棒ぼうらしきものとゴーグルを渡わたしてくる。

「これ、ボタン押おすと電気出るから」

　鳶雄がボタンを押すとバチバチと電気が放出された。鳶雄と夏梅はゴーグルをかける。催さい涙るいスプレー対たい策さくだ。

　二人は互たがいに確認し、うなずきあうとウツセミへ突っ込んだ。

　夏梅が催涙スプレーを撒まいた。廊下に霧きり状じようのスプレーが立ちこめ、ウツセミを覆おおう。鳶雄も刃ジンを踏んでいるウツセミに近づき、警棒を振り下ろす。

　硬かたい感かん触しよくが警棒から伝わってくる。警棒の一撃は、ウツセミの腕うでに阻はばまれた。だが、これで終わらない。

　鳶雄はボタンを押して、電流をウツセミに浴びせた。とたんに全身を痙けい攣れんさせながらウツセミはその場にくずおれる。刃ジンが解かい放ほうされた。刃ジンも催涙スプレーと警棒の電流が伝わったのか、涙を流しながら痺しびれに苦しんでいるようだが無事だ。

　いまが、好機だ。

「刃ジン、ブレード３・テール！　スラッシュだ！」

　刃ジンは苦しみながらも、主の命令を聞いて尾おを曲線のブレード──巨きよ大だいな鎌かまに変化させた。ウツセミの喉のど元もとに持っていくと、鎌を一気に引き抜く。

　本来なら、引いた勢いで首を落とせるのだろうが、ウツセミを転ばせるだけで決定打にならない。

　──やはり、ブレード３でも無理か！

　鳶雄は心中で毒づいた。現げん在ざいの刃ジンのブレードでは、ウツセミを斬きるのは絶望的だ。

　天井に張りついていたウツセミも催涙スプレーの影えい響きようで廊下に落下した。グリフォンも解放されたようだが、こちらもスプレーを浴びたため、床の上でバタバタと苦しそうだ。そのグリフォンを夏梅は抱だきかかえる。

　自分のウツセミを助けた二人は、一気にこの場から逃げ出そうとするが、鳶雄の足が何かにつかまれた。鳶雄は大きく床に転ぶ。

　足をつかむものを見れば、伸びてきたウツセミの手。手の持ち主は少女のウツセミ。

　彼女は、薄うすく笑みを見せると言った。

「おぼえた」

　その言葉を皮切りに、先ほどまで催涙スプレーで苦しがっていたウツセミたちが突とつ如じよ立ち上がり、こちらに視し線せんを向けてきた。

　顔も元の無表情に戻っている。催涙スプレーの効果に免めん疫えきを作ったということなのだろう。

　もはや、苦しむ姿を見うけられない。

　足をつかむウツセミの手に鳶雄は警棒を振り下ろす。が、当たる寸すん前ぜんでウツセミはあっさり手を離はなした。

　スタンガンを警けい戒かいしているのだ。だが、使用し続ければそれも効きかなくなるだろう。

　攻撃すればするほど、彼らは強くなる。本当に最悪の相手だ。

　二体の少年ウツセミは、どちらも腕を四本にして、こちらに照準を定めてくる。少女のほうも両腕を刃物状に変化させた。

　刃ジンもグリフォンも、なんとかウツセミと対たい峙じするが、まともに戦える相手ではない。

　戦せん況きようが不利な状況で、鳶雄はポケットにしまっていたものに気づいた。小さな丸い物体。

　──『切っ掛かけ』と呼よばれたもの。

「二番目の先生」が、二人に託たくしたものだ。鳶雄が取り出すと、夏梅も気づいたようにスカートのポケットから取り出した。

　取り出したところで、使用方法もわからない。手の中で遊ばせたところで、何も変わるわけでもない。

　使い方もわからないまま、立ち尽つくす鳶雄たちにウツセミたちは容よう赦しやなく襲いかかってくる。五指の爪つめが鋭するどさを増まし、腕が大きく振り上げられた。それをこちらに放とうとした少年ウツセミ二体の腹ふく部ぶを、白い閃せん光こうが貫つらぬく。閃光は白い矢のように見える。

　ウツセミを貫いたままの白い矢はブルブルと振しん動どうし始めた。ウツセミの腹に空いた穴あなは振動と共に大きく広がっていく。

　口から大量の鮮せん血けつを吐はき出し、二体の少年ウツセミは床に両りよう膝ひざをついた。白い矢はヘビのようにくねらせて、ウツセミの体から抜けていく。

「どうやら、祭りにはギリギリ間に合ったようだな」

　鳶雄と夏梅の視線の先に、廊下の壁かべにもたれながら、こちらに笑みを浮かべる鮫島が立っていた。

　そして、鮫島の隣となりには白い獣けもの。

　獅し子しのように大きな白い豹ひようが鮫島の隣に位置していた。先ほどの白い矢のようなものは、その白い豹の尾から伸びている。

「やれ」

　鮫島の命令を受けた白い豹は、二ふた又またに分かれた尾を少女に向かって放った。目では追えないスピードで、易やす々やすと少女の頭部と胸部を貫く。少女ウツセミの腕がだらりと下にたれたことを確認すると白い豹は尾を引き抜いた。こと切れた少女は、その場で前のめりに突っ伏していく。

「これで、さっきの貸かしはなしだ」

　彼は、鳶雄と夏梅にそう言うと、限げん界かいがきたのかその場で座すわり込こんだのだった。







「『二番目の先生』ねぇ」

　鮫島のもとに駆かけ寄よった鳶雄と夏梅は鮫島に職しよく員いん室しつで起こったことを話した。

　彼は、特に驚おどろいた様子も見せずに自分の腹部にできた傷きず跡あとを手で触ふれている。重じゆう傷しようだった腹部の傷もすっかり治り、背せ中なかまで空いていた穴あなもふさがっていた。傷跡は残っているが、わずかな時間で彼はなんとか歩けるほどにまで回かい復ふくしている。

「目が覚めたら、変な繭まゆみたいなもんのなかに入っててよ。破やぶって出たら、隣にそいつがいたんだ」

　鮫島が言うそいつとは、白い豹のことだ。彼の隣で寝ねている。猫ねこの姿をしていたウツセミは、自らを繭に変化させて主あるじを包み込んだ。そのなかで治ち療りようをおこなったのではなかろうか？

　ウツセミはまだわからないことだらけだ。そういうこともできるのではないだろうか？

　鳶雄はそう思っていた。

「じゃあ、このコが元ニャンコってわけね。信じられないけど、さっき戦った少女姿の朝比奈さんを考えれば納なつ得とくはできるわ」

　同級生のウツセミは器うつわとした者の成長を戻もどした。逆ぎやくを考えれば、成長を早めることも可か能のうなのだろう。それを踏ふまえれば、同じウツセミである鮫島のウツセミが小さな白い猫から、豹のような姿になってもおかしくはない。

　十分に異い常じような現象ばかりだが、受け入れねばまともにウツセミとは戦えないだろう。

「世話になっちまったな。おまえらには」

　鮫島は二人に頭を下げた。

「いいわよ。同じ境きよう遇ぐう同士、手を取り合わなきゃこんな異常事じ態たい突とつ破ぱなんてできやしないわ」

　夏梅はカラカラ笑う。

「おまえにも世話になっ──」

　鮫島が、隣の豹に礼を言いながら、頭をなでたときだった。彼の手が止まった。その手がふるふる震えている。

　鳶雄と夏梅も不安にかられ、豹に触さわった。

　──白い豹は息をしていない。

　心しん臓ぞうの音を確認しても、鼓こ動どうは聞こえてこなかった。白い豹は、もうピクリとも動きはしない。

　鳶雄と夏梅は、その場にくずおれる。鮫島も呆ぼう然ぜんと隣の豹を見ていた。

「どうして？」

　鳶雄は気の抜ぬけた声を出す。

　信じられなかった。さっきまでウツセミを相手に圧あつ倒とう的な力を揮ふるっていたのに。鮫島を復活させ、自らも大きく変化させた。

　なのに、なぜ？

「……あれほどの傷を負った鮫島くんの治療をして、自分も急激に変化させた。もしかしたら、無理をしたのかもしれない。人を蘇そ生せいさせるなんて、それは大変なことだもの……」

「じゃあ、自分の命と引き換かえに？」

　鳶雄の問いに夏梅は答えないが、彼女の頰ほおに涙なみだが一ひと筋すじ流れる。

　自分の命を絶たってまで、主の命を尊そん重ちようした。傷を治し、ウツセミは体を変化させる。この時点で、相当な無理をしたのではないだろうか？

　それでもウツセミは、主の武ぶ器きとして、最後まで戦い抜いた。

　鮫島は、「ククク」と笑いながら白い豹の頭を叩たたく。

「んだよ。ダセェな。まだ全然俺の役に立ってねぇってのによ、もうオシャカかよ？　ざまぁねぇな。俺を主人だと思うなら、もっと活かつ躍やくしてから死ねばいいんだよ」

　暴ぼう言げんを吐はく鮫島を鳶雄も夏梅も咎とがめなかった。

　彼が、笑いながら涙を溢あふれさせていたから。

「なあ？　おまえは──。おまえか……。ハハハ、ひでぇよなぁ。ひでぇ。俺はひでぇヤローだよなぁ。おまえに名前もつけてやってねぇ……。甘あまえさせてもやってねぇ。……ダセェのは、俺だよなぁ」

　彼が名前のない白い豹の頭を何度なでてやっても、その白い豹は返事をしてはくれない。

　名前を与えられなかった白い猫は、主人を救い、主人を守り、主人のために命を散らせた。

　猫は、幸せだったのだろうか？

　ただ、鳶雄にはそのウツセミの顔が満足そうに見えた。少しの間しか生きられなかったウツセミは、きっと満足だったのだ。

　そのときだった。夏梅がポケットを探さぐり出す。

　彼女がポケットから取り出したのは──『切っ掛かけ』と呼ばれた玉だ。

「もしかしたら……」

　何かを閃ひらめいたような表ひよう情じようで、夏梅は鮫島に『切っ掛け』の玉を見せる。

「鮫島くん。これをそのコに使ってみて」

　いきなり、夏梅に理り解かい不ふ能のうなことを言われて、鮫島はその手に玉を手て渡わたされた。

　何の説明もなく突とつ然ぜん渡されたため、使い方もわからない。だが、ゆっくりと命を散らしたウツセミの体の上に置いた。

　すると、玉が白い豹の体にどんどん食い込んでいく。玉はいつの間にか豹の体にもぐり、姿すがたが見えなくなってしまう。

　不思議な現げん象しように全員が息をのむ。豹の体が足先からボロボロと崩れ始めたのだ。

　崩れは止まらずに、その勢いきおいを増まして、体全体が砂すなのように形をなくしていく。

　豹は白い砂の山と化す。その山が、動いた。

「あっ、いま動いた」

　夏梅が山をどかそうとしたが、鮫島が先に白い砂の山を手で払はらっていく。白い砂の中から姿を現あらわしたのは小さな白い子こ猫ねこだ。

　猫は体を震わせて砂を落とすと最初に目にした鮫島に向かって、小さく鳴いた。鮫島はゆっくりと猫を抱だきあげる。彼は泣きっ面つらに笑えみを浮うかべていた。

「バカヤロー」

　鮫島の言葉に、白い子猫は目を細めてゴロゴロとのどを鳴らしていた。
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「いくぞ」

　鳶とび雄おは目の前に待機する黒い犬に向かって、パイ皿をフリスビーのように投げる。それは一枚まいではない。十枚以上だ。

　黒い犬──刃ジンは、連続で四方八方に投げられるパイ皿を軽けい快かいな動きで、一枚一枚を額ひたい、背せ中なか、尾おのブレードで的てき確かくに打ち抜ぬいていく。

「これでフィニッシュだ」

　二枚同時に投げる。一枚は刃ジンへ向かって飛ぶが、もう一方はあらぬ方向へ飛んでいく。

　刃ジンは飛び出し、まずは向かってくるパイ皿を額のブレードで打ち抜いた。もう一枚は違ちがう方向に飛んでいくが、刃ジンも空中にジャンプしてパイ皿の方向を目で追って定める。

　空中で体をひねると、尾のブレードが勢いよくパイ皿目め掛がけて伸のびていった。ブレードは易やす々やすとパイ皿を貫つらぬく。

　すべてのパイ皿を打ち抜いた刃ジンは、床ゆかの上にうまく着地した。

　鳶雄は刃ジンに近づいて、頭をなでてやる。刃ジンは尻尾しつぽをふり全身で喜びを表現していた。

　後方から拍はく手しゆをする音が聞こえる。

「見させてもらいやんした。いんやー、すんごいねぇ。刃ジンくん」

　制せい服ふく姿すがたの夏なつ梅めがいつの間にか、そこにいた。マスターキーとやらで入ってきたのだろう。

　陵りよう空くう高校での出来事から数日経けい過かしていた。

　鳶雄と夏梅は、移い住じゆう先を変えて、新たなマンションで暮くらしている。

　そろそろ感づかれるかもしれないと夏梅が言い出し、半ば強ごう引いんに引ひっ越こしを敢かん行こうすることになった。鳶雄と刃ジンが練習していたのはマンションの中でも一番広い部屋だ。

　他ほかにも変わったことがある。刃ジンだ。

　中型犬の子犬ほどしかなかった体が、いまは中型犬の成犬ほどの大きさにまで成長していた。さらにまだ成長しているのだ。

　陵空で「二番目の先生」から受け取った『切っ掛け』という玉を、陵空の一件けんが終わったあと、刃ジンに与あたえてみたのだが……。

　翌よく日じつ、刃ジンは体を成長させていた。それは一日に止とどまらず、次の日も子犬を成長させていく。

　同時にブレードの強度が増ました気がした。切れ味が格かく段だんによくなっているようだ。なんせ、先ほど投げていたパイ皿はすべて鉄てつ製せい。

　鳶雄は、フリスビーの起き源げんは鉄製のパイ皿から始まったことを知り、鉄製のパイ皿を購こう入にゆうしたのだった。

　屋上でやりたかったが、そうしたら風に乗って建物の外へ飛び出してしまうだろう。

　最初は、たどたどしかった動きも数をこなすごとにうまくなっていった。いまではほぼ百％投げたパイ皿を貫ける。

　部屋の隅すみには変わり果てたパイ皿たちが放置されていた。

「さて、朝ごはんにしましょうか。今日は私の手作りです」

　夏梅はえへんと胸むねを張はる。

　いつもはパンをトーストしたものだった。

「へぇ、皆みな川がわさんの手作りか。なんでまた？」

「なんせ、今日は新しい仲間の歓かん迎げいを兼かねてますから」

「？」

　鳶雄の疑ぎ問もんはすぐに解かい消しようする。

「よう」

　リビングに山やま藤ふじの制服を着た鮫さめ島じまが座すわっていたからだ。彼の足元には白い猫ねこ。刃ジン同様に成長しているようで、以前見たときよりも大きくなっている。

「ど、ど、どうして──」

　心底驚おどろく鳶雄に、夏梅がにんまり笑顔で答える。

「実はですね、昨夜ひっそりと引っ越してきたのです」

　夏梅曰いわく、鮫島も住じゆう居きよに困こまっていたのだという。すでに彼の家は襲しゆう撃げきされていた。知り合いのつてで、なんとか暮くらしていたが、これ以上迷めい惑わくはかけられないと感じ、夏梅の誘さそいを受けたのだった。

　確たしかに、この新しいマンションには鳶雄や夏梅以外は住んでいない。空いている部屋はたくさんある。

　それはわかるが、内ない緒しよにすることはないじゃないか──と、鳶雄は思う。きっと、驚かせたかったのだろう。

「つーわけで、よろしくな」

　無ぶ愛あい想そうな表情で、鮫島は手を軽くあげた。

「あ、うん」

　歯切れの悪い返事をして、鳶雄もテーブルにつく。

「さーさ、朝ごはん食べよう！」

　俺おれの部屋で食うんだ……。

　鳶雄は、いままでの経緯いきさつから夏梅に文もん句くを言うのも無む駄だだと思い、その辺は突つっ込こまないことにした。

　夏梅が食しよく卓たくに朝のメニューを用意していくわけだが、一品増えるたびに鳶雄と鮫島の顔が険けわしくなる。

　真っ黒に焼けこげた平たい物体に、炭化した何かが添そえられた一品。

　魚を載のせる器に載った、同じく炭化している何か。

　丸ごとガラスのボールに入っているレタス。千切れというのか？

　いちおう、レタスの上からマヨネーズがかけられている。彼女からの無言の丸かじり推すい奨しようなのかもしれない。

　まともに見えるのは、味み噌そ汁しるとご飯ぐらいだ。

「……皆川さん、出来れば今日の献こん立だてをレクチャーしてくれないかな？」

　我われながら、見事な言い回しだと鳶雄は自じ賛さんした。彼女を傷きずつけずに目の前の惨さん劇げきを知ることができるのだ。

「見てのとおりよ」

　彼女は、すらりと満面の笑えみで返してくる。

　鳶雄は生まれて初めて女子を呪のろおうと思った。

　いや、彼女に悪意はない。結果が悪そのものだとしても、彼女の思いは純じゆん粋すいなはずなんだ。

「いや、見てもわからねぇよ。なんだ、この消し炭は。ひでぇにもほどがあるぞ」

　明らかに不ふ機き嫌げんな表ひよう情じようの鮫島は目元をひくつかせながら言う。

　──不良は最強だ。

　鳶雄はそう思う。はっきりと思ったことを口にするから。

　夏梅は鮫島の物言いにムッとして、箸はしで炭すみを分ぶん解かいしていく。

「失礼ね。これはソーセージを添えた目玉焼きで、こっちはシャケよ！　見た目黒こげでも、表面のこげを落とせば……」

　しかし、分解しても分解しても炭ばかり。夏梅もさすがに言葉を失うが、無理やり笑顔を浮うかべて言った。

「少し火を止めるのが遅かったってだけよ」

「いや、これは火事あとから見つかったって、具合だぞ」

　文句を言うのにも疲つかれた様子の鮫島は、一番まともそうな味噌汁に口をつける。──が、やはり顔をしかめた。

「……おまえ、出だ汁しは取ったのか？」

「え？　なにそれ？　味噌汁は味噌でしょ？」

　小首を傾かしげながら、夏梅は真ま面じ目めに答える。

　鳶雄もお椀わんに口をつけるが、確かに味噌の味しかしない。具の豆とう腐ふもバラバラで、形をなしていなかった。

「いいか？　味噌汁ってのは、煮に干ぼしとかで出汁を取って味つけするもんなんだよ。基き本ほんだぞ、基本」

　こめかみをひくつかせながら、鮫島は静かに夏梅へ説き聞かせる。それを聞いて夏梅はキッチンのほうに赴おもむき、何かを手にとって戻もどってきた。

　手の中のものをドバッと鮫島のお椀に入れていく。

「これでいいの？」

　怪け訝げんな表情で、彼女は鮫島の顔を覗のぞき込こむ。

　鮫島のお椀から、夏梅にまるまる投入された煮干しが姿すがたを見せている。彼のこめかみにある青あお筋すじがいっそう盛もり上がった。

「女に殺意を持ったのは初めてだぜ……」

　夏梅に悪意は感じられない。本気で味噌汁の作り方を知らないのだ。ただ空回りしているだけ。

　しかし、彼女の必死な行こう為いは悪意となって元陵空一の不良に襲おそいかかっている。

　このままでは、キレた鮫島と逆ぎやくギレした夏梅の早朝バトルが開始されるだろう。

　鳶雄は深く息を吐つき、立ち上がった。

「俺が作るよ、朝飯」







　トントントントンと軽快な音を鳴らして、鳶雄は長ネギを包丁で切っていく。

　煮干しの頭と内ない臓ぞうを取り、それを軽く火であぶる。あぶった煮干しをコトコトとやや弱めの中火で約十分煮出す。途と中ちゆうでアクも取る。火を止めて、布ふ巾きんをかけたザルで濾こすと出汁の出来上がり。

　切った長ネギを出汁で煮て、沸ふつ騰とうさせないように注意しながら合わせ味噌を入れてやる。そのあとから、豆腐を入れて少し煮込む。

　こうして、味噌汁の完成である。

　他にも半はん熟じゆくに焼かれた目玉焼き、おいしそうなピンク色のシャケ。

　それらが朝の食しよく卓たくに上がる。

「わー、幾いく瀬せくん、スゴっ」

　夏梅は鳶雄の作った朝食を見て感かん嘆たんの声を漏もらした。

　いただきますも言わずに、鮫島がずずっと味噌汁をすする。夏梅も急いで「いただきまーす」と味噌汁を口にした。

　二人の反はん応のうが一拍ぱくおいた為ため、鳶雄は不安になるが、

「おいしい！」

「うめぇ……」

　どうやら上々のようだ。

　一人暮らしだった鳶雄は料理が得意だった。何せ、以前住んでいた自じ宅たくから調理道具一式を持ってきているぐらいなので。

　そのあと、二人は無心に朝食を口に運んでいく。

「なんていうのかな、お袋ふくろの味ってやつ？　お母さーんって叫さけびたくなるかも！」

　わけのわからないことを言っているが、夏梅は箸はしを休めない。

　鮫島は一度箸を休め、こちらに箸を無作法に向けてくる。
















「おまえ、これから飯係な。こっちの消し炭女は台所に今後絶ぜつ対たいに立たせるなよ？」

「何よ！　私だって、幾瀬くんから料理を習えばこのぐらい！」

「煮干しをまんま突っ込んでくる奴やつじゃ無理だ」

「お腹なかに入れば一緒でしょ!?　お腹のなかで出汁になるわよ！」

「アァッ！　この火か災さいアマ！　マジで殺すぞ！」

　お茶ちや碗わんを片かた手てに言い争う二人に、鳶雄が訊きく。

「おかわりあるけど？」

『もらう！』

　同時の返事に鳶雄はため息を吐ついたのだった。







　鳶雄が朝食の後始末──結局、台所は鳶雄に任まかされた──を終え、テーブルに戻ってくると鮫島がとあるノートを見ていた。

　昨夜、リビングで紗さ枝えのノートを見ていて、そのままだったのだ。

　鳶雄は咄とつ嗟さにノートを奪うばおうとするが、鮫島はひらりと躱かわす。彼は鳶雄の行動から何かを悟さとったかのように、にんまりといやらしい笑みを浮かべる。

「ハハッ、なんだ？　おまえの彼ツ女レの日記か？」

「……幼おさな馴な染じみの日記だよ。この前、その子の家を探たん索さくしにいって、つい持ってきちゃったんだ」

　鳶雄は気き恥はずかしそうに言う。鮫島は、「探索」という言葉を聞いて、バツの悪い顔を浮かべた。

　ここに夏梅はいない。彼女は自分の部屋に身み支じ度たくをしに戻っている。

　そっぽを向きながら、ノートを鳶雄のほうに突き出す。

「……悪かったな」

　一言、そう謝あやまってきた。

　鳶雄はノートを受け取り、首を横に振ふる。

「いや、いいんだよ。いつか、倒たおさなきゃいけないのに、こんなのを持っているんだ……。我われながら、覚かく悟ごがなくてさ」

「大事なやつだったんか？」

「うん。小さな頃ころからずっと一緒だったから……」

「そうか」

　そのやり取りのあと、しばしの沈ちん黙もくが流れた。

「……ひとつ、気になったんだが」

　切り出したのは鮫島だ。

「わけのわからねぇ文字が書かれてるとこあったろ？」

　鮫島の問いに鳶雄は心当たりがあった。

　され　　た　うつ　さ　れた　うつさ　　れ。

　そう何度も同じ文字が並ならんでいるところだ。

「それ、『うつされた』って書かれてねぇか？」

　確たしかに、そう見えないこともない。いや、言葉に表すなら、それぐらいしかないだろう。

　だが、それが何を示しめしているのかはわからない。

「まあ、気にしないでくれや。俺おれの勘かん違ちがいだろうからさ」

　そのあと、また静せい寂じやくがリビングを支配する。

「おまたせー」

　そこに場違いに明るい夏梅が身支度を終えて帰ってきた。空気が重いことに気づき、鳶雄と鮫島を交こう互ごに見てくる。

「どうしたの？」

「いや、なんでもないよ」

　鳶雄は心配そうな夏梅に笑顔で返す。

　両りよう膝ひざをバンッと叩たたいて鮫島は立ち上がった。

「おまえら、放課後付き合えや」

『へ？』

　二人同時に素すっ頓とん狂きような声を出すが、鮫島はかまわずに続けてくる。

「学校が終わる頃に迎むかえを出すからよ、今日は俺に付き合え」

　それだけ言うと、鮫島は白い猫ねこを抱かかえて、部屋を出ていく。

　鳶雄と夏梅は鮫島の言ったことの真意もわからず、顔を見合わせて首を傾かしげていた。
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　鳶雄は、午後の授じゆ業ぎようを受けていた。

　その日も何事もなく一日を終えようとしている。窓まどから空をながめ、物思いにふけっていた。

　ここ数日、ウツセミは襲しゆう撃げきしてこない。確かに警けい戒かいしているし、携けい帯たい電話に記録された同級生の顔写真を見て、だいたいは相手の顔を把は握あくしてきている。

　ウツセミたちは他の生き残りの生徒たちに襲おそいかかっているのかもしれないと鳶雄は思っていた。生き残りは自分と夏梅、鮫島以外にも数人いるのだ。

　先日の「二番目の先生」からは、自分たちがそこにたどりついたのは「二番目」だと聞いていた。それは、先に別の生き残り生徒が来ていることを意味する。

　もしかしたら、今日だって「二番目の先生」のもとに三着目の生徒たちがたどりつくかもしれない。

　いま、こうしている間もどこかで同級生と同級生が殺し合いをしているのだろう。

　この状じよう況きように慣なれるのは、酷ひどく不ま味ずい。殺しに来るのだから、殺さなければならない。この状況は精せい神しんをおかしくする。

　それにいつ、殺した同級生の数を覚えられなくなるか。そうなったら最悪だ。二百三十三名。殺した相手と殺していない相手を把握できるか？　難むずかしい問題だ。

　仮かりに今日殺した相手を、一か月後覚えているだろうか？

　次々と襲いかかってくるなかで、果たしてそこまで覚えていられるだろうか？

　生きることで精せい一いつ杯ぱいである。生き残ろうとしているだけで、いまの人生はいっぱいいっぱいなのだ。

　幼おさな馴な染じみの紗枝と対たい峙じしたとき、いままで殺してきた同級生同様に殺せるだろうか？

　やらなきゃやられると割わり切って、自分は紗枝を殺せるのか？

　その答えを鳶雄は出せないでいる。紗枝の家で紗枝のウツセミに出会ったとき、鳶雄は躊躇ためらった。殺せずに逃にげたのだ。

　やろうと思えば、倒せたかもしれない。でも、どこかで救えるかもしれないという思いに駆かられる。

「先生」は、「一度ウツセミになった者は、二度と元には戻もどれない」と言った。

　割り切れない。それを受け入れることができないのだ。鮫島ももしかしたら、そう思っているのではないか？

『百円で簡かん単たんに人は殺せるが、人は蘇よみがえらない』

「先生」の言ったことをふいに思い出す。

　だが、鮫島の猫は蘇った。いや、正確には生まれ変わったのだ。あの猫は、まったく別の猫なのだと鮫島は、言っていた。

　以前の猫は大人しい猫だったそうだが、再さい生せいした猫は活発に動き回って、鮫島をてこずらせているようだ。

　元に戻すことはできなくても、新たに再生することはできるのではないか？

　なら自分は、幼馴染を、紗枝を──。

　そこまで考えて、鳶雄は苦い笑みを浮かべた。

　──もう、答えは出ていたのかもしれない。

　紗枝を想おもうとき、鳶雄は彼女との戦せん闘とうをシミュレーションしているのだから。
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　一日の授業を終え、友人と軽くあいさつを交かわしながら教室を出る。

　下げ駄た箱ばこまで来て、鳶雄は生徒用玄げん関かんの様子がおかしいことに気づいた。玄関に人ひと垣がきが生まれているのだ。全員一様に外をおびえながら見ている。

　鳶雄が、人垣を搔かき分けながら前に出ると、遠目に正門周辺でたむろしている異い様ような集しゆう団だんが見てとれた。

　色とりどりの頭に、特とつ攻こう服ふく。危あぶなそうな顔つきに、改かい造ぞうバイク。激はげしいマフラー音がここまでビリビリと空気を震ふるわせてくる。

　誰だれか狙ねらわれているのだろうか？

　触さわらぬ神に祟たたりなしとはいうが、まさにその状況だ。みんな裏うら門もんのほうから下校している。鳶雄もそうしようと思ったとき、視し界かいの隅すみに見知った人ひと影かげが映うつった。

　急いでそちらに顔を向けると、正門にたむろしている不良のなかに夏梅が混まじっているではないか。

　そのとき、ポケットの携帯電話が鳴った。画面を見ると「皆川夏梅」──。

　ボタンを押おして鳶雄は恐おそる恐る出てみる。

「はい」

『コラ！　遅おそい！　ちゃっちゃと出てきて！　いま、正門の前に来ているの。学校終わってんでしょ？』

　ずいぶんご機き嫌げんななめの様子だ。

「いや、だって正門にスゴイ人たちがお集まりなんだけど……」

『わかってるわよ！　さっさと来て！　私を一人にすんな！』

　最後は逆ギレ状じよう態たいで電話が切れた。

　どうも、校門にいらっしゃる方々は自分をお待ちのご様子だった。夏梅も強制的にあそこで待たされているのだろう。何がどうなって、こんなことになっているかはわからないが、このままでは彼らにも、夏梅にも殺されるはめになる。

　鳶雄は意を決して、玄関を出て行った。うしろから悲鳴めいた生徒たちの声があがる。

　一歩一歩近づくたびに、バイクの駆く動どう音が鼓こ膜まくに大きく響ひびいていく。

　あちらも鳶雄に気づくと何やら携帯電話の画面と、こちらの顔を確かく認にんするように見み比くらべている。

　不良の一人が、鳶雄の前に出てきた。

「自分、『叉悪シヤーク』っつーチームの伊い住すみってモンなんスけど、幾瀬くんスよね？」

　独どく特とくの口調で鳶雄を確認してくる。

「そ、そうだけど……？」

　鳶雄は控ひかえめに肯こう定ていした。名前が知られている。山藤に特攻したことが、そちらの業界で話題沸ふつ騰とうなのだろうか？

「総そう長ちようが会いたいって言ってるんで、ちょっとツラ貸かしてもらえないっスかね？」

　総長──。

　いきなり、ボスからのオファーに立ちくらみがするが、横から夏梅が耳打ちしてくる。

（この人たち、鮫島くんの仲間みたいよ）

　それを聞いて納なつ得とくした。

　早朝、彼が自分たちに『今日付き合え』と言ってきたのを思い出す。迎むかえをよこすとも言っていた。

　彼が、暴ぼう走そう族ぞくをやっている噂うわさは聞いたことがある。どうやら、そのチームが自分を迎えに来たようだ。

　迎え？

　つい、考えてしまう。いったい、どこに連れて行く気なのだろうか……。

「じゃあ、アシ用意してるんで、ケツに乗ってください」

　不良君が用意してくれたのは、バリバリの暴走族仕様の改造バイク。ハンドルは、アップハンドル。三段シート。正面のロケットカウル、後ろのツッパリテール、派は手でなペイント。

　そして、トドメの爆ばく音おんマフラー。立りつ派ぱな族車である。

　これにまたがったら、何か大切なものをなくしてしまうような感覚に陥おちいるのはただの妄もう想そうだろうか？

　乗ることに躊ちゆう躇ちよしている鳶雄に不良君は強こわ面もてに笑顔を作って軽やかに言ってくる。

「だいじょうぶっスよ！　かっ飛ばしますんで、ソッコーで総長んとこまでつくっス！」

　──法定速度だけは守ってね。

　口に出さず、心中でそう願った鳶雄は、覚かく悟ごを決めて後部シートにまたがった。夏梅のほうは、派手に改造されたサイドカーに乗車している。存そん在ざいを消している刃ジンは夏梅のひざの上に乗っていた。グリフォンは空を飛んでくるだろう。

　鳶雄は半帽ヘルメツトを渡され、急いで着用する。もちろん、乗り手の彼はヘルメットなんてものをしない。それがきっと、彼らの美学なのだろう。

「行くぞ！」

　鳶雄を乗せた彼が、掛け声をかけるとその場の不良全員が、いっせいに爆音を鳴り響かせた。鳶雄は鼓こ膜まくが破やぶれそうだと思いながら我が慢まんする。

　鳶雄と夏梅を乗せた族車たちは、法定速度を大きく超こえるスピードで一路鮫島のもとへ爆走していったのだった。







　途中、警けい察さつに追つい尾びされるが、彼らの巧たくみなバイクテクニックによって難なんを逃のがれる。

　いや、むしろ警察に保ほ護ごされたほうがよかったのではないか？

　そうこう思っているうちに、鳶雄と夏梅は町外れのファミリーレストランに到とう着ちやくした。

　レストランの駐ちゆう車しや場じようには、カタチ、色しき彩さい鮮あざやかな個こ性せい的なバイクが陳ちん列れつされている。

『叉悪』と書かれたチーム名が各車両にペイントされ、独特の旗もバイクについていた。

　チンピラたちの案内で店内へ。

　そこは異様な空間だった。一いつ般ぱんの客は隅すみっこで、派手な頭や特攻服に身を包む若わか者ものたちは店内の半分を占せん領りようする勢いきおいで座すわっている。

　白い煙けむりがすごい。ここにいる不良たちのほとんどがタバコを吸すっているのだろう。

　ゲラゲラと下品な笑いが聞こえるなか、二人は一番奥おくに陣じん取どる者たちの席にとおされた。

　二人を連れてきた不良君は、直立不動で頭を下げる。

「総長！　連れてきました！」

　彼が頭を下げる人物を確認すると、特攻服に身を包んだ鮫島綱こう生きだった。鳶雄はその特攻服に見覚えがあった。確か、合同葬そう儀ぎに着てきたのがその特攻服だった気がするのだ。

　鮫島の横には白い猫ねこが丸まって寝ねている。すやすやと気持ちよさそうだ。いまだけはその白い猫がうらやましい。

　鮫島はこちらを見ると、空いている席を指差した。

「よう。まあ、座れや」

　気おされながらも二人はガチガチに固まったまま、その席に座る。周囲は怖こわい人がいっぱいだ。皆、不思議そうにこちらを見ていた。

　それはそうだろう。明らかに場違いだ。何を考えて鮫島はここに自分たちを連れてきたのだろうか？

「日が沈しずんだら、出デ張バっから。それまでくつろいでてくれや」

　鮫島はそう言ってくれるが、とてもリラックスできる状じよう態たいではない。

　とりあえず、鳶雄と夏梅は飲み物を注文して、ウツセミが存在を消すかのように息を潜ひそめて静かに時が過すぎるのを待った。

　その間もどんどん不良は増ふえる一方だ。

　途中、不良が夏梅に言い寄ってきたが、鮫島がにらむとしり込みをして、去っていった。

　日が完全に沈んだころ、鮫島が立ち上がった。それを見て不良たちも談だん笑しようを止やめ、真しん剣けんな表情で総長である鮫島を見つめる。

「全員そろったんで、そろそろブッ込みてぇと思う。その前に、今日は死んだ前まえ田だのために流す集会だ。わりぃが、黙もく禱とうしてやってくんねぇか？」

　そう言うと、鮫島は静かに目を閉じた。それを見ていたチームの不良たちも目を深く閉じる。隣となりの夏梅がしたのを見て、鳶雄も静かに黙禱をささげた。

　前田──前田信のぶ繁しげ。知っている同級生だ。鮫島と仲の良かった不良。彼も海上事じ故こで、ウツセミに変わってしまっている。実じつ質しつ、死んでいるのだ。

　同じ学年の生徒である以上、冥めい福ふくを祈いのるのは生き残った同級生の責せき務むだろう。

　ふと、思った。

　鳶雄は、いままでウツセミと化した同級生を殺してもなにもしてこなかった。

　彼は、その場で前田信繁だけでなく、事故で死んだすべての同級生たちにも黙禱を送る。

　鮫島は黙禱を終えると、大きな声を発した。

「おし、行くぞ！」

　その掛け声で、不良たちは気合を入れてファミリーレストランから出ていったのだった。
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　レストランの駐車場に爆ばく音おんが轟とどろく。

　チームの不良たちが、次々とバイクにまたがるなかで、鮫島は暴走族仕様にペイントされたスポーツカーのほうに向かっていく。

「おい、こっちだ」

　鳶雄と夏梅を呼よぶと、そのスポーツカーに乗車するようにうながしてくる。

　不安に駆られる二人。自分たちは、高校二年生で十六から十七歳さいだ。免めん許きよを所持できる年ねん齢れいではない。無免許運転は正直、かんべんしてほしかった。

「問題ねぇよ。俺おれ、一年ダブってるから、今年で十八歳だ。四よツつ輪わの免許もちゃんと持ってる」

　鮫島は、懐ふところを探さぐると免許を二人の前に突き出してきた。確たしかに、ガンを飛ばす証しよう明めい写真ではあるけれど、鮫島の免許証のようだ。

「つーわけで、まあ乗れや。単車じゃ、そいつとか乗せられねぇしな」

　刃ジンを見ながら鮫島は言う。二人は顔を見合わせ、渋しぶった。

「ここは町外れだ。人のいる街に出るまで、人気のない道を歩かなきゃならねぇ。バケモノとやりあうってんなら、止めやしないが？」

　不ふ敵てきな笑みで言ってくる鮫島に、鳶雄も夏梅も諦あきらめたように息を吐はいた。

　二人が後部座ざ席せきに刃ジンと共に乗車し、鮫島が運転席の車しや窓そうから腕うでを出して、指し示じを出すとバイクが次々と爆音を鳴り響かせて発車しだす。

　半分ほど発車したときに鮫島も走り出した。後方からもバイクが続く。鮫島の車が族車に守られるように囲われて、集会はスタートする。

　爆音を響かせながら、すれ違う車や近きん隣りんの住民に大きな迷めい惑わくをかけながら、チームは疾しつ走そうしていく。上空には夏梅のグリフォンが飛んでいることだろう。

「わりぃな、つき合わせてよ」

　運転しながら、鮫島は謝あやまった。

「前田が事故で逝いっちまってから、こういう集会は止めにしてたんだ。俺が勝手にやんなかっただけだがよ。どこかで前田が生きているような気がしてな。もう一度、あいつと出会ったときは、喜んだんだが……」

　言葉静かに鮫島は続ける。ルームミラー越ごしの彼は、悲ひ哀あいに満ちていた。

　彼は、前田との思い出を語りだす。

　鮫島が前田と出会ったのは、中学時代に遡さかのぼるそうだ。中学時代、とある事じ情じようで一年留りゆう年ねんした鮫島。

　一年留年したことで、周囲から浮ういていた鮫島の唯ゆい一いつ相手をしたのが同じ不良の前田信繁だった。

　目的はケンカだったが、いつの間にか意気投合し、一いつ緒しよにいる時間が増ふえた。不良でありながら、それほど頭が悪いわけでもなかった二人は一緒に陵空高校を受験し、合ごう格かくする。

　不良にしてみれば、陵空高校は厳きびしいレベルだったが、持ち前の負けん気でなんとか合格を勝ち得たのだ。

　そして、二人は高校に入り、暴走族──チーム『叉悪』を結成する。鮫島は、総そう長ちようを二人でやろうと提てい案あんするものの、前田は彼にその席を譲ゆずった。

　修しゆう学がく旅行、鮫島は参加できなかったが、帰ったら集会を開こうと決めていたのだそうだ。

　しかし、前田はウツセミとして帰ってきた。

「最近、吹ふっ切れちまってさ。あんなバケモンどもとやりあったせいかもしんねぇ。やっと、わかったんだよ。『ああ、前田はマジで死んだんだ』ってな。この集会は俺としてのケジメだ。もし、次にあいつと出会ったら、俺が楽にしてやるつもりだ。俺があいつだったら、それを望むだろうからな。あんなわけのわかんねぇバケモノに体取られちまうぐらいなら、殺してくれってさ」

　爆音を鳴り響ひびかせる車と対照的に、鮫島は真しん摯しに運転していた。

「だけどよ、おまえらもちったぁ忘わすれられたろ？」

　鮫島は、ルームミラー越しに笑ってみせる。

「何が？」

　夏梅は疑ぎ問もんを口にする。

「ウツセミのことだよ。あんなバカな連中に囲まれてりゃ、バケモンのこと考えなくてもすむべ？」

　鮫島の言葉で、二人をここに連れてきた真意がわかった。

　彼は二人を招しよう待たいしたのだ、ウツセミのことを考えなくてもいい環かん境きように。

　周囲を警けい戒かいしながら、人気のない場所に恐きよう怖ふする生活から少しでも解かい放ほうしてくれようと、鮫島はこの集会に呼んでくれた。

　事実、鳶雄たちは不良に囲まれていた間はウツセミのことも、警戒することも忘れていたのだ。

　あんなにたくさんの怖い人たちに囲まれれば、考えもしなくなる。

　あまりにもヒドイ招待だが、これは鮫島なりの心こころ遣づかいなのだろう。

「ありがと。いちおう、礼は言っておくわ」

　納なつ得とくしきれていないようだが、夏梅は礼を口にした。

「俺も、ちょっと怖いけど、確かにウツセミのことを考えていなかったから……。ありがとう」

　鳶雄も礼を口にする。それを聞いて、鮫島はやっと明るい表情を見せた。

「おーし！　なら、もっと忘れさせてやんぜ！」

　一気にアクセルを踏ふむと、大きな爆音を響かせて鮫島の車が走り出す。周りで走っているチームのバイクも鮫島の車の反はん応のうを見てか、蛇だ行こう運転やパラリラパラリラという独特の音を出しながら、いっそう暴ぼう走そうをエスカレートしていった。

「そろそろ、マッポの検けん問もんか」

　危き険けんな笑みを見せながら、鮫島はアクセルをさらに深く踏んでいく。と、そのとき後方からサイレンの音が聞こえてきた。

　鳶雄が後方を確かく認にんすると、数台のパトカーと白バイ。ついに目をつけられたようだ。

「……対応が早すぎるな。この分だと、検問もそうとうなもんかもしれねぇ。挟はさみ撃うちされたら、マズいな」

　舌した打うちし、鮫島は片かた手て運転で携けい帯たい電話を取り出す。少し操そう作さすると、携帯電話を助手席で眠ねむる白い猫ねこの近くに放った。

「なにをしたの？」

　夏梅がルームミラー越しに鮫島に訊きいた。

「こんな感じに、サツが妙みような行動起こすことを予よ測そくしておいてな、あらかじめルート変へん更こうを告げるメールを作っておくのさ。いつでも送信すればいい状じよう態たいにしておいてな」

「じゃあ、ルート変更？」

　鳶雄の問いに鮫島はうなずく。

「ああ、わりぃが今日はここらでお開きかもな。んじゃ、解散ってことで！」

　鮫島が十字路にさしかかったときにハンドルを激はげしく横に切ると、車は左折した。他のバイクも右折したり、こちらについてくるものもいる。

　パトカーや白バイも分かれて追ってくるが、次のＴ字路でもチームは二手に分かれていく。

　ケツ持ちというおとりのメンバーが、追いかけてくるパトカーなどの警察車両を煽あおる。

　途と中ちゆう、鮫島の車と同じ色と装そう備びをしたスポーツカーが姿すがたを現あらわした。二台が走り、交こう互ごに蛇行しながら運転していった。車内の鳶雄と夏梅も蛇行運転の被ひ害がいを受ける。

　そして、次の交差点で二台は別々の道に分かれていく。ついにはパトカーをまいた。

　おとりの車を用意しておき、総長が逃にげやすいように警察をまく。交互に蛇行するのは、どちらがどちらだかわからないようにするためだ。ナンバープレートなど、集会時には最初からつけていない。

　これは、鮫島が生き残るために得た技わざであった。

　一台のバイクも鮫島の車にはついてきていない。皆、バラバラに分かれたのだ。

「今日は、ここまでだな。家に帰るか」

　心底楽しげな表情で鮫島は言った。

　どうやら、よほど満まん喫きつしたようだ。鳶雄たちは、急ハンドルや蛇行運転で体の中をグルングルンに回されて気持ちが悪かった。後部座ざ席せきでグッタリとしている。

「おいおい、こんなもんでヘバってりゃ世話ないぜ？」

　ルームミラー越しに二人の姿を笑う鮫島に、夏梅は「うっさい」と小さく文もん句くを返す。

　クククと可お笑かしそうな鮫島だったが、隣を追い越していった一台のバイクを見かけた瞬しゆん間かんに、顔色を変えた。

「……まさか」

　突とつ然ぜん、アクセルを踏んで追い越していったバイクをうしろからつける。

「どうしたのよ？」

　急にスピードがあがったことで、夏梅は再ふたたび気分の悪そうな顔をした。

　鮫島は怖こわい顔でひたすらバイクの追つい跡せきを続ける。暗く静かな道を走っていく。

　しだいに前を走るバイクを捉とらえてきた。バイクは二人乗りだ。隣に車をつけたとき、バイクに乗っていた者に鮫島だけでなく鳶雄も驚おどろいた。

「ノブ！」

「紗枝！」

　運転するのは、前田信繁。うしろのシートに座っているのは東とう城じよう紗枝だったのだ。いや、これは二体のウツセミだ。ウツセミがバイクを運転しているのだ。

　あちらもこちらを見るが、スモークウインドウのため視し認にんできないはずだ。

　自分たちのにおいを察知したのだろうか、うしろの紗枝は片腕を刃やいば状じように変へん質しつさせると車しや窓そう目掛けて攻こう撃げきをしてきた。

　後部座席の車窓を破は壊かいされ、車内に割われたガラスが入ってくる。夏梅は身をかがめてガラスが目や鼻や口に入らないようにした。

　前田の姿をしたウツセミも腕を刃は物もののように変えて、鮫島の座る運転席目掛けてその腕を伸のばす。鮫島は急ハンドルを切り、やり過すごそうとするがサイドミラーを持っていかれてしまった。ミラーは路面に転がって見えなくなっていく。
















　前田と紗枝が同時に腕をこちらに向ける。腕はふたつに枝えだ分わかれして、蛇へびのようにうねりながら鋭するどい先せん端たんをこちらに放つ。

　ウツセミの攻撃が車に直撃する瞬間、鮫島の車とウツセミの間をすさまじい速度で通過する物体があった。

　途と端たんに、ウツセミ二体の腕が宙ちゆうを舞まう。グリフォンの攻撃によって、切り落とされたのだ。切り落とされた腕は、路面に落ちていった。

　鮫島はバイクからいったん距きよ離りを開けようとする。車から降おりて戦おうとしたが、ウツセミが運転するバイクはいずこかへ消えていったのだった。




　　　　　　　▽




　あれからしばらく車は走ったが、結局姿を見失った。

　仕方なく、鳶雄たちは途中のコンビニに寄よることになった。少し休みたくなったからだ。

　コンビニの駐ちゆう車しや場じように着くと、降りた早々に鮫島は仲間たちが警けい察さつから無事逃にげられたかどうか携けい帯たい電話で連れん絡らくを取っていた。

　鳶雄と夏梅もいったん下車し、外の空気を吸すっている。駐車場の縁えん石せきに座り込み、空を見上げた。

　夏の夜空。星が出ている。このコンビニが、町外れにあるせいか、星も綺き麗れいに見えた。空気が汚よごれていないのだろう。

「あー……。ダメ、気分最悪」

　夏梅は気分悪そうに立ち上がると、店のほうに足を向けた。

「私、なかでお茶か何か買ってくるわ。幾瀬くんも何か飲む？」

　死んだような表情をこちらに向けてくるので、鳶雄は「いいや」と遠えん慮りよする。鳶雄も度たび重かさなる無理な運転で気分は悪いが、それ以上に紗枝に襲おそわれたことが辛つらかった。

　躊ちゆう躇ちよなく攻撃を仕掛けてきたのだ。それは、彼女がこちらを敵てき視ししているということだろう。殺意も伝わってきた。

　──腕、だいじょうぶだろうか？

　鳶雄はグリフォンに腕を切り落とされた紗枝を心配していた。そして、頭かぶりを振る。

　これではダメだ。相手はもうウツセミというバケモノ。そんな甘あまい考えでは簡かん単たんに殺される。あちらは遠慮なんてしてこないのだから。

　──自分が死ねばいいのだろうか？

　そういう考えもあった。でも、紗枝が他の生き残った同級生を殺すのは堪たまらない。

　一度、殺しても再さい生せいできれば……。鮫島の猫ねこのように、一度命を散らしてもあの『切っ掛け』の玉のようなものがあれば再生は可か能のうなのではないか？

　だが、紗枝を一度殺して、再生した紗枝がウツセミではないという保ほ証しようはどこにもない。実じつ際さい、鮫島の猫もただの猫に生まれ変わったわけではないのだから。

　──殺すしかないのか。

　顔を手で覆おおう鳶雄の足元に擦すり寄ってくるものがいる。鮫島の白い猫だ。

「おっ、どうやら気に入られたようだな？」

　仲間との連絡が終わった鮫島は、鳶雄の横にヤンキー座りすると、白い猫の頭をなでた。

「びゃくさ──」

「えっ？」

「こいつの名前さ。白い砂すなと書いて『白びやく砂さ』。いい名前だろ？　こいつは一度死んで白い砂になって、白い砂のなかから生まれ変わって帰ってきた。だから、白砂だ」

　白砂と呼ばれた猫は、鮫島に飛びつき背せ中なかに回り、頭の上に到とう着ちやくした。頭の上で、後ろ足を使ってあごをかき始める。

「前よりもヤンチャでな。どうやら、飼かい主にどんどん似にてくるみてぇだ」

　鮫島は頭の上に猫を乗せながら、苦く笑しようした。

　鳶雄はその姿を見て、たまらずにふいてしまう。おかしかったのだ。ワルとして名を馳はせ、暴ぼう走そう族ぞくの総そう長ちようでもある彼の頭の上には猫が大あくびをしているのだから。

「動物はあまり好きじゃなかったんだがな」

「俺も苦手だった」

　鮫島も鳶雄と共に笑った。

　鮫島は頭の猫を下ろしながら、鳶雄に話しかける。

「なあ」

「なに？」

「俺は綱生でいい。近しい奴やつは、そう呼んでる」

　そう言いながら、鮫島は握あく手しゆを求めてきた。

「正直、おまえらと会ったとき、アホな女とダセェ野や郎ろうがきたなと思ったよ。だけどよ、俺はおまえらに助けられた。それに、たぶん俺一人で粋いきがったところで全部のバケモノを倒たおせねぇだろうよ。ウツセミ退たい治じのときだけでいい。仲間として、つるむべや」

　鮫島からの告白。不良の彼が、そこまで行き着くのは並なみ大たい抵ていのことではなかっただろう。

　突つっ張ぱることとケンカの強さだけが、不良のステータスであるからだ。突っ張っても仕方のない敵が現れ、ケンカではウツセミを使わなければ勝てない状じよう況きようである。

　そこに不良の要よう素そを介かい入にゆうさせてもまるで役に立たないのだ。普ふ段だんなら下に見るはずの一いつ般ぱんの学生と協力しなければ生き残れない。

　そんな考えを捨すて去り、勝つために、生き残るために戦う。信しん頼らいできる仲間を得たいのならば、自分のプライドを押し殺し、捨てるしかない。

　鳶雄は鮫島と握手を交かわした。こういう考えに達した味方でなくては、きっとこれからも一緒に戦えはしないだろう。

　彼は、鮫島は信頼できる強い男だ。

「俺のことも鳶雄でいいよ……綱生、くん」

「くんはいらねぇよ、鳶雄」

「……わかったよ、綱生」

「……最初に会ったとき、殴なぐって悪かったな」

　鮫島は気き恥はずかしそうに謝あやまってくる。山藤での出来事を気にしていたようだ。

「うん、痛いたかった。でも、気にしてないよ。俺も『最低の男』って言ってゴメン」

　苦笑しながら言う鳶雄を見て、鮫島も笑った。

「よっしゃ！　これで俺とおまえはダチだ！」

　鮫島はうれしそうに鳶雄の首に手を回してくる。予想以上に痛いたいが、でもこれは心ここ地ちのよい痛さだった。







　鳶雄と鮫島は、コンビニの中に入った。客はまばら。店員は二人ほどだ。

　飲み物が入っている冷れい蔵ぞう庫この前で座すわり込こむ夏梅が、どれを買おうか選んでいる様子だった。

「なんだ、まだ決めてなかったんだ」

　鳶雄は座り込む夏梅を横目に、冷蔵庫から清せい涼りよう飲料水のペットボトルをひとつ取る。

「悪かったわね。こういう気分の悪いときは、口にするものを選ばないとさらに気持ち悪くなるってもんなのよ。だから、品定めは大事なの」

　ぶつぶつとダルそうな声で、夏梅はペットボトルを指差しては首を傾かしげ、違うペットボトルを指差しては頭を抱かかえる行こう為いを繰くり返していた。

「優ゆう柔じゆう不ふ断だんな女だな。鳶雄、そっちの紅こう茶ちや取ってくれや」

「うん」

　鳶雄は鮫島に紅茶のペットボトルを手て渡わたす。その一連の行動に、夏梅は驚きよう愕がくの表情で立ち上がって、二人に詰つめ寄よる。

「ど、ど、どういうこと!?　いつの間に名前で呼よんじゃってんの？　え？　え？　私がいない間に愛でも芽生えましたか？」

『なわけないだろ』

　夏梅の問いかけを鳶雄と鮫島は同時に否ひ定ていした。

「やっぱり、何かあったのね？　それで、何かしたのね？　ふ、不ふ潔けつだわ……。そして、なにこの疎そ外がい感？　え？　もしかして私だけ仲間外れ？」

　アタフタと慌あわてふためきだした夏梅は、ショックに包まれたように何やら一人でぶつぶつ言っていた。

「いくべや」

　嘆たん息そくした鮫島は、ペットボトルを持ってレジに向かう。

「そうだね」

　鳶雄も夏梅を無む視しして、レジに向かう。

「ちょっ、待ちなさい！」

　夏梅は急いで冷蔵庫から適てき当とうに飲み物をつかむと二人を追いかけた。

「私も夏梅って呼びなさい！　いい？　いい？　ＯＫ？」

『はいはい』

　これも同時に呆あきれ顔で返す。それがさらに夏梅の機き嫌げんを損そこねるのだが、二人はさらに無視して、レジにまとめてペットボトルを置いた。

　レジに店員がついていない。奥おくで何やらやっているようだったからだ。

「おい、兄ちゃん。これ、頼たのむわ」

　特とつ攻こう服ふくを着た不良にそんな風に言われたら、普ふ通つうはすぐにレジへつくだろうがその店員は動かない。

　三人は訝いぶかしげに顔を見合わせた。

　そのとき、足元にいた刃ジンが店員のほうを向いて低くうなっている。さらに、刃ジン同様に店内についてきていた白砂も本を立ち読みしている男に対して威い嚇かく行動を取り始めていた。

　立ち読みしていた男が、本をそのまま床ゆかに落とすと、こちらを向く。無表情の男だ。

　奥で何かをしていた店員もこちらを向く。口元を食べカスでいっぱいにしていた。手には米やらパンやら色んな食材が握にぎられている。同様の無表情だ。

　見渡せば、コンビニにいる店員、客すべてがこちらに無表情のまま足を進めてくる。

「やられたな。まさか、店ひとつ使うなんてよ」

　鮫島は吐はき捨すてるように毒づく。

「二、三、四……あらら、過か去こ最高の襲しゆう撃げき人数ね」

　冗じよう談だんめいたことを言っている夏梅も瞳ひとみは戦せん闘とうモードに変えていた。

　敵てきの数は、六人。確たしかに過去最高だ。同時に六人を相手にするのは初めてだが、チームプレイならこちらのほうが幾いく分ぶんかはいけるだろう。

　まだ、チームとしてまともに数をこなしてはいないが……。

「刃ジン、ブレード１・ヘッド」

　刃ジンは額ひたいから刀のブレードを生やす。

　白砂は尾おを二ふた又またに分けたあと、長さを伸のばしていく。

「グリフォン！」

　夏梅が呼ぶと、コンビニのガラスを突つき破やぶってグリフォンが現れ、雑ざつ誌しコーナー近くにいたウツセミの首を一いつ閃せんして、夏梅の肩かたに止まった。『切っ掛かけ』の玉を使い、翼つばさの威い力りよくを増ましたグリフォンの一撃はなんなくウツセミの首を切り落とす。

　一体が床に崩くずれ落ちたが、まだ五体いる。

　鮫島が、特攻服の内側からヤンキー御ご用よう達たしの武ぶ器き──鉄パイプを取り出した。

　果か敢かんにウツセミの一体に真正面から特攻するが、硬こう化かされた両腕で防ふせがれてしまう。

　だが、パイプの空くう洞どう部分を白砂の白い尾が伸びて通過していき、ウツセミの頭部を正面から勢いきおいよく貫つらぬいた。

　頭部を貫かれたウツセミは、そのまま床に突っ伏す。

　二体め。残り四体！

　鳶雄は、ウツセミの一体を指差すと、刃ジンに命令を出す。

「ランス！」

　その命令を聞いて、黒い犬は目に捉とらえきれないスピードでウツセミに向かって疾しつ走そうしていく。

　目標のウツセミは、両手を前に出すとそれらを重ねて、盾たてのようなものに変化させた。

　それで防ごうというのだろう。

　刃ジンのブレードは、ウツセミの盾をなんなく貫き通すが、ウツセミは顔をそらして貫いてきたブレードをかわした。

　だが、まだ鳶雄と刃ジンの攻撃は終わらない。

「ブレード３！　スラッシュ！」

　巨きよ大だいな鎌かまと化した刃ジンの尾が伸びていき、ウツセミの首にかかる。そのまま、一気に引き抜くとウツセミの頭部が宙ちゆうに飛んだ。

　離はなれた場所の床に首が落ち、首を失った体もひざから落ちて、床に倒たおれこむ。

　これで三体め。残りは半分！

　鮫島がさらに、残りのウツセミに突とつ貫かんしていく。

　伸びてくるウツセミの腕を白砂が二ふた又またの尾おでやりすごし、鮫島はウツセミの口に鉄パイプを突っ込んだ。

　ウツセミは、舌したを変化させて攻撃しようとするが、再ふたたび鉄パイプの空洞を白砂の尾が通過していき、ウツセミの口内に侵しん入にゆうしていく。

　同時に、尾は軌き道どうを変えて、真まっ直すぐと突き上げるようにウツセミの脳のう髄ずいを破は壊かいする。

「こいつで、四体めだな」

　鮫島は絶ぜつ命めいしたウツセミを尻しり目めに、残ったウツセミに不敵な笑みを見せる。

　──怖い笑みだ。

　味方でよかったと鳶雄は思った。

　鳶雄を襲っていたウツセミが標的を夏梅に変える。そのウツセミをグリフォンが爪つめでつかんで宙ちゆうに持ち上げていく。

『切っ掛け』で力を増ましたグリフォンは、人ひとり分なら持ち上げて飛ひ翔しようするぐらいまでになっていた。

　宙に浮かんだウツセミに鳶雄が指を向ける。

「刃ジン！　ラッシュ！」

　指し示じを受けた刃ジンは、素す早ばやく駆け出した。商品が陳ちん列れつされた棚たなを踏み台にして、宙に飛び出していく。

　宙で防ぼう御ぎよを固めようとするウツセミだが、

「放して！」

　夏梅の命令を受けてグリフォンがウツセミを放す。

　刃ジンの額ひたいのブレードが、突とつ然ぜん解かい放ほうされて防御のバランスを崩したウツセミの胸きよう部ぶを切り刻きざもうとする。が、刃ジンの死角を突いて、もう一体のウツセミが下から狙ねらう。

「うらぎりもの！」

「うぜぇよ」

　下から刃ジンを狙おうとしているウツセミの背はい後ごに鮫島。ウツセミが振り返る間もなく、白砂が二又の尾おで、核かくがあるであろう頭部と心しん臓ぞうの中心を正確に貫いた。

　相手を斬きるためにジャンプしていた刃ジンも、そのままグリフォンから解放されたウツセミの体を深く切り刻んだ。

　首、胸むな元もと、腹ふく部ぶを刃ジンに大きく刻まれたウツセミが床ゆかに落下していく。何度か痙けい攣れんしたのち、息絶たえる。

　そのウツセミの死を確かく認にんした鳶雄は安あん堵どの息を吐ついた。

　いまので店内に存そん在ざいしていたウツセミの群むれは全ぜん滅めつしたようだ。

　鮫島は、レジに小こ銭ぜにを置くと、買おうとしていたペットボトルを開けて口に流し込む。

「勝ったとはいえ、こいつらをヤると後味が悪くてかなわねぇぜ」

　彼は毒づきながら、ペットボトルの残りを一気に飲み干ほした。きっと、口のなかが渇かわいて仕方ないのだろう。鳶雄も口こう内ないがカラカラに渇いている。

　戦せん闘とうの緊きん張ちよう感。殺さねば殺される状じよう況きようだ。

　直ちよく接せつ手をかけていないとはいえ、自分の命令を受けた分身が同級生の姿をしたバケモノを屠ほふる。結果として、自分が殺しているわけだ。

　一いつ般ぱんの高校生が、許きよ容ようできる精せい神しん状じよう態たいを超こえている。

　心にひとつでもヒビが入れば、何かが決けつ壊かいしてしまいそうになる。きっと、一人だったならば、とっくに壊こわれていたかもしれない。

「とりあえず、こんなとこ出ましょ。あーもう、今日は厄やく日びね。帰って鳶雄っちの料理でも食べたいかも」

　夏梅は疲れたように肩かたをだらりと落として、嘆なげいている。

「俺がわりぃみたいに言うな、消し炭娘むすめ。だが、飯に関しては同じだ。せっかくだ、この店のもんでももらってくか？」

　店内のものを物色しながら、鮫島が言う。夏梅は嘆たん息そくする。

「あーあ、これだからヤンキーはやーね。目にしたもの全部自分のものだと思っているんだから」

「いいから、てめえもなんかもらってけ。どうせ店員なんかいねぇんだろ？」

「いますよ？」

『！』

　第三者の突とつ然ぜんの声に、三人はそろって振ふり返った。

　店の奥おくから、コンビニ店員の制せい服ふくを着た二十代半ばの男性が姿を現あらわす。メガネをかけ、嘲あざ笑わらうような目と笑えみを浮うかべていた。

「誰だれだ、あんた？」

　鳶雄が男に訊きく。鳶雄には面めん識しきはない。クラスメート、友人、写真のデータから知った同級生にも似にていないように思える。

　だが、わからない。ウツセミは器うつわとしている人物の成長を好きに変えられるようだからだ。この姿もウツセミが器を成長させた結果なのかもしれない。

　夏梅と鮫島の表情を窺うかがうが、二人とも男を知らぬような感じである。

　男は愉ゆ快かいそうに笑うと、外のほうに向かって指を差した。

　三人が恐おそる恐る目で追うと、このコンビニに向かって、大ト型ラ車ツ両クがスピードを緩ゆるめずに迫せまってくる。

「マズイ！　出ろ！」

　鮫島の一言で三人は急いで入り口のほうに向かう。だが、大型車両は容よう赦しやなくコンビニに突っ込んでくる。

　ガラスを突き破り、幾いく重えもの棚たなを破壊しながら大型車両はコンビニの奥まで突っ込んでいった。




　　　　　　　４




「……つっ」

　全身に痛いたみを覚えながらも、鳶雄は身を起こす。体にかかっていたガラスの破は片へんがボロボロと駐ちゆう車しや場じようの路面に落ちていく。

　見み渡わたすと、コンビニの奥にトラックが突き刺ささったまま停止している。店内も酷ひどい有様だ。商品の棚が弾はじき壊こわされて、陳ちん列れつされていた商品が、辺り一面に飛散している。外にまで商品が飛び出しているほどだ。様々な雑ざつ誌しも路面に広がっている。

　自分のすぐ横で刃ジンがぶるぶると身を震ふるわせて体にかかっていたものを落としていた。

「あーもう！」

「クソ」

　夏梅と鮫島が同時に起き上がる。二人ともグリフォンと白砂と共に無事のようだ。

「どうなったの？」

「ほらよ、ご無事だとよ」

　鮫島はあごで店の奥を示す。鳶雄と夏梅がそちらを見やると、奥に突き刺さったままの大型車両のドアが開く。降りてきた者たちを見て、鳶雄と鮫島は驚きよう愕がくする。

　前田と紗枝だったからだ。グリフォンに切り落とされた腕うでも治っている。

「紗枝」

　鳶雄が呼びかけるが、彼女からは反はん応のうが返ってこない。

　両者の間に入ってくる人ひと影かげがひとつ。先ほどの店員だ。無事な様子である。

「こんにちは。生き残りの生徒諸しよ君くん」

　店員が話しかけてきた。そのしゃべり方に覚えがある。

「私は『三番目の先生』。幼おさな馴な染じみとの再さい会かいはいかがかな？　幾瀬鳶雄」

「ふざけるな！」

　鳶雄が怒ど声せいを張はり上げた。いままでにないぐらいの声量だ。

　許ゆるしがたかった。幼馴染を目の前にして、まるで支し配はい者しやのように淡たん々たんとしゃべろうとしている存在が許せなかったのだ。

「そう怒おこらないでくれたまえ。自分たちのウツセミをうまく成長させ、そしてついに複ふく数すうのウツセミを相手にするまでに至いたったのだ。これで、キミたちは新しい情じよう報ほうを得ることができる」

　いやらしい笑みを浮かべる。

「情報だ？　あんま調子コイてんなよ？　俺が一番てめぇらをぶっ殺したくて仕方ねぇんだよ！」

　鮫島は殺意のこもったガンを「三番目の先生」に向けている。

「まあいい。さて、新しい情報なんだが、実はキミたちにとって、少々悪い情報かもしれない」

　そんな風に切り出した「三番目の先生」はコンビニの散らばった商品を踏ふみ、こちらに向かいながら、話し始める。

「キミたちは、ウツセミになった同級生の旧きゆう宅たくに向かった。そこで雑ざつな引ひっ越こし跡あとを目にする。遺い族ぞくの皆みなさんは何かしらの事じ件けんに巻まき込まれたのではと思ったはずだ。だがそうではない、遺族は協力者だったんだよ、生徒をウツセミに変えるためのね」

　衝しよう撃げきの告白に言葉を失う三人。「三番目の先生」の話はまだ続く。

「彼らは最初から知っていた。いや、もっと前、生徒たちが赤ん坊ぼうの頃ころから計画はスタートしていた。運命の今年を迎むかえるまで、人間の赤ん坊は偽いつわりの両親に育てられたのだよ。ちなみに、キミたちのご両親も協力者だ。例外はない」

「三番目の先生」は最高の微笑ほほえみで、最悪の告白をする。

　両親が協力者？　生徒の？　自分たちの……？

「そんな、お父さんもお母さんも海外赴ふ任にんだって──」

「そうだよ。新しいウツセミを生むための準じゆん備びをしているんだ。彼らもウツセミだからね」

　夏梅が、力が抜けるように駐車場の路面にくずおれた。

　放心状態となり、瞳ひとみも虚うつろと化している。

「冗じよう談だんを言うのは……冗談を言うのは……。クソーッ！」

　鳶雄は叫んだ。冗談であってほしかった。自分をいままで育ててくれた親がウツセミ？

　手が伸のび、舌したが伸びて、異い形ぎようの力を持つバケモノだというのか!?

「あの陵空高校二年生の生徒全員の両親はもれなくウツセミだ。すべては計画のため。ウツセミとキミたちを作り上げるためのな。いや、違う。すべて、キミたちのためだ。生き残った生徒、あの日修しゆう学がく旅行に行けなかった者こそが選ばれた存在。つまり、キミたちだ」

「どういうことだ？　俺は旅行前日に熱を出して──」

「待て、俺もだ。俺も熱で──」

　鳶雄と鮫島は顔を見合わせる。その反応を「三番目の先生」は心底うれしそうに眺ながめていた。

「鮫島綱生のように、力の目覚めに一年遅おくれてしまった例外もあるが、熱を出したことこそ、キミたちが選ばれた存在だということだ。生き残った生徒は、皆、風か邪ぜや熱などの症しよう状じようで旅行を断だん念ねんしている。キミたちはウツセミになるための器うつわではなかったということだ」

「三番目の先生」は隣となりにいる紗枝の頰ほおをなでた。

「ウツセミ。ウツセミはどうやって生まれると思う？　キミたちは人間の体に別の生命体が入り込んで支配すると思っているだろう？　違う。それはまったく違う。ウツセミは、人間の精神に取りつく存在なのだよ。精神に潜もぐり込み、内側から侵しん蝕しよくしていく。器の精神を壊し、肉体を徐じよ々じよに異形なものへ変へん貌ぼうさせる。ウツセミとは、器となる生物を精神から作り変える新たな生命体なのだ」

　鳶雄は「三番目の先生」の言葉に、相手への威い嚇かくを止やめない刃ジンを見る。

　彼の言うことを信じれば、刃ジンもウツセミが子犬を精神から始まり肉体まで作り変えた存在だということになるのだ。

「三番目の先生」の話は続いていく。

「では、そのウツセミはどこから生まれて、どうやって人間の精神に取りつく？　ウツセミを生み出すには親が必要だ。だが、親を作り出すのは容よう易いではない。大きな犠ぎ牲せいと巨大な計画が必要だ。例えば、豪ごう華か客船を沈しずめるぐらいのね」

　そこまで説明し、「三番目の先生」は、「クックック」と薄うす気き味み悪い笑いをする。

「キミたちは、幼よう少しようの頃、こうは思わなかったかい？　『もしかしたら、自分のいないところで他の人は偽いつわりの姿すがたを脱ぬいでいるんじゃないか？』と。『自分だけがこの世界で人間なんじゃないか？』とね。キミたちは、それを叶かなえる力を持ったウツセミの親マザーなのだ。その妄もう想そうが現げん実じつ化する。それがキミたちの能のう力りよくだ」

「ウソだ！」

　鳶雄が強く否ひ定ていするが、「三番目の先生」は首を横に振ふるだけ。

「キミたちが使し役えきしているウツセミ。犬や猫ねこ。これは最初からウツセミだったと思うかい？　キミたちに渡わたしたタマゴは、あれはタマゴの形をしただけの頑がん丈じようなおもちゃだ。なかに入っていたのは仮か死し状態の動物だった。渡したときに反応したのは、キミたちが本能的に欲ほつしていた力と合がつ致ちしたためだ。あのあと、心しん臓ぞうが苦しくなっただろう？　あれがタマゴの中身を変質させた力の副作用だ。あの苦しみを以前したことがあるのを覚えているか？　ほんの少し前だ。熱が出るほど、苦しんだろう？　それはそうだ。生徒二百三十三名をバケモノに変えるために力を揮ふるったんだからね、生き残りの生徒全員で」

　鳶雄も鮫島も肩かたをがっくりと落とした。

　ショック──いや、そんなもので片かた付づけられない。

　これは絶ぜつ望ぼうだ。それも淵ふち。絶望の淵だ。

　自分たちが戦っていた相手は、自分たちが作り上げていた。

「キミたちが相手をしていたウツセミとは、『移うつり染しみた身』と書いて『移染身うつせみ』と言い、そしてキミたちを『移り染みさせる神』と書いて『移染神うつせみ』と言うのだよ。キミたちは、思いを移し、染み込ませ、新たな生命体を作る。まるで神様のようだろう？　だから『移染神』と呼ばれるのだ。現在、人間社会に溶とけ込こんで生活している移染身たちは、キミたちのような移染神が同世代の移染身を全部殺し、生き残ったのちに生んだ存在だ。社会にいる移染身たちにとっては貴き重ちような存在なのだよ。だが、キミたちに作られた同級生の『移染身』から見れば、キミたちはただの『うらぎりもの』。何せ、生き残ってさえいれば、これから我われ々われに『移染身』が羨うらやむほどの優ゆう遇ぐうをされる立場にあるからね。襲おそわれるのも無理はない」

　自分たちがバケモノを生む存在、『移染神』──。

　彼らを、二百三十三名の同級生をバケモノに変えた存在。

　それゆえに、彼らから狙われる身となったというのか？

　いまなら紗枝の日記に何度も並ならんでいた謎なぞの文の意味がわかる。

　され　　た　うつ　さ　れた　うつさ　　れ。

　──それ、『うつされた』って書かれてねぇか？

　鮫島の言うとおり、彼女たちは、「うつされた」ということだろう。

　あの並んでいた文字は、「うつされた」ことを書き連ねた紗枝の姿をしたウツセミの訴うつたえだったのだ。

「キミたちは貴重な存在ではあるが、まだ弱い。だから、キミたちを見守る我々は、キミたちが最初に生んだウツセミと戦わせることから始める。ウツセミを倒していくことによって、親としての力を覚かく醒せいさせることができるからね。『切っ掛かけ』も与あたえた。どうだね、玉を得たウツセミたちの成長は早いだろう。なんせ、あれはキミたちの能力を伝えやすくするためのものだからな。キミたちが強くしたいと思う力が彼らを進化させていく。それはしだいに他の生命体にも及およぶようになるだろう。キミたちは、本当のバケモノだからね」

「……おまえらは、いったい何者なんだよ？」

　鮫島の問いに、「三番目の先生」は姿し勢せい正しく頭を下げてきた。

「我々は、キミたち親の成長を手助けする組そ織しきさ。そして、同時にウツセミたちをサポートする立場にある。すべてはキミたちを親として覚醒させるためだ」

「じゃあ、船の事じ故こも何もかもの原げん因いんは──」

「ああ、私たちがやった」

　その告白に、戦意を失っていた鳶雄も夏梅も顔をあげて絶句する。

　いままで出会った「先生」は、一連の首しゆ謀ぼう者しやの一員。目の前の男もその一人──。

「逃にがさないよ。だから、生き残りたまえ」

　紗枝と前田は「三番目の先生」が言葉を止めると同時に、腕を二ふた又またに変貌させる。先せん端たんを鋭するどくさせて、こちらに狙いを定めた。

「オラ、おまえら！　ショックなのはわかるがよ、戦わねぇと死ぬぞ！　目の前に黒くろ幕まくがいるんだぞ!?　気張れ！」

　戦意を失っている鳶雄と路面にショックで座すわり込んでいる夏梅。

　だが、夏梅は鮫島に一いつ喝かつされてよろよろと立ち上がる。

「……決めた。決めたわよ、私。フフフフ」

　不気味な笑いをこぼしながら、夏梅は高らかに宣せん言げんする。

「そのウツセミと私らをサポートしてるっていう組織をブッ倒してやるッ！　私の人生ハチャメチャにしてくれた礼は万倍、いえいえ、億倍にして返さないと割わりに合わないわ！」

　握にぎり拳こぶしを作り上げて、怒いかりに満ちた表情でウツセミたちを睨にらんだ。

「同級生に恨うらみはないわ。けど、ゴメン。倒たおさせてもらうから。……必ず、裏うらで手を引いた奴らをぶっ飛ばすから。たとえ、私の両親だった人でも一発殴なぐらないと気が済すまないわ。けど、そのあとでなら、いくらでも殺されてあげる」

　最後は悲ひ哀あいを帯びた口調で夏梅は言った。

　鳶雄は紗枝を見る。彼女は無表情のまま、こちらを見ていた。

　旅行に行く前、こちらを寂さびしげに見ていた彼女。何を伝えたかったのだろう？

「俺も、裏で糸を引いている奴らを許ゆるせないんだ。彼らを、自分自身も。だから、全部に決着をつける！」

　鳶雄の瞳に決意の光が灯ともった。夏梅は、にんまり笑みを浮かべて、鳶雄の背中を叩たたく。

「ＯＫ。でも、いまは助けないわよ？　自分たちでケジメつけてね」

　返事はしないが、鳶雄も鮫島も了りよう承しようしている。

　鳶雄は紗枝と、鮫島は前田と、それぞれの決着をつけねばならない。

「前田、やるか」

　先に飛び出たのは鮫島だ。白砂をつかむと肩に乗せる。肩かたに乗った白砂は尻尾しつぽをたくみに操あやつって、近くの前田に向けて真まっ直すぐに伸ばす。

　両腕を二又に変えた前田の四連続攻撃を白砂の尾で迎げい撃げきする。

　白砂の攻こう撃げきをしのぐ前田のウツセミ。さらに両腕を幾いく重えにも枝えだ分わかれさせ、一本一本を自在に動かしていく。

　一本一本を相手にするのは辛つらい。鮫島は、白砂に耳打ちする。

　前田が再ふたたび幾重もの、針はりのように細く分かれさせた腕をこちらに向けたとき、白砂の尾も前田に向かうが、途と中ちゆうで尾は方向を転てん換かんして左右横側面から腕を捕つかまえるように縛しばり上げた。

　正面からは迎撃できなくても、横からならば捕とらえられる。縛り上げた前田の両腕を一気に切り落とす。前田は諦あきらめずに、店内まで下がると、床に倒たおれている絶命したウツセミの腕を伸びる舌でつかむ。

　腕を引きちぎって、失った自分の腕にあてる。他のウツセミの腕が溶とけ合うように前田の一部と化して腕が再生された。

　前田と紗枝の腕が治っていたのは、他のウツセミから補ほ給きゆうしていたからのようだった。

　だが、一本治したところで白砂との差は縮ちぢまらない。鮫島に攻撃を向けようとしたところで、再生したばかりの腕がなんなく白砂に切り落とされる。

　前田を追い詰つめた鮫島は、ウツセミと化した前田を睨みながら、「三番目の先生」に訊きく。

「俺がこいつをバケモノに変えたんなら、元に戻もどす方法だってあってもいいもんだろ？　マジでないのかよ？」

　だが、「三番目の先生」は首を横に振った。

「彼を殺したまえ。キミの勝ちだ。やらなければ、やられる」

　その変わらない答えに鮫島は、心底苦しそうな表情を浮かべる。

　最後の一撃に躊躇ためらう鮫島。白砂も心配そうに鮫島を見つめていた。

　しかし、前田は隙すきを見つけて攻撃を再開しようとする。口を大きく開け、舌を伸ばそうとしたとき、鮫島は決意の眼まな差ざしで前田を捉とらえた。

「白砂、頼たのむ」

　そう鮫島が、静かに命令すると、白砂は前田の首をはねたのだった。







　鳶雄は、紗枝のほうへゆっくりと近づいていく。刃ジンが鳶雄の前に出た。

　彼女の目からは、殺意しか感じられない。きっと、もう自分のことを覚えてはいないのだろう。

　両腕を異質に変えた。戦う気なのだ。

　彼女は変質させた腕を放ってくる。鳶雄は避よけようとしない。そんな鳶雄の前に刃ジンが飛び出して、それをブレードで防ふせぐ。

　鳶雄は攻撃を放ってきた紗枝へ静かに話しかける。

「……俺は、紗枝があのとき何を伝えたかったのか、わからない。けど、俺が伝えたかったことを言うよ。旅行、一いつ緒しよに行けなくて悪かったな。俺が死んだら、あっちで文もん句くを言い合おう。だから、いまは紗枝を止めるから」

　寂さびしげに自分がそう口にしたとき、ふいにわかった気がした。あのとき、紗枝が何を思っていたのか。それは、俺と同じだったのかもしれない。

　あいつも、一緒に修しゆう学がく旅行に行きたかったんだ。

　突然、目の前の紗枝が涙なみだを流し始めた。刃やいば状じように変えた腕を、鳶雄ではなく自身に向け──。

　彼女は、鳶雄の目の前で自分の胸きよう部ぶを突き刺した。その場で倒たおれこむ紗枝を鳶雄は駆かけ寄より、抱だきとめる。

「……どうして」

　驚きよう愕がくの思いで、鳶雄は腕のなかの幼おさな馴な染じみの顔に触ふれる。

「……とびお」

　目を開けた彼女は、鳶雄を見るなり、名前を呼んでくる。

「いぬ……」

　鳶雄の近くにいる刃ジンを紗枝は見ている。

　次に、彼女は笑顔を浮かべ、鳶雄の頭にそっと触れてきた。やさしく、やさしく何度も鳶雄の頭をなでてくる。

「だいじょうぶ……だいじょうぶだから……」

　それはあの日、ゴールデンレトリーバーに追いかけられて、怖こわがっていた鳶雄をやさしくなだめてくれたぬくもり。

　変わらずに、鳶雄に流れてくる。

　鳶雄は涙を溢あふれさせながら、なでてくれている彼女の手に触れた。

「ああ、もうだいじょうぶだ」

　こちらが微笑ほほえむと、彼女は安あん堵どの表情を浮かべて、そのまま静かに目を閉とじていった。

　鳶雄は彼女を抱きしめ、「三番目の先生」を睨にらんだ。

「なんだよ、これ……」

　一度器うつわになったら、精せい神しんを壊こわされて、元の人間は死ぬんじゃなかったのか？

　だけど、彼女には記き憶おくがあった。こちらを「とびお」と呼んだ。

「三番目の先生」は笑っている。

「不思議がっているね。確たしかに、一度器になってしまえば精神を殺され、肉体も乗っ取られる。けど、記憶が消えるわけじゃない。彼らが、キミたちの街まで戻り、ある程てい度どの知ち恵えをしぼったのも器の記憶がある程度あるおかげだ。これは、経けい験けんの共有はできないが、唯ゆい一いつの個こ々この個性として彼らを引っ張ってくれる。前田信繁がバイクを運転したのもそのせいだよ。東城紗枝にも少し記憶があったようだ。安心したまえ、『移染神うつせみ』であるキミたちは精神を殺されるなんてことはない」

「紗枝……ちきしょう」

　鳶雄は悔くやしさに顔を歪ゆがませながら、彼女の遺い体たいを抱き寄せる。

　それを愉ゆ快かいそうに笑って見ている「三番目の先生」を、夏梅と鮫島が囲む。

「笑ってんじゃないわよ」

　ドスの利きいた低い声こわ音ねの夏梅。瞳ひとみも怒いかりを映うつしている。

「おめぇ、まさか無事に逃にげられるとは思ってねぇよな？」

　鮫島も殺意を乗せたガンを相手に飛ばしていた。

　その光景に、「三番目の先生」はいっそう口元を楽しげに吊つり上げる。

　ポケットに手を入れると、何かをつかんだ様子だった。

　彼は、こちらに見えるように手のひらを開けていく。そこには、小さく丸い玉が数個存在した。

　それに見覚えがある。

　──『切っ掛かけ』という物体。

　与あたえたウツセミに効こう果かをもたらしたもの。一度命を落とした白砂を生まれ変わらせて、刃ジンとグリフォンも成長させたものだ。

「キミたちはこれをウツセミに与え、パワーアップさせた。だが、これにはこういう使い方もある」

「三番目の先生」は、手の中にある『切っ掛け』をすべて飲み込んでいく。

　ごくりと喉のどを鳴らし、こちらに狂きよう気きに彩いろどられた表情を向けた。

「私もキミたちと同じ『移染神』でね！　こんなこともできるのだよ！」

「三番目の先生」の体が盛もり上がる。異い常じようなほど各部が肥ひ大だいしていき、服を突き破って、どんどん体が異質なものへと変わっていく。腕も足も原型がなくなって、肉の塊かたまりと化していった。

　体から、触しよく手しゆが幾いく重えにも生えて、鳶雄たちが倒した同級生のウツセミの遺体に伸びていく。

　触手が遺体をつかむと、勢いきおいよく引き寄せて、肥大していく体に取り込んだ。次々と「三番目の先生」の体に、彼らの遺体が吸きゆう収しゆうされていった。

　それに伴ともなって、彼の体もさらに大きく巨大なものへと変わっていく。

　触手は前田や、鳶雄が抱きかかえている紗枝にまで伸びてきたのだ。

「刃ジン！　ブレード１・ヘッド！　スラッシュだ！」

　鳶雄の命令を受けて、鋭く伸びてくる触手を刃ジンは切り落とそうとする。だが、触手は刃ジンをなぎ払って、紗枝の右腕をつかんだ。そのまま強い力で引っ張っていく。

「クソ！」

　紗枝の遺体を渡すまいとするが、そのとき悲鳴が上がる。

「イヤッ！」

　夏梅を触手がつかんでいる。グリフォンが、必死に主人を助けようと触手に突進するが、ダメージを与えられていない。

　鳶雄は、紗枝と夏梅を交こう互ごに見た。

　どうすればいい？　どちらを──。

　そんな選せん択たく肢しのような考えを、頭かぶりを振って消し去り、鳶雄は紗枝の遺体を置いて夏梅のほうへ駆け出した。

　──ゴメン、紗枝。

　鳶雄は紗枝の遺体に謝あやまる。紗枝の遺体はそのまま触手につかまれて、「三番目の先生」へと吸収されていった。

　いまは、生きている夏梅を救わねばならない！

　鳶雄が夏梅をつかむ触手に指を向けた。

「ブレード１！　スラッシュ！」

　主人の命令を受けて、刃ジンが触手に飛び出していく。だが、寸すん前ぜんで避けられ、夏梅は「三番目の先生」のほうへと引き寄せられる。

「ようこそ！」

　彼は巨きよ大だいに盛り上がる肉の塊から顔だけ出して、狂気に満ちた満面の笑みで夏梅を迎むかえる。

「イヤーッ！」

　それを見て、夏梅は涙目で絶ぜつ叫きようした。「三番目の先生」に吸収される寸前、鳶雄が夏梅の手を引く。

　鳶雄は肥大していく肉の塊をかき分けて、夏梅の体を引き出す。刃ジンもブレードで肉の塊を斬きって、夏梅の救助に懸けん命めいだ。

　ゴリッ。

　鈍にぶい音がするが、鳶雄はかまわずに夏梅を完全に引き出すと、グリフォンに視線を向ける。

「頼む！」

　鳶雄の声を聞き、グリフォンは夏梅の両肩を足でつかむと上空高く飛び上がっていった。

　鳶雄も、刃ジンに服ごと体を引っ張られてその場から離はなれていく。

「ヤローッ！」

　鮫島が白砂の二ふた又またの尾おで、いたるところから触手を生やす巨大な肉の塊と化した「三番目の先生」に攻撃させるが、尾は弾だん力りよくのある肉を貫つらぬけない。

　逆に敵の触手につかまれ、鮫島はコンビニの店内へ放ほうり投げられる。

「クソーッ！」

　鮫島は床ゆかに散乱する商品のなかに突っ込んでいった。

「ヒャヒャヒャヒャ！　弱いなぁぁぁぁ！　弱いよぉぉぉ！　それじゃ、私を倒せない！　私を倒すのがキミたちの使命なんだよぉぉぉ！　がんばってよぉぉぉぉぉ！」

　巨大な肉の塊に浮うかぶ「三番目の先生」の顔は、狂くるったような笑い声をあげていた。

　距きよ離りを取って次の攻撃を仕掛けようと隙すきを探さぐる鳶雄と刃ジンのもとに、グリフォンにつかまれて上空に上がっていた夏梅が降おりてくる。

「さっきはありがと──」

　礼を言おうとして、夏梅は絶ぜつ句くした。

　鳶雄の左ひだり腕うでが、肩かた口ぐちから存そん在ざいしなかったからだ。鮮せん血けつが止まらずに路面へ落ちている。

　あのとき、夏梅を救うとき肉の塊に腕を突っ込んで救助したのだが、そのときに持っていかれたのだ。

「ゴリッ」という鈍い音は、腕を持っていかれた音である。

　彼は痛いたみを堪こらえ、顔中に脂あぶら汗あせを噴ふき出させて、夏梅の無事な姿すがたに笑みを見せた。普通ならのたうち回るくらいの激げき痛つうだが、それでも動けるのは自分が『移染神うつせみ』だからだろうか？

　静かに変質していっているのかもしれない。

　そんな風に鳶雄は感じていた。

「よかった。無事だったんだね」

「無事だったんだね、じゃないわよ！　なによ、これ!?」

　夏梅は悲ひ愴そうな表情でスカートのポケットに常じよう備びさせていた包帯を取り出して、鳶雄の傷きず口ぐちを止血し始める。

「どうして？　なんで、ここまでしてくれたのよ……。幼おさな馴な染じみの子を守ってあげるのが、あなたのあのときすべきことじゃないの!?」

　涙を浮かべて訊きいてくる夏梅に、鳶雄は変わらない笑みを向けた。

「生きてるキミを助けなきゃ、俺おれは紗枝に顔向けできない。それに、仲間だろ？」

　その言葉を聞いて、夏梅は鳶雄の背中に顔をうずめた。

「……バカだよ。鳶雄は、バカだよ……」

　彼女は鳶雄の背中で泣いていた。

　顔を背中にあずけたままの夏梅に鳶雄は話しかける。

「これから反撃するんだ。俺と、綱生と、キミの三人で勝つんだよ」

「でも、刃ジンの攻こう撃げきも白い猫ねこの攻撃も効きかなかったよ？　グリフォンの攻撃だって──」
















「勝てるさ。もう、二度と紗枝のような犠牲者を作りたくないんだ。だから、勝とう」

　鳶雄の瞳ひとみには勝利への行こう程ていが見えている。

「いいかい──」

　鳶雄は夏梅に作戦を聞かせていく。うん、うんと夏梅は涙なみだを拭ぬぐいながら、力強くうなずいている。

「なぁぁぁにをぉぉぉコソコソと話しているのかなぁぁぁぁぁ？」

　すでに「三番目の先生」は、正気を失ったかのようによだれを口から垂たれ流し、目もまともな状じよう態たいではなかった。

　おそらく、『切っ掛け』の力が暴ぼう走そうしているのかもしれないと鳶雄は思っている。

　刃ジンたちを強く変えていった物体を、数個も飲み込んだのだ。精神も体も無事では済すまないだろう。

「行け！」

　鳶雄の指し示じのもと、夏梅はグリフォンにつかまって滑かつ空くうしていく。そのまま「三番目の先生」のそばを通り過すぎようとするが、

「おんやァァァァ？　無む視ししないでよォォォォ！」

　全身に生える幾いく重えもの触しよく手しゆを、夏梅に向けてくる。

　だが、その「三番目の先生」に刃ジンが額ひたいからブレードを突き出して飛び込んでいく。

「うざいなァァァァァッ！　犬っころのくせにィィィィィッ！」

　相手は飛び込んでくる刃ジンを触手でなぎ払はらい始めた。刃ジンは軽けい快かいなステップで触手の攻撃を次から次へとかわしていく。

　その隙すきに、夏梅はコンビニの前でグリフォンから降りて、店内に入っていった。

　それを確かく認にんすると、鳶雄は傷口を押さえながら刃ジンに命令を出す。

「切り刻きざめ！」

　主人の指示を受けた刃ジンは、黒い弾だん丸がんと化して肉のバケモノに突っ込んでいく。

　幾重もの触手の攻撃を高速ともいえる身の動きで翻ほん弄ろうし、的確に相手を額のブレードで切り刻む。

「うがぁぁぁぁぁぁぁッ！　犬っころのくせにぃぃ！　クソ犬のくせにぃぃぃぃぃぃ！」

　一向に触手につかまる気配のない刃ジンに、「三番目の先生」は苛いら立だちを隠かくしきれないようだ。

　速い。刃ジンの攻撃はまるでカマイタチのように一瞬で斬りつける斬ざん撃げきだ。「疾しつ風ぷう迅じん雷らい」という言葉が今の刃ジンには当てはまると鳶雄は思っていた。

「三番目の先生」が動かす無数の触手による攻撃は、避けきれない刃ジンをなぎ払い、路面に突き飛ばすこともあるが、刃ジンはすぐさま起き上がって相手へ向かっていく。

　徐じよ々じよに刃ジンのスピードは増ましていき、バケモノの攻撃はかすることすら出来なくなっていった。

「三番目の先生」の攻撃が遅おそいわけではない。だんだん刃ジンの動きが速くなっているからだ。

　先ほどまで、相手に攻撃を避けられていた黒い犬とは思えないぐらい、ここにきて急きゆう激げきに力の鋭さを増した。

　なぜだ？　なぜ、突然ここまで強くなった？

　主あるじである鳶雄でも疑ぎ問もんに思うが、ふいに夏梅の言葉が脳のう裏りをよぎる。

　──主人のそばを離はなれずに、昼夜問わず守ってくれるのがこのコたちよ。

　腕をなくし、激痛に顔を歪ゆがませる鳶雄の頰ほおを涙が伝う。

　刃ジン、俺を助けようとしてくれているのか？

　敵てきに何度突き飛ばされようと、何度なぎ払われようと、黒犬は愚ぐ直ちよくなまでに敵へ立ち向かう。

　すべては、主である鳶雄を助けるためだ。そのために刃ジンは戦う。

　刃ジンを捕とらえきれない苛立ちで顔を醜みにくく歪ませるバケモノは、視し線せんを鳶雄に定めてくる。

「クソ犬めぇぇぇぇぇッ！　これならどうだいぃぃぃぃ！」

「三番目の先生」は、触手を鳶雄へと向けて放ってきた。

　刃ジンが即そく座ざに反はん応のうして、鳶雄を守るように前へ飛び込んでくる。襲いかかってくる触手をブレードで薙なごうとするが、無数に伸びてくる触手が徐々に刃ジンをおし始めた。

　後方に鳶雄がいるのだから、自じ慢まんの速度で触手を避よけることはできない。おそらく、それを狙って敵は攻撃対象を鳶雄に変えたのだ。

　一本の触手が刃ジンの前足を捕らえた。刃ジンの動きが止まり、次々と触手に全身を巻まかれていく。

「つっかまえたァァァァ！」

「三番目の先生」は、捕らえた刃ジンを一気に引き寄せる。

「刃ジン！」

　鳶雄が刃ジンを助けようと、残った腕を伸ばすが、

「いっただきまァァァァァすッ！」

　刃ジンは肉の塊かたまりに埋うもれ、消えていった。

「刃ジン……」

　刃ジンがやられたことで、鳶雄は路面にひざをついてくずおれた。天に向かって、苦く渋じゆうに満ちた叫さけびを発する。

「クソ──ッ！」

「ヒャハハハハハ───ッ！」

「三番目の先生」はその鳶雄の姿を見て嘲ちよう笑しようする。

「次はキミだよぉぉぉぉ！　幾瀬鳶雄ぉぉぉぉぉ！」

　バケモノの触手が、こちらへと向けられる。攻撃が鳶雄へ繰くり出されそうになったときだった。

「三番目の先生」の体に投げ込まれるものがあった。

　それは「三番目の先生」に当たると、砕くだけたりして中の液えき体たいが肉の塊に降り注ぐ。

　投げているのは、鮫島と夏梅だ。コンビニから、蓋ふたの開いたペットボトルやビンを「三番目の先生」に目がけて放ほうり投げていた。

　びしょびしょになりながらも肉のバケモノは、二人に触手を向ける。

「なぁぁぁぁにをしてるんだよォォォォォッ！」

　夏梅と鮫島は、ペットボトルやビンを何個か抱かかえながら、駆け出した。「三番目の先生」が二人を追うように、不気味に肉を動かせて移い動どうしていく。

　伸びてくる触手をなんとかやりすごし、二人はさらにペットボトルなどを投げつける。

　怒いかりに包まれている肉のバケモノは、ただただ二人を追っていく。

　とあるところまで来て、夏梅と鮫島が歩を止めた。

「鬼おにごっこは終わりかいィィィィ？」

「いや、おまえが終わりだ」

　バケモノが触手を二人に伸ばそうとした瞬間、鳶雄の声が響ひびく。その顔は、勝利への笑みに包まれていた。

「ブレード４！　フィニッシュ！」

　その掛け声が辺りに響き渡ると、一いつ拍ぱくおいて肉の塊を突き破り、内側から巨きよ大だいな剣けんが天に向かって出現する。

　同時に「三番目の先生」から、大量の血流が噴ふん出しゆつしていく。

「ウガァァァァァァッ！」

　バケモノは声にならない悲鳴をあげた。

　刃ジンが、「三番目の先生」にのみ込まれたのは計算通りだ。

　体内に入り込んだ刃ジンは同化されないように、尾おを硬こう質しつ化かさせてそれを伸ばし、全身をグルグルと覆おおっていたのだ。伸ばすことで硬度は下がるが、同化せずに済すんだようである。

　そして、鳶雄の命令を受けて尾の硬化を解とき放ち、額から背中、尾にかけてまでの部位から、巨大な一本の両もろ刃はの剣を出現させたのだ。

　巨大なブレード──。

　それが『ブレード４』の正体だ。小さな子犬の体では不ふ可か能のうだったが、鳶雄はいまの刃ジンの体ならばギリギリ可能だと踏ふんだ。彼の作戦は、成功したのだった。

　肉の塊に消えていった刃ジンを見て悔くやしそうに叫んだのも、すべてはこの一撃を放つための鳶雄の演えん技ぎだ。

　それを確かく認にんすると、夏梅がグリフォンに指し示じを送る。

「切って！」

　夏梅の指示を受け、肉のバケモノの真上にあるものを切せつ断だんする。それは、電線──。

　二人は、電信柱の下に「三番目の先生」を誘ゆう導どうしたのだ。

　切断され、垂たれ落ちてくる電線は、びしょぬれの「三番目の先生」に降りかかる。

　その寸前にブレードを引っ込めた刃ジンが、突き破った部位から飛び出した。

「ギャウワァァァァァッァアァァッァァ──ッ!!」

　末まつ期ごの絶ぜつ叫きようをあげて、バケモノは激はげしく感電し、燃もえ上がっていく。

　肉の塊は大きな炎ほのおの柱と化し、夜空に向かって炎えん上じようを続ける。

「ガアァァァアッ！　熱いィィィィッ！　痛いたいィィィィッ！」

　炎に包まれ、「三番目の先生」は悲鳴をあげた。

　しかし、燃えていくなかで、彼は狂きよう気きの笑みを浮かべだす。

「ヒャハハハ！　自由になりたければ、戦えぇぇぇぇ！　同級生の移染身うつせみをすべて倒せば、キミたちは他の移染神うつせみによって手て厚あつい保ほ護ごのもと、何不自由なく暮くらしていけるようになるぅぅぅ。現げんに、私がそうだったからねぇぇぇぇ！」

「他の移染神？」

　夏梅が疑ぎ問もんを口に出した。

「そうさぁぁぁ！　キミたちは今後、同級生の移染身とは別に私やキミたちと同じ移染神と出会うようになるぅぅ！　望みたいもの、訊ききたいことがあるならば、同種族に訊くのが一番の近道なんだよぉぉ！　彼らがキミたちの行く道に必ず現れる！　私のようにねぇぇぇぇ！」

「おい！　他の移染神ってなんだ!?　いったい、俺らの裏うらに何があるってんだ!?」

　鮫島の問いかけに、「三番目の先生」は答えずに笑い声をあげる。

「ヒャハハハハッ！　私はここで死ぬ！　すべては新しき『移染神』のためにぃぃぃ！　だが、忘わすれるなぁぁぁ！　まだ、二百体近くのウツセミと、他の『先生』がキミたちを待っているぅぅぅ！　キミたちは『移染神』となるしか道はないのだからねぇぇぇぇぇ！　ヒャハハハ！　ヒャーハッハッハ──ッ!!」

　炎に身を焦こがされながらも「三番目の先生」は、最期まで狂気の笑いを発し続けていた。

　鳶雄のかすむ視し界かいに、駆け寄ってくる夏梅と鮫島の姿すがたが映うつりこむ。

　しかし、もう限げん界かいだった。血を流しすぎたのだ。意い識しきを繫つなぎとめていることが、これ以上できない。鳶雄はその場に倒れこんだ。

　夏梅と鮫島の声が耳に入ってくるが、何を言っているかまでは理り解かいできない。

　閉とじていく意識のなか、あのやさしい手が自分の髪かみに触ふれたような気がした。













　　　終章







「うわっちゃ～」

　縁えん石せきに乗り上げ、鳶とび雄おは悲鳴をあげた。

「だいじょうぶ？」

　教官が駆かけ寄よってくる。

「はい。なんとか」

　気を取り直して、鳶雄は教習に戻った。

　鳶雄は教習所に来ている。目的は、普ふ通つう二輪免めん許きよを取得するため。

　これからのことを思うとあったほうが便利かもしれないというのと、正直言うと集会やヤンキーのバイクのうしろに乗って気分がよかったというのが理由だ。

　バイクに興きよう味みを持ったと知ったら、鮫さめ島じまがやたらと世話をしてくれた。

「俺おれの単車貸かしてやんぜ？」

　と、無免許の鳶雄に平気で言ってくるあたり、彼も相当昔から無免許で乗り回していたに違ちがいない。

「うわわわわ！」

　違うところで、女の子の悲鳴が上がった。見れば、同じくバイクを縁石に乗り上げさせた生徒が慌あわてふためいている。

　駆け寄った教官からアドバイスを受けているとき、こちらと目が合った。手を振ってくる。あ、教官に怒おこられた。

　夏なつ梅めだ。彼女もまたバイクに興味を持ち、この教習所に来ていた。あちらは想そう像ぞう以上にヘタなようで、よく縁石に乗り上げている。補ほ習しゆうの教習は絶対に受けるだろうなーと鳶雄は思っていた。

　コンビニの一件けんから、十日ほど過すぎていた。

　ウツセミの攻こう撃げきは現在ウソのように止まっている。例のコンビニ事件が、思ったよりも大きくマスコミに取りあげられたからかもしれない。

　他者に迷めい惑わくをかけないのがウツセミのポリシーだと「先生」は言っていたが、どこまで本当かはわからない状じよう況きようだ。

　どちらにしても、これで終わりというわけではないだろう。いまでも同じく生き残りの生徒が、同級生のウツセミと死し闘とうを繰くり広げているかもしれないのだ。

　そして、鳶雄の失った左腕は存そん在ざいし、きっちりとバイクのハンドルを握にぎっている。

　気を失い、次に目を覚ましたとき、マンションの自室にいた。

　失ったはずの左腕は、目覚めたときには元通りだった。その左手には、見覚えのある数珠じゆずが存在していたのだ。

　夏梅たちから聞いた話だと、「三番目の先生」の体から飛び出してきた刃ジンは、数珠をはめた一本の女性の白い左腕をくわえていたのだと教えてくれた。

　左腕をくわえたまま、鳶雄の周囲をうろうろしていた刃ジンは、以前の白びやく砂さ同様に自分の体を分解し、黒い繭まゆに変化させて、鳶雄を包み込んだのだという。

　そのときに、数珠のついた女性の白い左腕も包まれていったようだ。

　鳶雄の治ち療りようを終えた刃ジンは、すでに『切っ掛かけ』を得ているおかげか、繭から元の姿に戻ったあとは、鳶雄が起きるまで寝ねているだけだったという。

　繭から出てきた鳶雄の左腕は、元通りに戻っていた。ただ前と違ったのは、数珠をつけていたということだ。

　白い左腕の持ち主はわかる。

　目覚める寸すん前ぜんまで、鳶雄は夢ゆめのなかで大切な幼おさな馴な染じみとの思い出をたくさん見た。

　初めて出会った頃ころから、幼よう稚ち園えん、小学生、中学、そして少し前のことまで。

　彼女は、紗さ枝えは祖そ母ぼの数珠を返しにきてくれたのだ。

　彼女の左腕は、鳶雄の左腕として生まれ変わった。彼女は、最後に心も体も人間に戻れたのだ。鳶雄はそう信じていた。

　左手を静かに握ると、彼女のやさしさが流れ込んでくるように感じる。

「おー、やってんな！」

　教習所のフェンスから、こちらに声をかけてくる者がいた。鮫島だ。

「綱こう生き。どうしたの？」

「おまえらのヘタレ教習をおがみにきてやったんだよ」

　クククとイタズラっぽく笑っている。

「コラ、そこ！　しゃべってないで走りなさい！　うしろがつっかえるでしょ！」

　うしろの教習車に乗車している教官が車しや窓そうから身を乗り出して、注意をうながしてくる。

「だとよ」

　鮫島のほうは楽しそうだ。

　後方では、教習所の入り口で刃ジンが大あくびをしていた。空を楽しげに飛び回るグリフォンも確かく認にんできる。白砂は鮫島の頭上で、後ろ足であごをかいていた。

　少しの間だけの平へい穏おん。

　いつウツセミが攻こう撃げきを再さい開かいするかはわからない。

「先生」の話からすれば、いずれ他者をウツセミに変えてしまう能力が本格的に覚かく醒せいするのだろう。そうすれば、このようなことも出来なくなる。

　でも、いまはこの平穏を嚙かみ締しめようと、鳶雄は感じていた。

　そして、バイクのハンドルを握ると頼たよりない動きで運転を再開したのだった。





了












　　　あとがき







　この風、このレーベル！　私は富士見ファンタジア文庫に帰ってきた！




　テンション高めで、すみません。

　お久ひさしぶりの方もいらっしゃるでしょうが、はじめまして、石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

　半年ぶりではございますが、新作を引き連れて戻ってまいりました。

　元気な三人と三匹ですけども、どうかこれからも見み守まもってやってくださいませ。




　このＳＬＡＳＨ／ＤＯＧが最さい初しよに企画されましたのが、去きよ年ねんの九月です。そう考えると皆さまのもとに届くまで約一年も経けい過かしていたのですね。

　同期作家さんたちがシリーズものに奮ふん闘とうしているなか、ひっそりと私もシリーズを目指すべく新作発表したわけです（おそるおそる）。がんばりますよ！




　話は変わりますが、今年の夏は熱いです。「暑い」ではなく、「熱い」んです！

　アストレイ・ゴールドフレーム天（アマツ）がプラモデルで発売される！

　私は無類のアストレイ好きです。ＨＧで、レッドフレーム三個、ブルーフレーム三個、百分の一でも、赤青合わせて三つずつ買いました。二年前のキャラホビ限定ゴールドフレームだって並んで買いましたよ。

　もちろん、愛してやまない天も三個買います！　ＭＧのＦ９１も買いますよ！

　これが出る頃には完成させ、愛めでてることでしょう。

　ああ、バンダイさま。ゴールドフレームをキット化してくださいまして、本当にありがとうございます。一生ついていきます！

　テンション高めで本当にすみません。




　最後に謝しや辞じを。

　ファンレターをくださった皆さま、ありがとうございます。読ませていただくと、力が体の底そこから湧わき出てきます。

　担当さま方、毎回多大なお力ちから添ぞえ、感かん謝しやの念が絶えません。前サブ担当のＩ津氏、一年間本当にお疲れ様でした。そして、一年間ありがとうございました。

　イラストを担当してくださった横よこ溝みぞ大だい輔すけさま。素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。夏なつ梅めがマジで可愛かわいいです！　これからもよろしくお願いします！

　では、ガンプラを作りながら次巻もがんばります。

　そんな石踏一榮でした。





石踏　一榮　　


















カバー・口絵・本文イラスト／横溝大輔
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